
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『終わりに向かう日』 - my fellowships -

『この日々が終わっても、きっと──Ｂ』 - braves on stage -

『造られた悲劇への薄暗い一本道』 - masked actors -

『私は誰だろう、とその少女は』 - my precious friend -

『終わりを越えた日』 - flipped card -

あとがき
















　これから自分たちは、星神ヴイジトルスとの戦いに挑いどもうとしている。

　ちょっとシャレになっていない。

　歴代の正規勇者リーガル・ブレイブも、それぞれにとんでもない強敵と戦ってきたのだろう。しかしここまでの大物を相手取ったのは、さすがにこの、二十代正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイしかいないのではなかろうか。

　はっはっは、まったくもって名めい誉よな話である。

　できることなら辞退してしまいたいくらいだが、それはやらない。やめちまえと言ってくるやつがいるから。自分が代わりにやってやるとか言うから。そして、それが言葉だけじゃないと知っているから。自分が背から下ろした荷を、あいつがそのまま負うことになると、確信できてしまうから。




　──皇国領辺境から荒こう野やに入り、進むこと半日ほど。




　見み渡わたす限かぎり、大地は炭の色に染め上げられている。ぽつぽつと朽くち木のようなものが立っているが、それも、そういう形に結けつ晶しようしているだけの別の何か。

　生命あるものの姿がまるでない、完かん璧ぺきなまでの、死の荒野である。

　この荒野の向こうに、決戦の地、星神ヴイジトルスの座する星船跡あとがあるはずだ。

「さぁて」

　リーリァは、両手で自分の頰ほおを強く張った。

　星神ヴイジトルスエルク・ハルクステンと戦うためには、それを守護する三柱の地神たちを別の地で抑おさえておかなければならない。その大役は、集められた六人の仲間たちに任せた。従属者とはいえ神は神、本来なら人の身で抗あらがえるようなヌルい相手ではないが、あの六人だって充じゆう分ぶんに人間の領域を踏ふみ出している。なんとかしてくれるはずだ。

　無事を祈いのりたい気持ちもあるが、その祈りを捧ささげる相手は敵側だし、自分にその資格があるとも思えない。だからただ、信じることにした。あいつらのことだから、きっと大だい丈じよう夫ぶだろうと。

（たぶん、みんなも同じようなことを、あたしに対して考えてるんだろうな）

　だから、リーリァ・アスプレイは前に進む。

　最強を信じられているから。常勝を定められているから。

　そして……こんな強すぎる自分相手でも、無事を案じてくれてる連中がいるから。

『さぁて、じゃないですよ』

　声。

　ぎょっとして、踏み出そうとした足が、ぴたりと止まる。

　見上げる。鳩はとのようなものが、飛んでいるのが見える。「のようなもの」というのはつまり、それは鳩ではないということ。実体を持たず、光の粒つぶがそれらしい輪りん郭かくを彩いろどっているだけの何か。

　幻げん獣じゆう。呪蹟ソーマタージで生み出された即そく席せきの疑ぎ似じ生命。

『少々冷たくはないですか、勇者様？』

　その鳩の姿の幻獣を通して、知った声の女が喋しやべっている。

「シリル」

『ええまあそうですよ、私ですよ。忘れられてなくて何よりです』

「なんかまた凄すごい術をさらっと使ってるみたいだけど、これ、声だけをここに飛ばしてるわけ？　あんた本人は別のとこにいる？」

『まだリスティル市ですよ。ティフアナの転送陣じんはヴィレム君たちを送った直後に焼け落ちたんで、別ルートを構築中です』

　構築中て。

　転送陣を形作る理り屈くつ、輸送魔ま法ほうなるものは、シリルの専門である呪蹟ソーマタージとはまた別の神秘体系に属する技術だ。簡単に学べるものでも修められるものでもないはずなのに。

「そんな急いで来られても、今回、あんたを連れていく気はないよ」

『……それは、少々冷たくはないですか、勇者様？』

　先ほど聞いた苦言を、一字一句そのままに、もう一度聞いた。

「冷たいかもだけどね、正解だと思ってる」

『実力に不安でも？　確かにカンデルの洟はなたれ小こ僧ぞうには及およびませんが、これでも城じよう壁へきの五枚や六枚くらいなら一筆で貫つらぬけるものと──』

「──あんたの凄さは知ってる。けど火力の話はしてない。これは性質の話だ」

　向こうに見えているかはわからなかったが、リーリァは首を横に振ふった。

「スウォン・カンデルは確かにやばい。けどそのやばさは、呪蹟ソーマタージをアドリブで組めることとか、自律展開する呪蹟ソーマタージを制せい御ぎよできるとか、そういうところにあるものじゃない。そんなものは、ただの才能だ。あいつの持ってる能力の、オマケに過ぎない」

『……能力、ですか？』

「やるべきことを見定めたら、最善手を最短距きよ離りで突つっ走れること。他ほかのあらゆるものを、大切に思ったまま、失いたくないと願ったまま、切り捨てられること。それがスウォンの一番の強みだ。最高の呪蹟師ソーマタージストであるって肩かた書がきすら、スウォンにとっちゃ、便利に使える手札の一枚でしかない」

　溜ため息いきをひとつ。

　いま挙げたスウォン・カンデルの特とく徴ちようは、生来のものではない。ではどこから来たものなのかといえば、間ま違ちがいなく、彼の兄貴分の──目的ひとつを見み据すえたら決して止まらない大おお馬ば鹿か野や郎ろうの影えい響きようなのだ。

　そのことに、ほんの少しだけ、罪悪感めいたものがなくもない。その大馬鹿野郎を大馬鹿野郎にしてしまった一因は、間違いなく、このリーリァにあるわけだから。

「シリル・ライトナー、あんたの凄さは、そういう方向に向いてないんだよ。だからあたしは、あんたを戦場には連れていかない」

『でも、それは』

「納なつ得とくしろとは言わないよ。でもお願い。あんたはそっちで、みんなの帰ってくる場所を守っててよ。そうしてくれれば、あたしも安心できる」

『────待ちなさい』

　しばしの沈ちん黙もくを挟はさんでからの、鋭するどい声。

『戦いに向かないと言われれば納得はします、前線に不要だから後ろを固めろというならそれも受け入れましょう。でも、今のは何ですか』

「ん？」

『みんなの帰ってくる場所と言いましたね。どうしてその、一番重要な部分を、他人ひと事ごとみたいに言ってるんですか。まさか』

　手を振った。

　シリルの創つくる幻獣は、めちゃくちゃ高機能だが、同時にめちゃくちゃ繊せん細さいだ。わずかな衝しよう撃げきで簡単に崩ほう壊かいする。それこそ、小石の一ひと粒つぶを軽くぶつけるだけでいい。

「──どうしてってそりゃあ、他人事だからなぁ」

　ぱらぱらと弾はじけ散る光の粒を眺ながめながら、リーリァは呟つぶやく。

　もうシリルのところまで、この声は届かない。そう知っているから、呟ける。




　木もく片へん魔法というものがある。

　この世界すべてを規定するとされる伝説の大樹、世界樹の力を借りた神秘体系。

　木片魔法を使って世界に定義されている存在である正規勇者リーガル・ブレイブは、疑似的かつ限定的にだがその神秘の一いつ端たんに触ふれ、操あやつることができる。正規勇者リーガル・ブレイブ独特の力のいくつか、たとえば深しん淵えん眼や先見視の技術などは、そのあたりの理屈の延長にある。

　本来の、そして本物の木片魔法の使い手は、世界樹の世話役として星神ヴイジトルスに創造された種族である銀瞳種プライマたちだ。彼女らの語る未来予知は、正規勇者リーガル・ブレイブの操る真似まね事などとはまるで精度が違う。対象こそ極きわめて限定的なものとなるが、世界に刻まれた記録をそのまま読み上げる形になるため、決して外れることがない。

　その彼女たちが、はっきりと言い切ったのだ。

　正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイは、今回のこの戦いから帰き還かんしない。




　セニオリスを背負い直す。

　最後の戦い。目の前に迫せまる、自分の終わり。

　さすがに怖こわい。脚あしが震ふるえそうになる。それでも。

「さぁて」

　改めて。歩みを進めよう。

　正規勇者リーガル・ブレイブの戦いは、いつだって孤こ独どくだと言われている。その超ちよう絶ぜつの戦力に届く者はなく、隣となりで肩を並べられる者もなく、その背に手を届かせる者もなく。だから一人で戦うのは当たり前のことで、一人きりでくたばるのも予定の内。

　寂さびしい人生を送っているなあと、つい先日、師し匠しよーに愚ぐ痴ちをこぼしたことを思い出す。もちろんあれは、正しくない言い草だった。事実に反してこそいないし、誤りでこそないかもしれないけれど、でも正しくはないのだ。

　心配性しようの元家臣がいて。

　ろくでなしの師し匠しよーがいて。

　おせっかいなお目付け役がいて。

　ノリの合わない天敵がいて。

　いろんな意味で測れない問題児の兄弟で子しがいて。

　それから、そうだ。

　亡国の姫ひめとしての自分でもなく、最強の勇者ブレイブとしての自分でもなく、何の肩書とも関係なく出会うことのできた──普ふ通つうの友達だって、ちゃんといたのだ。

「ごめんね、みんな」

　周りに誰だれもいないからこそ、素す直なおに言える。

「大好きだよ」

　本人たちに言えなかった言葉をこの場に置いて、先に進むことができる。

　最後に向かって。

　終末に向かって。

　ただ、前へと。

















１．エマ・コルナレスの目覚め






　ぬらりと輝かがやく翠すい銀ぎん色が、穏おだやかに脈打っている。

　粘ねばりを帯びた生温かさが、五感の、いや認にん識しきのすべてを包みこんでいる。

　知覚できる限り、一様にその景色しかない。上も下もなく、もちろん右も左もなく。世界のすべてが、同じ色の肉に塗ぬりつぶされてしまったかのように。

　ぼんやりとした、疑問が浮うかぶ。

　息を継つぐ空間もないこんな場所にいれば、息苦しくなろうものだ。光源もないこんな場所にいれば、暗くら闇やみしか見えないはずだ。なのにそういった不都合とはまったく無む縁えんのまま、自分の意識はここに揺蕩たゆたっている。

　その答えが、やはりぼんやりと、胸の中に湧わき上がってくる。

　息苦しくなどなるはずもない。暗闇に惑まどうこともありえない。

　当の自分も、この巨きよ大だいな翠銀色の、一部でしかない。大海に飲み吞のまれた、水の一ひと滴しずくに過ぎないのだから──




　弾はじかれたように、まぶたが開いた。




「……………………く、はぁっ、あっ、」

　吸おうとした息、吐はこうとした息、ふたつが喉のど元もとで力強くぶつかり合う。

　息が詰つまり、喉のどに鈍にぶい痛みが走る。

（な……な、に、いま、の……）

　無意識に、パジャマの胸むな元もとを、ぎゅっと握にぎりしめる。

　そのまま、布地の下から伝わる肌はだの温かさを確認する。これは人間だ。ちゃんと人間の形をした肉だ。そんな当たり前のことを、わざわざ確認しないと確信できない。

（ゆ、め……？）

　悪夢。そう言ってしまえばそれだけのもの。

　けれど、そんな言葉で片付けてしまうには、いま見たそれはあまりに重く、そしてなんというか……威い圧あつ的だった。

「──大だい丈じよう夫ぶですか？」

　声。

　ゆっくりと、顔をそちらに向ける。

　視界がぼやけていることに気づく。目の焦しよう点てんがうまく目の前の人物に合わない。

　女の人、だと思う。

　看護師、だろうか。まだ若いけど自分よりはだいぶ上、だいたい二十くらいだろうか。よく見えないが、どうやら眼鏡めがねをかけているっぽい。

「落ち着いて。ゆっくり息を吸って、吐いて。そう、ゆっくり、少しずつ」

　声それ自体は淡たん々たんとしているが、どうやら心配してくれている。指示も的確だ。言われた通りに胸を上下させていると、少しずつ、体が楽になってくる。

「……わたし……」

「何があったか、覚えていますか？」

「えと……」

　頭の大部分に、靄もやがかかったようになっている。

　記き憶おくを求めて、その靄の中に分け入ろうとすると、頭の奥が、鈍く軋きしんだ。

「いたっ……」

「無理はしないで。愉ゆ快かいな記憶でもないですし、思い出せないならそちらのほうがいい」

「そうなんですか」

　自分の記憶について人に尋たずねるのも、おかしな話のような気がする。しかし、何もかもがふわふわしている今の自分自身よりも、誰なのかもわからない目の前の女性のほうが信用できそうなのだから仕方がない。

「そうなんです。……というか、もう少し眠ねむっていたほうがいいかもしれませんね。心も体も、まだ疲つかれ切ってるはずですから」

「はい……」

　素直に頷うなずき、目を閉じる。

　その額を、冷たい手のひらが優やさしく撫なでたのを感じる。

「明日あしたになったらどうせまた、勇者様も見み舞まいに来ますから。元気な顔、見せてあげてください」

「はい……」

　言葉で頷いてから、かすかな疑問を抱いだく。

　ユーシャサマ。

　誰のことだろう。そんな知り合い、いただろうか。

　少しだけその疑問に脳みそを遣つかって、そしてそれだけのことで疲れてしまった。今は傍かたわらの女性の言う通り、何も考えずに眠ろうと思う。それでいい。それがいい。

　閉じたまぶたの裏側の、色のない真っ暗な闇の中へ、ゆるやかに意識が溶とけてゆく。
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『本当にお前は、役に立たない子だね』

　これが、母親の口くち癖ぐせだった。

　この辛しん辣らつな言葉に対して、当時はそれなりに、悲しんだり落ち込んだりしたものだ。しかし家族ごと当の母親を失い、独りきりで生きるようになってから知った。母はただ事実を口にしていただけなのだと。

　エマ・コルナレス。

　バゼルフィドル国のあまり裕ゆう福ふくではない地区に生まれた。五歳の時に、流行はやり病やまいで父や母を失い、同時期に姉も自身を奴ど隷れい市場に売った。縁えん者じやはなかった。施し設せつに入るかとも尋ねられたが、周りの者が自分の顔──病に染まった翠銀の瞳ひとみ──に怯おびえていたので、遠えん慮りよした。それ以来はずっと、あまり他人とは関かかわらないように生きてきた。

　何もできない、誰だれからも期待されていない、だから誰からも必要とされていない。

　ある日突とつ然ぜんいなくなったとしても誰も困らないだろう、そんな子供。
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　────朝が来て。

　今度の目覚めは、爽そう快かいとまでは行かずとも、まあ普ふ通つうのものだった。

　自分の体をあちこちぺたぺたして、頰ほおとかを軽くつねったりしてみて、それらしい異状がないことを確認する。鏡がないので顔色やら瞳の色やらは見えないが、まあたぶん変わりはないんじゃないかなと思う。

「ううーん……」

　何が起きたのだろうかと思う。

　思い出せる一番新しい記憶は、あの夜のこと。

　何だかよくわからないうちに誘ゆう拐かいされて、何だかよくわからないうちに別の人たちに誘拐され直して、知らないおじさんによくわからないことを言われながら、翠銀色のぶよぶよの中に放ほうり落とされて、気を失った。

　自分はこのまま死ぬんだろうと確信していたし、まあそれはそれで仕方がないと諦あきらめるにしても、だったらもったいぶらずに早く殺してほしいとすら感じていた。それくらい怖こわかったし、気持ちが悪かったのだ。

　うん。思い出せる。

　そんなことになった自分が、どうして生き延びているのか。どうしてこんな──見下ろす──真っ白で清潔なベッドの上に寝ねかされているのか。わからないことはいまだにたくさんあるが、ひとつだけ確信できることがある。

　自分はちゃんとエマ・コルナレスで、そのことを失ったりはしていないのだと。

　いや、当たり前のことではあるけれど。本来疑うようなことではないはずなのだけど。それでもなぜか、確認したくなったのだ。安心したくもなったのだ。

「失礼しまぁす」

　そんな小声とともに、病室の扉が開いた。おずおずと、女の子の顔が中を覗のぞき込んでくる。エマと同じ年とし頃ごろの、でも比べ物にならないくらい凛り々りしい、赤毛の女の子。

　知っている顔だ。

　つい先日に偶ぐう然ぜん出会って、ちょっと話して仲良くなった、外国のひと。名前は、

「リーリァさん」

「お」

　その女の子、リーリァ・アスプレイの表情が輝いたのを見た。

「起きてたんだエマちゃん。気分とかどう、おなかすいてたりしない？」

　嬉うれしそうな声とともに、近づいてくる。

「ええと、はい、気分はふつうです、けど、なんでリーリァさんがここに」

「え？　あー、うん、それはね」何か考える顔「エマちゃんが助けられた時にたまたま近くにいたんだ。だからほら、この施せ療りよう院の場所も教えてもらったし」

　ちょっと噓うそっぽいかな、と思った。ちょっとだけ。

「助けられた……んですか、わたし？」

「あ、うん、大変なことになってたんでしょよく知らないけど」

「それは、まあ、たぶん」

　曖あい昧まいな振ふりに対して、曖昧に返してしまった。

「あ、そうだ。すみません、街を案内する約束してたのに、すっぽかしちゃって」

「……誘拐されてたんでしょ。不ふ可か抗こう力りよくについて謝られてもなぁ」

「それでも、それはこちらの都合ですし。関係なかったリーリァさんとお連れの方に迷めい惑わくかけちゃったのは、やっぱり、ごめんなさい案件だなって」

「あーはいはい、真ま面じ目めだなあエマちゃんは」

　頰をつつかれた。

「じゃあアレだ。あたしたちまだしばらくこのへんにいるからさ。退院できるようになったら、改めて案内してよ。それが埋うめ合わせってことで」

「それは、はい、もちろんいいですけど……」

「よし、決まり！」

　約束の証あかしということだろうか。手を握られ、ぶんぶんと上下に振られた──




　ぢぢっ




　──世界が、少し、溺おぼれた。

　濁にごった水を通したような、透とう明めい度を欠いた視界。

　辺りに、空気の代わりに、薄うす紫むらさき色の煙けむりにも似た何かが満ちている。

　まるで深海の景色だ、と脈みやく絡らくもない思考が浮うかんだ。もちろんエマは、本物の深海など見たこともない。けれど連想してしまった。海上とは違ちがう世界。違う理り屈くつが働く空間。違う生き物が、いや、生きていると表現していいのかどうかもわからないモノたちが棲すまう場所。

　わずかに遅おくれ、エマの視みている世界が、その連想に追つい随ずいした。

　どこかから生えてきた海かい藻そうのような影かげがゆらめき、その後ろから、何かが──怖おぞ気けを誘さそう造形をした、牙きばの生えた大魚めいた黒いものが、口を大きく開きながら、姿を

「エマちゃん？」




　ぢぢっ




「────あれ？」

　まばたきをひとつ。

　今、自分は、何を考えていたのだろう。

「あ、あれれ、もしかしてわたし、ぼーっとしてました？」

「うんまあ、ちょっと目の焦点が合ってなかった……って、ちょい待って。いきなり顔色悪いよ、どうしたの」

「あ、ええと、えへへ、なんでしょう……」

　本当に、何なのだろう。

　顔色については自分では見えないけれど、なぜだか早はや鐘がねのように鳴っている心臓や、手のひらにべっとりと噴ふき出している冷たい汗あせのことはわかる。今の瞬しゆん間かん、確かに何かがあったのだ。

　わからない。思い出せない。怖い。

「うああーごめんね、やっぱり病やみ上がりに無理させちゃいけなかったかな。ほらほら寝て寝て、本当に回復するまでもう動いちゃだめだからね、いい？」

「え、いえ、あの」

　抵てい抗こうの隙すきも与あたえられず、てきぱきと寝ね床どこに戻もどされる。

「ちなみにね。ここの治療費と、小屋の猫ねこたちの世話は、アステリッド商会が全部面めん倒どうみてくれてるから、心配はご無用。アステリッド、知ってる？　壁かべのあのへんを縄なわ張ばりにしてるでっかいお店で」

　安心させようとしてくれているのだろう。少し早口になって、リーリァが語る。

「猫たちも、ですか？」

　エマの住んでいる海岸近くの小屋には、大勢の猫が同居している。

　この翠すい銀ぎんの瞳のせいで国の人間と深く関われないエマにとって、今や家族と呼べるものはその猫たちだけだ。

「あ、うん。なんでも、あのお店の店員に、動物に詳くわしいおじさんがいるとかで」

「そう、ですか……」

　安心とは少し違う感情を抱いて、エマは自分の口元をふとんの中に隠かくした。

　その姿を、これから眠ねむろうとしていると解かい釈しやくしたのだろう。リーリァは「じゃ、また来るね」と軽く手を振ると、静かに部屋を出ていった。

　そういうわけではなかったのだが、呼び止めて誤解を解く気にもなれなかった。だからせめてと、エマは目を閉じて、実際に眠ろうと試みる。嫌いやな考えを消し去って、どうにか頭を空っぽにしようとする。

『本当にお前は、役に立たない子だね』

　誰の役にも立てない子供。誰にも求められていないエマ・コルナレス。

　このままでは、あの猫たちにすら必要なくなってしまうのではないか──そんなどうしようもない妄もう想そうを、どうしても振り払はらうことができないまま。





２．小こ舟ぶねの上で






　つい先日のことである。

　大洋の中の国、このバゼルフィドルを、とんでもない事件が襲おそったのだ。

　いわく、でっかい翠すい銀ぎん色の巨きよ人じんが、海の上に立っていた。

　いわく、その巨人は何隻せきもの大型船を押しのけながら、のっしのっしとバゼルフィドルへと近づいていた。

　そしていわく、たまたまこの地に居合わせていた超ちよう強い誰だれかが、何やら超すごい必殺技わざを放って、一いち撃げきのもとにその巨人を葬ほうむり去ったのだ。

　いやはやなんとも。荒こう唐とう無む稽けいにもほどがある。

　ここまでの話だけを聞かされたとして、そうそう信じる者などいなかっただろう。

　しかしこの事件には、なにせ開けた海の上の出来事だったせいで、とても大勢の目もく撃げき者がいた。そして、それぞれの証言が、だいたいのところでしっかり一いつ致ちしていた。荒あれた海、沈しずんだり沈みかけたりした船、様々な物証もそれらを裏付けた。

　だから、今やバゼルフィドルに住むほぼ全すべての者が、その事件について、確かにその夜にあったこととして、知っている。




　　　　[image: ]




　これ大だい丈じよう夫ぶなのかなあ、ひっくり返ったりしないかなあ、という不安が尽つきない。

　リーリァ・アスプレイは、波に揺ゆれる小舟に乗っている。




　バゼルフィドル国の外がい縁えん部は、海面に敷しき詰つめられた無数の巨大な筏いかだで構成されている。筏同士は綱つなや鎖くさりで繫つながれていて、互たがいに一定の距きよ離りを保つように設計されている。嵐あらしの時などに流れて行かないようにというのが理由のひとつ、簡単にぶつかり合わないようにというのがもうひとつ。そして最後のひとつがこれ、水路の確保だ。

　膨ぼう大だいな数の難破船を寄せ集めて生まれたバゼルフィドルでは、大量の穀物や牧草を育てることが難しく、ゆえに馬のような大型の家か畜ちくは扱あつかいにくい。よって、人員や物資の輸送には水路が多用されるのだ。

　見回せば、それほど広いわけでもない水路に、何艘そうもの色とりどりの小舟と、無骨な輸送筏とが往来しているのが見える。いつぶつかってもおかしくなさそうな至近距離のすれ違いを、船頭たちは、巧たくみな操船ですいすいとこなしていく。

　散る花びらが川に落ちれば、互いにぶつかることもなく、踊おどるように流れてゆく。ちょうど、そんな感じの眺ながめだった。

「大したものですね」

「そだねー……」

　ぼんやりと相あい槌づちを打ってしまってから、そういえば同船している相手がいるのだと思い出した。目の前の女に目だけで向き直る。

　シリル・ライトナー。

　不ふ機き嫌げんそうな顔つきの、地味な女だ。年は二十一、帝てい都と賢けん人じん塔とうのそこそこ偉えらい学者で、呪蹟師ソーマタージストで、今回の旅における正規勇者リーガル・ブレイブリーリァのお目付け役である。

　リーリァ自身と、向き合うように座るこのシリルと、あとは船せん尾びに立つ船頭。狭せまい小舟は、この三名で満員だった。

「……ごめん聞いてなかった。何の話？」

「この街の、いや国のことですよ」

　シリルは気を悪くした風もなく、視線を辺りに向けて、「この国」を示す。

「先日は本当に大おお騒さわぎだったでしょう。なのにどうやら、もう平常運転です」

「あー……」

　それは、確かに。

　派手な戦いの余波で、倉庫海域の海底の形が変わったり潮の流れが変わったり海水が濁ったり魚群が逃にげたりした。海域にこっそり禁制品を浮かべていたことが騒ぎの中でバレて、うまい言い訳も用意できなかった迂う闊かつな連中は大打だ撃げきを受けた。

　正規勇者リーガル・ブレイブの戦いは、というか正規勇者リーガル・ブレイブが戦わなければいけないような戦場は、いつだってそういうものだ。疫やく病びよう神がみめと罵ののしられたこともあるし、いろいろ賠ばい償しようしろと要求されたこともある。

「アデライードいわく、単純な被ひ害がいで言うなら季節の嵐のほうがひどいってさ」

「ああ……なるほど」

　ここは平へい穏おんな土地ではない。

　傷つき慣れている人々は、傷との向かい合い方を知っている。良いことなのかどうかはさておき、現実として、そういうものだということだろう。

「難破した海軍だか海かい賊ぞくだかの末まつ裔えいだし、トラブルの利用にも慣れてるんでしょ」

「利用、ですか。なるほど」

　そう、利用だ。対処ではなく。

　この国では、いくつもの組織が、年中無休で互いの利得を奪うばい合うべくにらみ合っている。そこにトラブルが放ほうり込まれたところで、彼らの思考はすぐに、この状じよう況きようをどう利用したら利益をとれるかという計算に向かう。ほかの組織をどう出し抜ぬいて優位をとってやろうかという闘とう争そうが始まる。

　そのために絶対に必要になるのは、状況に対する正確な情報と分ぶん析せき。つまり、トラブル時だからといって悠ゆう長ちように混乱し続けているようなやつは、この国ではあっという間に隣りん人じんに食い物にされてしまうのだろう。

　結果として、あれだけの大騒ぎの後でも、簡単に平穏を取り戻せてしまう。




　ここ、幽ゆう霊れい船せん都市国バゼルフィドルの治安は悪い。

　もともと、ある海域で座ざ礁しようした無数の船を基き礎そとして興おこされた国家だ。いちおうその政治形態は合議制ということになっているが、実態は極きわめて小規模な連れん邦ぽう制に近い。正体は何十という小さな自治区の集合体である。

　ベースはただの無法地帯だ。そして無法地帯というものがしばしばそうなるように、大小さまざまなグループが自然発生し、それぞれのボスを掲かかげて、それぞれの秩ちつ序じよを掲げるという形に落ち着いた。

　基本的にどこのグループも互いに対立あるいは敵対状態にあり、ボス同士の仲も最悪だ。グループの中の勢力争いでギスギスしているということも珍めずらしくない。

　絶え間ない小こ競ぜり合いを続けているけれど遠目にならば安定しているようにも見えるかな、といった具合である。

　ここではすべてが、危なっかしい均きん衡こうの上にある。




「それに、他ほかにも身近で厄やつ介かいなトラブルがいくつもあるから、終わった事件についていつまでも考えていられないんだってさ」

「それはまた……なんというか、たくましいですね」

　まったくだと思う。

　そしてそのことを、ありがたく思っている。

「そういや、そういうシリル自身も、体はどうなの。呪蹟ソーマタージの反動だか何だかで、けっこうズタボロだったよね？」

「まだ少し、しんどいですよ。しばらく大型のやつは打てません」

「……後こう遺い症しようとかは」

「たぶん大丈夫じゃないですかね。あそこまで無理をした経験がこれまでないので確たることは言えませんが、体感的になんとなく」

「あー……」

「謝るのも礼を言うのもナシですよ」

「……はい」

　そう言うならば、シリルについてももう心配はないのだと信じよう。信じたい。

　あの夜から眠っていたエマ・コルナレスも、ついに目を覚ました。傷ついていたアデライード・アステリッドも、無事に施せ療りよう院を出て仕事に戻もどった。

　あといちおう付け加えることとしては、事態の元げん凶きようだった古聖剣けんゼルメルフィオルは、厳重に封ふう印いんされたうえ、信しん頼らいできるルートを使って大陸の讃さん光こう教会に送られた。

　これで、少なくともリーリァの目に見えている範はん囲いでは、あの夜があちこちに刻んだ傷きず痕あとは、ほぼ癒いえたということになる。

（……あとは、元通り。セニオリスの修復っていうか洗せん浄じようっていうかが終わるまで、適当に時間を潰つぶしてればいい……んだよね？）

　もともと、そのためにこの地（海の上だが）を訪おとずれたのだ。

　呪じゆ詛そに穢けがされたセニオリスに、十全の輝かがやきを取り戻させなければならない。しかしそれは天才聖剣カリヨン技師アデライードにしかできない仕事であり、その作業の間、リーリァには特にやるべきことがない。もちろん、大陸から離はなれたこの場所では、正規勇者リーガル・ブレイブに自由時間など許さぬとばかりに、讃さん光こう教会がおかしな使命をねじこんでくることもない。

　つまりは、勇者稼か業ぎようにはめったにない、休きゆう暇かの時間である。

　そもそもそのアデライードが病やみ上がりであり、かつ、彼女がボスを務めるアステリッド商会が荒れに荒れている以上、それなりに長い休暇になるだろう。

（どうしようかな。本格的に観光するのは、エマちゃんが元気になってからにしたいし。そうなると、できることが意外に少ないような）

　こういう時、無趣しゆ味みな我が身が恨うらめしくなる。いや、趣味があったならあったで、ふだんの使命に追われる毎日が辛つらくなるだけかもしれないが。

（しゃあない、兄弟で子しでもからかって遊ぶかな、せっかく近くにいるんだし……）

「あ、次の船着き場で、私だけ下ろしてください」

　船頭に向けてシリルが放った言葉で、我われに返った。

「ん？　単独行動？」

「ええまあ。すみませんが、寄り道せずに一人で部屋まで戻ってもらえますか」

「別にいいよ、寄り道はするけど。でもなんで？」

　シリルは顔をしかめ、「ほどほどにお願いしますよ」と言葉を挟はさんでから、

「少し、調べたいことがありまして」

「ん？　あたしがついてっちゃまずいやつ？」

「あの夜、勇者様の姿を見た者は大勢います。顔まで覚えている者がそう多いとは思えませんが、出くわさないとも限りません。リスクがあります」

「てぇと」眉まゆをひそめる「あの騒ぎの裏をまだ調べてるってこと？　なんでまた」

「あの準勇者クアシ・ブレイブ、ナヴルテリ氏と言いましたか、彼からいくつか聞きました。先の事件の元凶だったヨーズア・アステリッド氏だが、彼が裏で進めていた計画の中に、まだ明めい瞭りようになっていないことがある」

　リーリァは首をかしげる。

　いま名が出たその男のことを、いちおう知ってはいる。ナヴルテリ・テイゴザック。リーリァのような正規勇者リーガル・ブレイブには一歩届かなかったものの、常人離れした素質を持つ者として、讃さん光こう教会に「準勇者クアシ・ブレイブ」の称しよう号ごうを与あたえられた聖人たちの一人。

（元冒険者アドベンチヤラーだっていうし、独自の情じよう報ほう網もうがあってもおかしくはないけどさ）

　ヨーズア・アステリッドの計画の、まだ見えていない闇やみ。

　そんな話は、アデライードからは聞いていない。しかしこの場合、それはどういう判断の基準にもならない。単にナヴルテリの情報網がアデライードのそれが見み逃のがしていた何かを摑つかんだだけかもしれないし、あるいはアステリッドの事情として内部で処理するつもりでいる……リーリァたちよそ者に対して伏ふせているだけなのかもしれない。

「秘ひ密みつ裏りに、古聖剣ゼルメルフィオルを模した高位聖剣カリヨンを鍛きたえていたという記録もある。けれど肝かん心じんのその剣のほうが見つからない、と」

「……それ、どうでもよくない？」

　古聖剣の模も倣ほうは、それこそ古聖剣セニオリスが世に現れてからずっと人類が試み続けて、そしてうまくいっていない悲願である。ヨーズアは優すぐれた技師ではあったのだろうが、だからといって、その悲願をほいほい達成できていたとは考えにくい。鍛えられたというその聖剣カリヨンも、モデルとなったゼルメルフィオルとは似ても似つかない性能のものになってしまったはずだ。

　加えて、全ての聖剣カリヨンには、「選ばれし者にしか使えない」という特とく徴ちようがある。どこそこの古い王家の血をひくだとか高名な戦士の子孫だとか失われし秘ひ儀ぎの伝承者だとか、そういったハッタリの利きいた肩かた書がきが要いるということだ。

　高位の聖剣カリヨンともなれば、その「選ぶ」基準も厳しくなる。つまり、仮にヨーズアの鍛えたその剣がブラックマーケットに流れて良からぬ者の手に渡わたったとして、そこから何らかの脅きよう威いに発展することはまず考えられないのだ。

「そうですね、私も同意見です」

　シリルは素す直なおに頷うなずき、

「その件がそれほど重要だとは、私も思いません。けれど、ずっと何かが引っかかっているんです。私たちはきっと、何かを調べ残している。それが何なのかを特定するためにも、今は手元の情報を増やしておきたい」

「……そう」

　船着き場に近づく。「では」と一言だけ残して、シリルは（少々おっかなびっくり気味に）小こ舟ぶねを下りる。

　その背中を見ながら、リーリァは、あごに手を当てて「むぅ」と考える。

　確かにこの国には、いろいろと奇き妙みようなところがある。帝てい国こく育ちで、帝国の常識に縛しばられている自分の目には、ただ「奇妙だ」としか映らない。文化の違ちがいとはそういうものだ。人間の頭は、よく知らないものを特別に認にん識しきせず、ただノイズとして見逃すようにできている。たぶん自分は、この地で、色々なものをまともに認識すらできずにいるはず。

　バゼルフィドルに限らず、異国とはそういうもので、異郷とはそういうものだ。そこでは、人はとても簡単に、判断を──判断のしどころを、間違える。

　リーリァと船頭、二人だけを乗せた小舟が、岸を離れる。

　波に揺ゆられる。

　不安定な舟。不安定な国。

　視線を上げる。進行方向に、青空を背負って黒々とそびえる巨きよ大だいなプディング。

　いまいるこの場所、無数の筏いかだがお互たがいを繫つなぎ合っている場所は、バゼルフィドル国の外がい縁えん部だ。そしてあの、そこらの城じよう塞さいなどよりはるかに巨大な木造プディングこそが、バゼルフィドル国の内陸部に相当する。

　無数の難破船を組み上げて造られた、偽にせ物ものの国土。

　無数の思おも惑わくを抱かかえてそびえる、造り物の繭まゆ。

　その上に広がる青空だけが、どこまでも綺き麗れいに透すき通っている。





３．アデライード・アステリッド






　うすぼんやりと、目を覚ます。

「……んがぁ」

　のびをひとつ──と思った瞬しゆん間かんに背中を襲おそう、ひきつるような鈍にぶい痛み。シーツにくるまったままで横に身をよじり、ベッドから転げ落ちた。

　どすん、いかにも重そうな音と衝しよう撃げき。

「あたたた……」

　全身の怪け我がは、まだ治り切っていない。傷が開くとか血がにじむとかまではいかずとも、変な角度から力を加えれば、泣きたくなるくらいの痛みが簡単にぶり返す。

　しばらく床ゆかに転がったままで、じんわりとした痛みの波が引いてゆくのを待つ。

　薄うすく目を開けて辺りを見れば、そこはもちろん、見慣れた自分の部屋。本ほん棚だなから溢あふれた大量の床積み書しよ籍せき。仕事とは別に、趣味で弄いじくり回している大量の護符タリスマン。

　なつかしさすら感じる、自分の部屋の風景。

　炎ほのおに包まれたあの海上の夜から。白く清潔な壁かべ紙がみに囲まれた施療院の一室を経て。アデライード・アステリッドは、自身の日常の風景の中へと帰ってきた。

「うー……」

　うめき声を上げながら、立ち上がる。

　やらなければいけないことがある。

　そしてそれ以上に、やりたいことと、やるべきことが積もっている。

　だから起きないといけない。動かないといけない。眠ねむいけど。

　熱いシャワーを浴びる。少し、意識がはっきりしてくる。

　体に残る、幾いく筋すじもの傷痕に指を這はわせる。医師が言うには、そのうちいくつかは、一生消えないかもしれないのだという。あの夜の出来事は、今後の自分の人生にずっとついてまわるのだと。

　まあ、大した問題ではない。問題の傷も、服を着てしまえば隠かくれるところばかりだ。人間は誰だれだって、人に見せないところに過去を抱えている。誰だってそうやって生きている。自分だってそうやって生きていく。これまでも、これからも。

　いつか肌はだをさらせるような殿との方がたができた日には多少困るかもしれないけれど。それはまあ、あれだ。当座の予定はないことだし、その時になってから考えよう。

「よし」

　今日の気分は青いドレス。鏡の前でくるりと回って着こなしをチェック。ついでに、肌着に縫ぬい込んだ小型の護符タリスマンがうまく働いていることも確認。それから髪かみを整える。

　いつもの赤い手て袋ぶくろ──はもう無いので、代わりに、簡単な護符タリスマンだけを仕込んだブレスレットを手首に通す。護身用の武器としてはあまりに心もとないが、当面はこれでなんとか生きていこう。

「よし」

　もう一度大きく頷いて、そして、今日もアデライードの一日が始まる。




「おっはよー」

　元気よく挨あい拶さつを放ちつつ、アステリッド工こう房ぼうの経営事務所へと飛び込んだ。

「ティリさんもしかして香こう水すい替かえたサラちゃん前に話してた本後で貸すねリュカ君例の報告書あとで持ってきてスノさんは今日は遅ち刻こくするって連れん絡らくあったっけバイズメイさん留守の間の代行ありがとうございました、それと……」

　ぱたぱたと部屋を横切りながら、その場にいた全員に一声ずつかけてゆく。そうやってたどり着いた最高責任者のデスクには、

「…………」

　未済書類が積まれている。これはいつもの眺ながめ。

　いつもならその傍かたわらに立っている、厳しくも優やさしい監かん督とく役がいない。これはめったになかった──しかしこれからは、常のものになる眺め。

「お嬢じよう様さま、今日の予定はこんな感じで」

　いなくなった副アンダーボスの代わりに、バイズメイがスケジュール表を持ってきてくれる。受け取り、妙に白いその書面に目を通す。

「こんだけ？」

「危急のものだけに絞しぼりました。お嬢様は病やみ上がりですし、讃さん光こう教会からの仕事にも時間を割さかねばなりませんし」

「あー、うん。それはそうなんだけど」

　まっとうに気き遣づかわれてしまった。

　なんというか、こそばゆいというか、体に染しみついていた日常との落差が激しくて落ち着かないというか。

　まあでも、慣れていかないといけないのだろう。

　昨日までとはちょっと違う顔ぶれで描えがかれる、昨日までのそれとは少し違う色合いのステンドグラス。それが今日からの日常なのだから。

「あー、そういやボスゥ、例の少年のことなんだけどさ」

　飴あめの棒をくわえたまま、技師監督が報告にやってくる。

「あいつ、このままうちの商会でガメられないかね？」

「ん？　どゆこと？」

　例の少年、というのはもちろん彼のことだ。

　正規勇者リーガル・ブレイブリーリァの兄弟で子しにして、いまこの地を訪おとずれている二人の準勇者クアシ・ブレイブの片割れ。ヴィレム・クメシュという名の、十四歳の男の子。

「何ていうか、大陸の聖人を工房に入れるとか言われた時にゃ、ふざけんじゃねぇどんだけ偉えらくて才能あんのか知らねぇが興味本位でプロの仕事に首突つっ込むんじゃねぇぞって茶を投げつけてやったんだけどよ」

「あ、未み遂すいじゃなくてほんとに投げたんだ？」

「一いつ滴てきもこぼさずに受け止められちまったよ」

　まあそこは本題じゃなくてだな、と監督はうめくように言う。

「あいつは、なんていうか、素晴らしくセンスがねぇ」

「……へえ？」

　センスがない、という言葉に対しての驚おどろきはない。それはヴィレム自身にも、そして妹弟子たるリーリァにも先に言われていたことだ。

　彼は準勇者クアシ・ブレイブで、剣けんを振ふるって怪物モンストラスなどと戦うのが本業なのだが、困ったことに剣や戦いのセンスがまるでないのだという。教練書通りの戦い方はできるが、教練書に書かれないような高度な技術は身に付けられず、定石から外れた独創的な戦いを自ら組み上げることができない。

　当人も色々と四苦八苦してみたけれど、努力や時間でどうにかなるものではない。そこで彼が選んだのは、なんとか自分にも手にできる、「教練書通りの戦い方はできる」という能力の拡張のほうだった。つまり、自分の戦いに応用できそうな無数の教練書を片かた端はしから読み込んで、自分の中に蓄ちく積せきすることを選んだ。戦いの選せん択たく肢しを自ら編み出せないというハンディキャップを、予あらかじめ大量の選択肢を自分の中に持っておくという力ちから業わざで埋うめようとした。

　だからといって、自分たちが振るう聖剣カリヨンの調整技術まで修めようとするのも、その修しゆ業ぎように現職の技師たちを巻き込むのも、まともな判断ではないのだが、さておき。

「素晴らしい、んだ？」

「ああ」

　センスがあるということ、定めた目的に向かって自分で道を拓ひらいていけるということ、それはもちろん素す晴ばらしいことだ。現存するあらゆる技術は、そうやって先人に拓かれた道の積み重ねによってできている。

　しかし、同時に、そういう力を持つ者たちは、誰かと足並みをそろえたり、既き存そんの設計図に沿ったものを忠実に作るなどといったことを苦手とする。自分だけの道が見えてしまう者は、どうしても、その道へと偏かたよりを持った歩き方をしてしまう。

　言い換かえれば、こういうことだ。

　彼には、センスという名の、癖くせがない。

　先人の知ち恵えの結けつ晶しようたる既存の技術を、独自のセンスによって解かい釈しやくしたり歪ゆがめたりすることなく、そのままなぞることができる。百の性能を持つ聖剣カリヨンの設計図を与あたえれば、百の性能を持つ聖剣カリヨンを正確に鍛きたえ上げる。それは、中ちゆう途と半はん端ぱなセンスに振り回されるそこらの技術者には難しい芸当だ。

　センスのあるなし、どちらが良いとか、どちらが優すぐれているとかいうような問題ではない。そんなものは現場次し第だいだ。そしてヴィレム・クメシュは、コンスタントに連続性のある成果を上げる必要のある現場でこそ、とんでもなく強く輝かがやく人材だということだ。

　そう、例えば、この護符タリスマン工房アステリッドのような場所でこそ。

「────────皮肉だなぁ」

「ボス？」

「ん、なんでもない、ただの独り言」

　ぱたぱたと手を振って、技師監督の追つい及きゆうを凌しのいだ。

「ま、そっちのほうも、今日からはこっちで引き受けるよ。もともとヴィレム君に聖剣カリヨン調整を教えるって言い出したのはわたしだからさ」

「ボス直々に勧かん誘ゆうするんだな？」

「うんまあ、いちおう、それもね」

　期待されている手前、いちおうそう答えておく。

（正直望のぞみ薄だけどね）

　最後の本音だけは、さすがに吞のみ込んでおいた。





４．正規勇者リーガル・ブレイブと準勇者クアシ・ブレイブ






　水は高きから低きに流れる。

　太陽は東から昇のぼり西に沈しずむ。

　だというのに、人類はいまだ滅ほろび終えていない。

　──これは、帝てい都と動物学者の定番ジョークである。学者でない者にとってはわかりにくい表現だが、つまり、人類がいまだこの世界に息づいているということが、学術的に考えて不自然であると言いたいらしい。

　人間は、そこそこ優れた形状の動物だ。直立できるだとか衣服を纏まとえて道具が扱あつかえるだとか筋肉の持久性能が高いだとか発情期に限らず繁はん殖しよくできるだとか自発的に自分を鍛えることができるだとか、そういった数々の強みを備えている。

　だが、それらだけで当然のように生き延びられるほど、世界は甘くできてない。

　より大型の動物、より高度な道具を扱う怪物モンストラス、より繁殖力に優れた獣けもの、そういったものはいくらでもある。そして、それらと居場所を奪うばい合いながらの生存競争が、そのまま人類の歴史だ。「なんでまだ負けてないの？」という疑問は、当然のものといえる。

　問いがあればもちろん、答えらしきものも、出てくる。

　強大な外敵を退けるために、人類が見み出いだした幾いくつもの活路。

　その中でもっとも重要かつ有名なのは、生存に便利な技術や経験を定型化およびラベル化することで人材の管理を極限まで効率化した職能クラスや特筆能力タレントの考え方だろう。これによって、「戦せん闘とう向きの人間」である冒険者アドベンチヤラーや騎士シユバリエたちが量産され、人々の住む地を拓き、そして守護した。

　そして──彼らに比べれば圧あつ倒とう的に数が少ないながらも、別のアプローチから、「戦闘向きの人間」を創つくり上げる手法がひとつ、あった。

　正規勇者リーガル・ブレイブ。

　讃さん光こう教会が定める、一度に世界に一人だけしか存在しえない超ちよう人じんにして聖人。

　戦いが巧たくみな人間、などではない。秘ひ奥おうに通じた術師、などでもない。

　人の胎はらから生まれている、人の形をしている、人としての振る舞まいに通じている。その上で、人では届かないはずの力を宿し、人では視みえないはずの世界に身を置き、そして人では耐たえられないはずの重荷を抱かかえ続けている。

　特別な勇気を備えているという肩かた書がきひとつを免めん罪ざい符ふに、人の領域を踏ふみ越こえることを許された者。人類を守護するために存在し、だからこそ逆説的に、人類を守護しきるだけの力を持たされている者。

　これまでの人類史の中で、その称しよう号ごうを冠かんした者は二十名。初代アーベル・メルケラ、二代目のリュシル・ザクソイト、三代目のトルベン・シュノル、四代目のシュウガ・リューズ──リーリァ・アスプレイは、その系けい譜ふの最さい後こう尾び、二十代目の正規勇者リーガル・ブレイブにあたる。
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「どこからでもかかってらっしゃい」とリーリァは宣言した。

「後こう悔かいすんなよ」とヴィレムは苦々し気に返してきた。




　水平線ギリギリのところに、おぼろげな光を放つ朝日が浮うかんでいる。

　小さな港の外れ、船荷を一時的に積み上げておくための広場。そこそこの広さがあるその場所で、二人は激げき突とつする。

　聖剣カリヨンはもちろん、模も擬ぎ戦用の木ぼつ剣けんすら持ってきていない。二人ともが無手だ。本来の戦闘スタイルとは異なるが、そこはそれ、同じ師に学び武芸百ひやつ般ぱんを叩たたき込まれた者同士、それなり以上のレベルで戦いは成立する。拳こぶしと見せかけての摑つかみ、崩くずしと見せかけての浸しん透とう勁けい、投げと見せかけての極きめ。攻せめ手と受け手、攻める手段と受ける手段、全すべてをくるりくるりと入れ替かえながら二人は踊おどる。

　実際のところ、少年──ヴィレムの腕うでは確かだった。攻こう守しゆの流れを切らさないだけの練りと、安いフェイントに乗らないだけの目と、多少の揺ゆさぶりでは崩されないだけの粘ねばりと。徒手技に必要なものを一通り高いレベルで備えている。どちらかというと直情的な彼の性格と、十四という年ねん齢れいを考えれば驚きよう異い的といっていい力量ではあるのだが。

　まあ、こんなもんか、と。

　正直に言って、リーリァは落らく胆たんしていた。

　ヴィレムは徒手技に必要なものを一通り高いレベルで備えている、そして、高いレベルのそれらくらいしか、見るべきものはない。攻防が成立しているのは、リーリァの側がそのように手加減しているから。本気になった瞬しゆん間かん、苦も無く叩きのめせるだろうだけの力の差が、二人の間にはある。

　視線に重ねるような軌き道どうの、直線の拳。教本に載のせられるレベルの、綺き麗れいな型だ。綺麗な型だからわかりやすい。正規勇者リーガル・ブレイブにのみ扱える秘技のひとつに〝深しん淵えん眼〟なる大層な名の見切り技わざもあるのだが、そういう領域の技術をわざわざ持ち出す必要すらなく、全てが読めてしまう。

　捌さばくついでに、軽く指先で押してやる。バランスを崩したヴィレムの体が、ぐるぐると派手に回転しながら、十歩以上の距きよ離りを吹ふき飛ばされる。

　距離が離はなれれば、それを再び詰つめるまで、互たがいの拳は届かない。

　これ以上続けていても、意味があるとは思えない。時間を無む駄だにしたあげく、自分はますます退たい屈くつし、ヴィレムはますます自信を失うだけ。そう思った。

　このへんまでにしとこ？

　そう提案しようと、リーリァは口を開いた。瞬間、




　見えたものは、少年の、奇き妙みように捻ねじれた体。

　膝ひざを曲げることもなく、力を溜ためることもなく、つまりは本来疾しつ走そうに必要な身体からだの操作を全て放ほう棄きしている。脚あしの力で全身を押し出すのではなく、下方ではなく前方に向かって、ただ墜つい落らくするように身を投げ出して──




「んなっ!?」

　戦いの中断を確信していたリーリァの集中の隙すき間ま、油断ともいえないレベルのそれに、その一いつ瞬しゆんが嚙かみ合った。

　少女の足が、勝手に、一瞬前までは何もなかったはずの場所を蹴けり抜ぬく。

　肉が肉を打つ確かな感かん触しよく。

　その場に「ぐへ」という声を置き去りにして、なぜかその場へ瞬間的に移動していた少年の体が今度は真横に吹き飛んだ。放物線を描えがく余よ裕ゆうすらない、地面とほぼ水平な軌道を描き、そこにあった倉庫の壁かべに──頑がん丈じような鉄板に頭から激突する。

（あ……）

　やばい、と思った時にはもう全てが遅おそい。

　ヴィレムの挙動は完全な奇き襲しゆうだった。意識の反応が間に合わなかった。だからリーリァの体は、訓練と実戦を通して体に染しみ込ませてきた、奇襲を受けた時の一いつ般ぱん的な反応をそのまま実行した。

　常人なら確実に首やら何やらの骨が砕くだけて即そく死し、多少常識から外れた人間でも施せ療りよう院のベッドに直行。そういう一いち撃げきを、手加減なく叩き込んでしまった。

　一瞬だけ、意識が真っ白になる。そして、

「い……ってぇ……」

　首を軽く振ふりながら、ヴィレムが立ち上がったのを見る。

「あー……えっと」

　言葉を探す。

「……無事？」

「そう見えるかよ」

　そう見えるから言っているのだ、もちろん。

　嫌いや味みたらたらのヴィレムの返しが、そのまま彼自身への皮肉になっている。

　身体の頑丈さ、などという話ではない。人間の体の丈夫さには、いくら鍛きたえようと、物理的な限界というものがある。魔ま力りよくを熾おこしての防ぼう御ぎよという手もありはするが、その「魔力を熾す」という手順に数秒から数十秒の時間を要する以上、こういう突とつ然ぜんの攻撃に対応するには向かない。

　受け身をとった、のだろう。

　そうして、即死級の衝しよう撃げきを「いってぇ」の一言で済ませられる程度のダメージに抑おさえた。そう、理り屈くつでは理解できる。そんなことを生身の人間ができるのか、できてしまっていいのか、という問題にさえ目をつぶれば。

「今の、」

　動どう揺ようを抑えようとしたら、口から、必要以上に淡たん々たんとした声が出た。

「なんだったの、急に距離詰めてきたアレ」

「オーサンホーシツ」

「なにそれ」

「西のほうの国の、ちょっと有名な体術らしい。最近知り合った兵士に教えてもらった。お前を驚おどろかせるくらいはできっかなって」

　いかにも悔くやしそうなその顔からして、その目もく論ろ見みは失敗だったと思っているのだろう。

（……驚いたよ、実際）

　いや、それだけじゃない。凄すごいと思った。

　どう見ても絶技、どう考えても常識の外の業わざ。並の鍛たん錬れんで行きつける領域のものではありえない。少年がただ軽く言い放った「教えてもらった」という一言に、どれだけのデタラメな努力が凝ぎよう縮しゆくされているやら。

　褒ほめたい。讃たたえたい。世界中に自じ慢まんしたい。どうだ、あたしの兄弟で子しはすごいんだぞ。

　ぐっとこらえる。

　その言葉の全ては、誰だれよりもすごいこのリーリァ・アスプレイの口から放たれた時点で、素す直なおな称しよう賛さんとはなりえない。加えて、この兄弟子はまだ、それほどの技を身に付けてまで求めた目的に、最後まで達していない。だから、

「意表をつけても、簡単にカウンターもらうようじゃ意味ないでしょが」

　できるだけ辛しん辣らつな言葉を選んで、口に出す。

「絶技の類たぐいでごり押しするなら、自じ家か薬やく籠ろう中ちゆうの物にして、状じよう況きように応じて最善の使い方ができるようになってから。付け焼き刃ばのまま隠かくし芸にするのも手ではあるけど、その場合はせめて、もっとレパートリーとか要いるでしょ。こいつからは何が飛び出してくるかわからない、って相手を警けい戒かいさせて初めてスタートラインじゃない？」

「……あー。正論痛いてぇな……」

　苦い顔をして、少年は頰ほおを搔かく。

「ま、これに……」

　これに懲こりずまたいつでもかかってきなさい。

　そう言いかけて、ぐっとこらえる。

　世界は広く、勇気ある者は数多い。その勇気を力に変えて振るう者も、その果てに人の域を超こえた偉い業ぎようを成す者もまた。そしてそれらの頂点とされる者が正規勇者リーガル・ブレイブであり、リーリァの肩書きである。

　超ちよう絶ぜつの領域にある力を振るい、人では届かない領域の脅きよう威いに立ち向かう者。

　あらゆる他の者を置き去りにして、ただ一人、高みの極きわみに立つ者。

　自分に届く剣けんなどどこにもない。この世界の人間の誰一人として、自分を打ち負かしてくれたりはしないだろう。

　けれど、それでも。その背を脅おびやかす剣は、ここにある。

　これから自分はもっと強くなって、さらに化け物じみたものになってゆくのだろう。けれどそれでも、それに追いすがってくるだろう手がひとつだけ、ある。

「こういうの、もうやめなって。どうせ、あたしに勝てるはず、ないんだからさ」

　突つき放す言葉を、意地悪く言い放つ。

　そう言う権利と義務があると思ったから。

「次は泣かす」

　小声で兄弟子がそう呟つぶやいたのが聞こえた。

　まったく、ひとの話を聞かない兄弟子だ。もうやめろと言われた直後に、ぼやく言葉がそれなのか。

　うっかり目め尻じりが熱くなる。いけない。これはいけない。だから、

「ばぁか」

　ごまかすように、思い切り顔をしかめて、舌を出してやった。




　海上国家であるバゼルフィドルには、川や湖というものがない。なので、塩の混ざっていない水は、他所よその相場に比べればだが、それなり程度には貴重だ。

　それなりには貴重なのだから、もちろん、浪ろう費ひはよくない。しかし、それなり程度にしか貴重ではないので、さほど神経質に節制する必要もないらしい。

「ぷは」

　公共の水道施し設せつで、塩と汗あせとでべたついていた髪かみと顔を、まとめて洗った。

「あー、きもちいー」

　軽く首を振ると、水の雫しずくがあたりに飛び散る。

　やめろとばかりに横から突き出されたタオルを受け取って、簡単に水気を拭ぬぐう。

　こういうやりとりも久しぶりだ、と思った。

　かつてリーリァが剣を学んだ師は、もともと、このヴィレムにとっての育ての親だった。ごくごく短い間ではあったが、共に剣を学んでいた時期もあった。才能のない兄弟子と、才能に溢あふれすぎていた妹弟子として、家族のように──いやこれは言い過ぎかもしれないが気持ち的にはそんな方向性で──過ごした時間があった。

　もちろん、かつてと言っても、ほんの数年前のことでしかない。懐かい旧きゆうに浸ひたるほど遠い過去ではない、と言われれば確かにその通りだ。しかし、その数年が、いまだ自分たちが子供であるという点を差し引いてすら、あまりに大きく遠い。

　自分も。そして、この少年も。

　あの頃ころに比べて、あまりに大きく変わってしまったから。

「アルちゃんたち、最近、元気してる？　ちゃんと顔見に戻もどってる？」

　出てきた名前は、この少年の家族であり、リーリァにとっての数少ない同世代の知人のそれである。

　隣となりで顔を洗っていた少年は、リーリァの突き返したタオルを受け取る。わしゃわしゃと顔面を荒あらく拭ってから、顔を上げて、

「使命と修しゆ業ぎようの隙間を縫ぬって、なんとかな。近場に派は遣けんされる使命がありゃ話が早いんだが、あの辺りは基本的に平和で準勇者クアシ・ブレイブの出番がない」

「……いいことだね、うん」

「ああ、まったく、いいことだよ」

　喜びと苛いら立だちの絶ぜつ妙みようなブレンド。ヴィレムは髪をかき上げる。

「ちなみに前に帰った時には、当のアルに『最近リーリァさんに会ってるか』とか聞かれたぞ。妙なところで気が合ってんな、お前ら」

「んあ？　あー、まー、そうかもね？」

　さて、その評価はどう受け取ったら良いものか。すぐには判断しかねて、曖あい昧まいに笑う。





５．怯おびえる者たち






　広い部屋。

　窓は閉め切られており、照明は燭しよく台だいの炎ほのおのみ。机ひとつないその空間に、十人を超える男女が、それぞれに慎しん重ちように距きよ離りをとりながら立っている。

「おい。なんでてめェごときがココにいんだよ」

　粗そ野やな男の声が、薄うす暗ぐらい部屋の沈ちん黙もくを剝はぎ取った。

「場ば違ちがいっての、わっかんねぇかァ？」

　うんざりとした空気が──あるいはそれを超えた苛立ちが、場に満ちる。しかし当の本人はそれに構わず、あるいは気づいた風すらもなく、隣の席に向けて文句の言葉を並べ続けている。

「聞いてんのか、おィ。ウェンディ、てめェに言ってんだ──」

「静せい粛しゆくに」

　穏おだやかな、しかし有う無むを言わせない圧を持った低い声が、男の声を断たち切った。

「ここでの揉もめ事は困る」

　部屋に集まる人間の視線が、制止者のほうへと集まる。

　山がある──と、それがその男を見た者の受ける、自然な第一印象だろう。それだけ、その男は巨おおきかった。そして、印象が人型を逸いつ脱だつするほどの、異常な量の筋肉で全身を鎧よろっていた。

　間違いなく特注であろうフォーマルなスーツを、隙すきなく着こなしている。しかしその姿すら、猛もう獣じゆうを飾かざり付けているような滑こつ稽けいさと危あやうさとを、まるで拭いきれない。

「兄妹きようだい喧げん嘩かの続きは、自家の船でやってくれ。バリー・セス、ウェンディ・セス」

　その恐ろし気な風ふう貌ぼうに似合わず、声だけが、どこまでも優やさしく落ち着いている。

「──はッ、揉め事！　揉め事ねぇ！」

　セスと呼ばれた最初の男は、先までよりも語勢を強め、部屋中に響ひびく声を出す。

「揉め事こそが俺たちだろォが！　いつからこの国は、お手々繫つないで仲良く遊びましょ、なんて場所になっちまったんだ、なァ！　そこのクサレ葉巻にイカレ眼鏡めがね、てめェら次に顔を合わせる時はどっちかが死ぬ時だとかほざいてやがったよなァ！」

　話を振ふられた二名が、わかりやすく表情をしかめて視線を逸そらす。セスは勢いづき、

「みんな仲良くおしゃべりしましょ、なんてガラじゃねェだろ、どいつもこいつも──」

「仲良くおしゃべりをしよう、と言っているんだ」

　巨きよ漢かんの静かな一言に、再び、ぴたりと言葉を止める。

「言いたいことはわかる。この場の全員、その点じゃ意見は一いつ致ちしているはずだ。同じ屋根の下に、気にいらない誰かがいる。今すぐ血の海に沈しずめてやりたい。ああそうだ、誰もがそう考えている、しかし、そうなっていない」

　ぐるりと部屋を見回し、

「讃さん光こうの聖せい簡かんにいわく、終しゆう焉えんの日には地に生きるヒトの総すべてが、隣りん人じんに向けた刃やいばを引く。生き残れていた全員が、それどころではないと悟さとるだろうと」

「そこだ」

　別の声が割り込んでくる。

「あんたが讃さん光こう教会かぶれなのはこの際不問とするさ、エックハルト・クラッセン。俺たちが気にしなきゃいけないのは、まさにその一点だ。いま話題のそのお客様が、本当に、終焉とやらに喩たとえるに足るバケモノなのか」

　部屋の何人かが、言葉にせず、同意の気配を示す。

「正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイ。一対一なら古霊種エルフすら斬きるだとかなんとか、景気のいい評判は聞くけどよ。どこの英えい雄ゆうだってそんくらいは話を盛るもんだ。うちの興行格かく闘とうでも、チャンピオンが代わるたびにその手のストーリーをつけるぜ。ダース単位の鮫さめを一晩で絞しめ殺したとかなんとかな」

「ふむ」

　エックハルトと呼ばれた巨漢は、小さく鼻を鳴らす。

「五日前、すぐそこの海に、得体の知れない大巨人が出現した。どういう神秘か海面に足をつけて立ち、このバゼルフィドル国に向かい進しん撃げきを始めていた。どう見ても軍やら砲ほうやらで敵かなう相手ではなかったが、それを一刀で片付けたのがその正規勇者リーガル・ブレイブだ」

　そこで一度言葉を切ってから、盛り過ぎだと思うかね、とエックハルトは尋たずねた。

「その与よ太たは聞いたけどよ、信じろってほうが無理──」

「全すべて真実だ。私はこの目で、それを見た。遠目ではあったがね」

　誰だれも答えなかった。

　大巨人の一件については、もちろんこの場で知らない者など一人もいないだろう。その顚てん末まつについても、少なくとも、噂うわさくらいは聞いているはず。

　ただ、多くの者は、その噂を信じ切れていなかったのだろう。自分の目で見たわけでも、信しん頼らいできる部下が現場に居合わせていたわけでもなかった者たちは、特に。

「そう。正規勇者リーガル・ブレイブは本物の化け物だ。仮に我われらの総力を結集できたとしても、制圧できるはずのない圧あつ倒とう的な武力。だからこそ、我々は今、知らねばならない。確かめねばならない。そもそも、なぜあんなものが、この海を訪おとずれているのか。なぜあんなものに、我々が脅おびやかされねばならないのか──」

　誰が促うながしたというわけでもないが、自然と、場の視線は一人の少女へと注がれた。

「答えてもらおう。アデライード・アステリッド」

「彼女は、うちの店の、ただの顧こ客きやく」

　刺さすようなそれらの視線を浴びながら、アデライードは、うんざりとした声を作って答える。

「大事な得物を修理するためにうちに来た。その修理が終わるまで滞たい在ざいしている。それ以上語るようなことはないし、必要だとも思えないのだけど？」

「そういう問題ではない。そういう問題ではないのだよ、わかるだろう？」

　エックハルトが、笑えみをこらえるような表情で、ゆっくりと首を横に振る。

「この場に一人でも、自分を善人だと言い切れる者がいるか？　いないだろう？　つまりはそういうことだ。ここにいる誰もが、正義とやらとは仲が悪い。だから怖こわいのだよ。正義の御み旗はたを掲かかげた圧倒的な暴力が、すぐ傍そばにいる。そのこと自体が」

「勇者ブレイブに関かかわっただけで咎とがめられるというなら、貴方あなたのクラッセン事務所はどうなの？　ナヴルテリ・テイゴザックとヴィレム・クメシュ、二名の準勇者クアシ・ブレイブをこの海に招き入れたのは、貴方のところだと聞いてるけど」

「讃さん光こう教会の厚こう意いを受け入れただけ、ではあるがね。それは別としても、祭りの助すけっ人ととしては、そうおかしな人選ではないだろう。彼らもまた強力な戦士ではあるが、人の領域を踏ふみ越こえてはいないのだから」

　エックハルト・クラッセンは、しゃあしゃあと言い放つ。

「人であれば、人の力で相対できる。だが、天の災害が相手では、そうもいかん。だからこそ、普ふ段だんは対立する者たちの集つどう、このような席が成立しているのだ」

「ん……まあ、ね……」

　その理り屈くつは、わからないでもない。

　ひとさまに恨うらみを買いまくらなければ、バゼルフィドルで統治者側になど立てはしない。そしてそれは、恨みで振るわれるすべての刃を返り討うちにできる間だけしか成立しない生き方だ。

　彼らが何を考えているのかを想像してみる。

　その正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイが、このバゼルフィドルの地で、悪政に虐しいたげられていると訴うつたえる憐あわれな弱者と出会ったとする。ちょっと事情を聞いて、こいつは許せんと正義の炎を燃やしたとする。古霊種エルフもぶったぎると言われる剣けんを振り回して、悪いやつをやっつけたとする。

　まるで、童話の中のヒーロー。絵空事の英雄の振る舞まい。

　薄うすら寒い、虚きよ構こうの正義。

　けれど正規勇者リーガル・ブレイブという、絵空事をそのまま現実に引っ張ってきたような存在ならば、現実にそのように振る舞うかもしれない。そしてその時には、この部屋にいる誰かの首が現実に吹ふっ飛んでいる、と。

（……まぁ、ありえない話だとは思うけどね）

　リーリァ・アスプレイという少女の人間性を、アデライードは、少しだけ知っている。彼女が勇者ブレイブという自分の立場を理解していて、受け入れていて、その上で窮きゆう屈くつそうにもがいているということまで理解している。

　その手の中には確かに、圧倒的な暴力があるのだろう。しかし同時に、それを制しなければいけない事情と、それを可能にする自制心とが、彼女の行動を強く縛しばっている。

　とは言え、だ。そのあたりの事情を馬ば鹿か正直に説明してしまうのは躊躇ためらわれるし、何より信じてはもらえないだろう。

（さぁて、どうしようかなっと）

　面めん倒どうな状じよう況きようではある。けれど、この程度笑って切り抜ぬけられないようでは、アステリッド家現当主の名がすたるというものだ。自ら望んで得た名ではないが、だからといって、粗そ末まつにはできない。




「──怯えるこたぁねぇって」




　部屋の片かた隅すみからの、気配のない、静かな声。

　驚きよう愕がくとともに、視線がそちらに集まった。

　この部屋に集まっているのは、いずれも、敵の多い支配者ばかりだ。だから当然、誰もが、部屋の状況を慎しん重ちように確かく認にんしていた。誰がどこに立っていて、どのような位置関係を保っているのか。すべて把は握あくしていた。

　その誰もが、その瞬しゆん間かんに、耳を疑った。

　そこには、確かに、先ほどまで誰もいないはずだったのだ。

「心臓に悪い登場はやめてくれと言っているだろう、御ご老ろう」

　全員の視線の先、赤いぼろ布のようなローブで全身を覆おおい隠かくした小こ柄がらな影かげが、老人の声でくつくつと笑う。

「ホ。そう驚おどろくこたぁないだろ、今日のこの悪わる巧だくみ、俺も呼ばれてたはずだぜ？」

「確かに招待状は出したがね、受け取っていたというなら、言葉より先に顔を見せてほしかった」

「そいつは失礼したな」

　ゆらりゆらりと、赤いローブが笑うように揺ゆれる。その顔はフードの奥深くに隠され、まるで表情は見えない。

「今の言葉、どういう意味でしょうか」一人の青年が尋ねる「海を割るような暴力を前に、怯おびえることはないと、貴方は言った」

「そのまんまさ。俺ぁ、連中にはちぃと詳くわしいんだ」

　老人はフンと鼻を鳴らし、

「アレが正規勇者リーガル・ブレイブなら、そして今後も正規勇者リーガル・ブレイブでいるつもりなら、なぁんも怖かねぇ。やつらの人生にゃ、特大の縛りがかかってっからな」

「……つまり？」

「正規勇者リーガル・ブレイブは、正義の味方じゃねぇ。あくまでも、人類の味方であって、人類の敵の敵だ」

　風もない室内に、ローブが小さくはためく。

「人類を脅かすモノを相手にしてしか、まともに戦うことを許されてねぇんだ。その道を外れれば、正規勇者リーガル・ブレイブとしての在り方そのものを失う。豚面種オークの軍やら古霊種エルフの群れやらならともかく、『人間』として振る舞ってる奴やつが相手なら、どんな極ごく悪あく人にんだろうと、守護対象として見ねぇとならん」

「つまり、相手が人間である限り、何もできないと？」

「ざっくり言やぁ、そういうことよ」

　ローブの下、老人の声が、からからと笑う。

「まぁ、降りかかった火の粉を払はらうくらいはヤれるがな。本来の全力と比べりゃ、十分の一も怖かねぇよ」

　部屋の空気が、わずかに変わる。

　この言葉を信じて良いものかという逡しゆん巡じゆん。どういう意図から出てきた情報なのかを怪あやしむ警けい戒かい。どうしようもなく滲にじみ出てくる、安あん堵どによる弛し緩かん。

　表情に出す者もいれば、気配にも出さない者もいる。しかし、その場の誰もが、同じようなことを考えている。仮に正規勇者リーガル・ブレイブがいま語られた通りのモノだとして、ならばそのことをどのように利用すれば自分の益に繫つながるだろうか。

「──そういうことみたいだから」

　静かに、そして慎重に、アデライードは言葉を繫いだ。

「この中に、近日中に人類を脅かす予定がある人だけ、気をつけたほうがいいかもね」

　けっ、とセス家のバリーが小さく吐はき捨てたのが聞こえた。
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　バゼルフィドルに馬車は走らない。馬を育てられる環かん境きようがなく、馬の脚あしに耐たえられる地面がなく、馬の通行を前提にした道づくりがされていない。

　この事情は外がい縁えん部に限らず、内陸部（もちろん陸おかなどではないがさておき）である『黒いプディング』の中でも変わらない。どれだけ偉えらい者、どれだけ資産を持つ者であっても、基本的な移動手段は徒歩である。

「どう、思う？」

　会合からの帰路。周囲に他ほかの人間の気配がなくなったのを見計らってから、お互たがいの護衛が作る壁かべの隙すき間まから顔を出し、ウェンディ・セスが話しかけてくる。

「どうもこうも、セス家きみんとこの人間とは関わりたくないとしか」

「そう、言わないで」

　ゆっくりと単語を刻む、奇き妙みような抑よく揚ようをつけた喋しやべり方で、セス家の娘むすめは勝手に続ける。

「兄さんたちが、あなたに、迷めい惑わくを、かけているのは、知ってる。あのひとたちを、消したいのは、私も、一いつ緒しよ」

「……そのお家いえ騒そう動どうに巻き込まれたくないって言ってるの、わっかんないかなぁ」

　頭痛をこらえるポーズとともに、話すことなどないという意思表示に、そっぽを向く。

「それは、おいといて」

「勝手においとくな」

「今日、『燃もえ殻がらネズミ』の、話が、出なかった、でしょう」

「それが何？」

「ラクレイ家の、持ち店が、ここ数日で、三つ、燃えてる」

　足を止める。

　不本意ながら振ふり返り、目を合わせる。

「それ、どこ情報？」

「いつもの、新聞屋。代価は、アオで四つ。高く、ついた」

　新聞屋。もちろん文字通りの意味ではなく、この場合は、バゼルフィドルでも屈くつ指しの情報屋組織を指す。

　アオというのは、彼らが使う料金表の青のページにリストアップされた代価のこと。現金であることもあるし、別の情報であることもあるし、組織力を使って何らかの便べん宜ぎを図はかるという形であることもある。どれにせよ安いものとはならないし、つまり、その情報にはそれだけの価値があるということ。

「あの『燃え殻』どもは、組織勢力の、境界線なんて、気にしない。どこにでも、現れて、どこででも、暴れる」

　ふぅ、と疲つかれたように息を継ついでから、

「あなたの、ところの、勇者サマより、現実的に、危険」

「そう……だね……」

　考える。

　バゼルフィドルにはいつだって、様々な問題があふれかえっている。その中でも特に面倒なものは、詳しい情報が出回ることすら避さけたほうが良いだろうという意味で、それぞれに婉えん曲きよく的な名前をつけられて呼ばれる。

　つい先日解決したばかりの連続失しつ踪そう事件『笑い猫ねこ』はそのひとつであり、今話題に出たばかりの『燃え殻ネズミ』は別のそれだ。よりわかりやすく、より危険で、より不可解で、より不気味な、奇人の集団。

「今日、ラクレイの人間は誰だれも来てなかった。けど、クラッセンやデリングの連中は彼らと懇こん意いだ。何の情報も摑つかんでなかったとは思えない。そもそも、襲しゆう撃げきがありましたなんてだけの情報にそれだけの値がついてる時点で、相当な口止め料が動いてるのは間ま違ちがいない。つまり」

　大きな息を吐いて、

「クラッセンたちは、『燃え殻ネズミ』の活動を、意図的に隠したと言いたい？」

「ええ。その、通り」

「だとして、その話を、なんでわたしに流すわけ？　味方でも友達でもないのに」

「…………」

「悲しそうな顔をしても駄だ目め」

「協力、して、くれない？」

「兄妹きようだい喧げん嘩かに巻き込まれたくないって、さっきも言ったよね」

「そう。残念」

　まったく残念ではなさそうにウェンディは肩かたをすくめる。

「なら、これは、ただの、世間話。今度、あなたの、お客様にでも、教えてあげて」

　ああ──なるほど。そういうこと。

　正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイ。人類最強の聖人。現在はアステリッド家のみが繫がりを持つその鬼おに札ふだを、『燃え殻ネズミ』にぶつけてみろと。それができれば、自分の縄なわ張ばりにも及およぶかもしれない『燃え殻』の危機を払えるし、ついでにラクレイやクラッセンの企たくらみ（あればだが）も暴あばける。そういう提案。

「……ただの世間話なら、借りにはしないからね」

「わかって、る」

　細い声で答えて、ウェンディは、ふふと笑う。




「そういえば」

　別れ際ぎわ、互いに背を向けた直後のタイミングで、ウェンディは言い出す。

「いつもの、赤い、手て袋ぶくろじゃ、ないのね」

　思わず、息を吞のんでしまった。

　赤い手袋、つまりアデライードの手製の護身具だった〝朱紗の薔薇シナモンローズ〟は、先の戦いの中で壊こわれてしまった。つまり、今のアデライードは、物理的に襲おそわれた時に以前までのような抵てい抗こうができない。

　そのことを見み抜ぬいていると、ウェンディは言っている。

「……今日は、そんな気分じゃなくてさ」

「そう。残念、あれ、可愛かわいくて、好き、なのに」

　しらじらしくそんなことを言って、今度こそ本当に、ウェンディ・セスの背中は視界から消える。

　──ああ、もう。

　近くの壁を思い切り殴なぐりつけてやりたい気分だったけれど、護衛たちに囲まれている手前、やめておいた。これだから、セス家の人間は、全員揃そろって嫌きらいなのだ。





６．聖剣カリヨン工こう房ぼう






　さて。

　アデライード・アステリッドは天才である。

　護符タリスマンの設計と構築に関して、天性のセンスがあった。他ほかの技師が何日もかけなければ組み上げられないような設計を、鼻歌混じりに数秒で仕上げることができた。

　だからというか、やっぱりというべきか。

　彼女は、人にものを教えることが、致ち命めい的てきなまでに苦手だった。




「あーあーそうじゃなくて、そこで無理して力入れると隣となりの呪じゆ力りよく線まで巻き込んじゃうから、そこは脊せき髄ずい回路を経由して信号を飛ばして。蓄ちく積せきされてる敵意スレイヤーはちょっとの刺し激げきで簡単に飛ぶからそっちも気をつけて。いやでも左のやつはガーッと勢いよくやらないと念ねん瘤りゆうできちゃうから慎しん重ちようかつ大だい胆たんかつ繊せん細さいかつ大おお雑ざつ把ぱに」

「できるかぁ！」

　少年が吼ほえた。

「……やっぱ、できない？」

　アデライードは尋たずねた。

　またやってしまったか、と思った。

　誰かにものを教えようとすると、かなりの高確率で、こうなるのだ。

　自分にとっては簡単なことでも、自分以外にとってはそうではない。いや、それ以前。自分が何気なく下している判断のひとつひとつが、自分が蓄積してきた知識や経験を無意識に反映してのものなのだと──だからその判断は誰にも理解できないし、その感覚を共有してもらうこともできない。そう突つき付けられるのだ。

　拒きよ絶ぜつには慣れているし、覚かく悟ごもしていた。

　だから、ほんの少しだけしか、残念ではないのだけれど。

「──やらねぇとは、言ってねぇよ」

　むすっとした顔で、ヴィレム少年は唇くちびるを尖とがらせた。

「ひとつひとつ順番に、もう一回解説、頼たのむ。俺、基き礎そ中の基礎は知ってっけど、基礎中の基礎しか知らねぇんだ」

「お」

　残念な気持ちが、吹ふき飛んだ。

「諦あきらめないで、続けてくれるんだ？」

「たかができないくらいで、止やめれっかよ」

　なんとも、この少年らしい言い回し。嬉うれしくなってしまう。

「んと、まず、大事なのはバランスね」

　説明を、最初に巻き戻もどして、やり直す。

「聖剣カリヨンってのはもともと、バラバラな願い事を集めて作られたひとつの祈いのり。ぐちゃぐちゃだからこそ簡単には崩くずれない。けれどそこに指向性を付け加えると、それがわずかな歪ゆがみになって、強度が落ちる。言い換かえれば、余計な敵意スレイヤー特性とかを全部とっぱらった姿が、その剣の一番無む垢くな形って話になるんだけど──」




　ヴィレムには、確かに、センスがなかった。

　聖剣カリヨンの調整技術は繊細だ。喩たとえるならば、無数のパズルピースを組み替かえながら一枚の絵画を創つくり上げようとするのに近い。ぼんやりとでも全体像を思い浮うかべ、個々のピースの特性を摑み、必要なところに必要な力を注ぐ。その過程では、多くを読み取り、多くの判断を下さなければならない。そういうことが、彼にはできない。

　だがその分、ヴィレムは素す直なおで、貪どん欲よくでもあった。教えられたことをとにかくそのまま全すべて吞み込んで、咀そ嚼しやくせずに、形を保ったままで自分の一部にしようとする態度があった。一冊の本を読み下すのではなく、丸暗記するようなアプローチ。難解なアデライードの教えを理解することを放ほう棄きし、まずは、確立した技術として身に付ける。

　なんともしんどくて非効率的で、けれどかろうじて、現実的なやり方。




　休きゆう憩けい時間に入る。

　安物の紅茶で水分を補給する。もちろん、お上品なティーカップなどでちびちび飲んではいられないので、でかいカップになみなみ注いだそれをガブ飲みするという形で。

「実際アンバランスよね、きみって」

　ちらり、横目で少年を見る。

　上着を脱ぬいで、両肩から先を露あらわにした肌はだ着ぎ姿だ。全体的に細身だが、さすがに筋肉はしっかり引き締しまっている。

　そして、その上に刻み込まれた、無数の傷きず痕あと。消えかけた古傷もあれば、ふさがったばかりの新しい傷もある。いずれも見るからに痛々しい。

「器用だし吞み込みもいいし物覚えもいい。なのにセンスだけ致命的にない」

「よく言われる」

　あっさりと、当人がその評価を受け入れる。

「教えられた手順を正確にこなせはするけど、自分で手順を探したり組み上げたりするのは全くできてない……って言いたいんだろ？」

「そうそう、そんな感じ。言われ慣れてるんだ？」

「ああ」

　ぞぞーっと紅茶をすする。

　いつもなら、副アンダーボスの『はしたないぞ』という叱しかり声が聞こえてくるところだなと気づく。もちろんその声の主はもうここにいないので、自主的にやめる。

「どの分野でも、一生かけても、超ちよう一いち流りゆうにはなれない。きみにそういう才能はない」

「ああ。そのへんまでワンパッケージで、言われ慣れてる」

「……でも、それで終わりじゃない」

　技師監かん督とくが欲しがるのもわかる。確かにこの少年は、大した人材だ。

　世の中には、才能がない者も、そのことを受け入れている者も、大勢いる。しかし、大たい抵ていの者にとっては、それはそれで終わる話でしかない。その先、ならばどうするかを真しん剣けんに考える者は、驚おどろくほど少ない。

　この少年は、自分に才能がないことを理解し、その上で、何を積み上げて行けば現実的に高みに行けるのかを、追い求めている。

「超一流には絶対になれない。けれど、一流にまでなら簡単になれる。それだけの吸収力がきみにはある。きみにこれまで色々と教えてきた先生たち、みんな、そっちの生き方を勧すすめてきたんじゃない？」

　ヴィレムは──何とも答えてこなかった。代わりに、

「あんたも、そっちのほうがいいと思うか、アデライード？」

　少しふてくされたような。それでいて、どこか怯おびえたような。そんな声で、質問を投げ返してきた。

「ふぅむ？」

　質問に質問で返すのは、あまり行ぎよう儀ぎのよい話ではない。しかしそれはそれとして、少しばかり答えに迷う。

「そうねー、ふつうに考えるなら、そっちのほうが賢かしこいのかもだけど」

　気になっていたのは、どうしてこの少年は、そこまでするのかということである。

　好きな女の子のためにがんばる、とかならまだ理解できるのだ。けれどどうやらそうではない。アデライード自身も思春期の女の子である（そうなのだ）から察せる。ヴィレム・クメシュ少年の人生の原動力は、リーリァという少女への思し慕ぼなどではない。

　その謎なぞも、話しているうちに、なんとなくだが答えが見えてきた。

　たぶん彼は、ただ、リーリァの生き方に納なつ得とくができていないだけなのだ。

　正規勇者リーガル・ブレイブという生き方は、その人の人生をあっさりと「ステレオタイプの英えい雄ゆう」のそれへと上書きしてしまう。たった今リーリァが送っている人生は、そもそも彼女が送るべきだったそれとは違ちがうもののはず。その事実と、そのことをリーリァ自身が受け入れているという現状の双そう方ほうに、彼は苛いら立だっている。ふざけんなこのやろうと、小さく無力な拳こぶしを振ふり上げている。

　だから、正規勇者リーガル・ブレイブ以上の活かつ躍やくを、正規勇者リーガル・ブレイブではない自分も達成してやる。

　正規勇者リーガル・ブレイブに凡ぼん人じんが勝つことで、「人類にはどうしても正規勇者リーガル・ブレイブが必要である」という大前提を覆くつがえしてやる。そう叫さけんで、足搔あがいている。

　常識的に考えれば、そんなの、できるはずがないことなのに。

　たかができないくらいで、止められるはずもないからと。

「どうしても負けたくない、認めたくない相手がいる。うん、男の子が意地を張る理由としちゃ、充じゆう分ぶんじゃないかな」

「は？」

　丸い目で見られた。

　これまでそんなこと言う人はいなかった、という感じの目である。

　それもそうだろう。天才の背を追い続けろなどという無責任なこと、普ふ通つうは言わない。ましてこんな、傷だらけになるようなことで。

「ん、どうかした？」

　そう。これは間違いなく、無責任な焚たきつけだ。

　けれどそれでも、あきらめないでほしいのだ。

　あきらめない者もいると、信じさせてほしいのだ。

　天才はどうしようもなく孤こ立りつするけれど、その背をいつまでも追い続ける者だっているのだと。きっと、その事実ひとつに救われる者も、いるはずなのだから。

「先は険しいけど、お姉さんは応おう援えんしてるぞ」

「えっと……その、なんていうか」

　ヴィレム少年は赤みを帯びた顔を背そむけると、小さい声でぼそぼそと、

「ありが、とう？」

　なぜか疑問形で、そんな礼を返してきた。
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　アデライードは、ステンドグラスが好きだ。

　ひとつひとつのパーツを見れば、なんということもない、ただの硝子ガラス片へん。単色に染められ、様々な形に砕くだかれているというだけの。しかし、数を集めて鉛なまりで繫つなぐことで、その性質は大きく変わる。ただきらきらしていただけの破片が、大きな絵の一部として、別の意味と役割を抱いだくようになる。

　その在り方を、その関係性を、その枠わく組ぐみを、アデライードは好ましく思う。

（……なんか、ずるいなぁ、この子）

　リーリァの隣となりに立つ者としての彼を応援したい、もともとの動機はただそれだけだったはずだ。けれどヴィレム・クメシュ少年の在り方を知って、どうにもその域を超こえて入れ込みそうになってしまう。

　大きな才能を持たなかったけれど、小さなきらきらする技術をたくさん集めて、輝かがやこうとしている。その輝きで、太陽のごとき大おお粒つぶの宝石に挑いどもうとしている。

　たった一人で、ステンドグラスを体現しているような。あるいは、たった一人で、一ひと振ふりの聖剣カリヨンをそのまま象かたどっているような。

　その在り方は、アデライードの目には、なんとも魅み力りよく的に映る。

（いけない。この考えはいけないぞ、わたし）

　このまま考え続けていては、本格的に、この少年のことが欲しくなってしまう。

　それでは完全な本ほん末まつ転てん倒とう。頭かぶりを振って、邪じや念ねんを振り払はらった。





７．友達だから（１）






　今ごろ、ヴィレムは、アデライードから、聖剣カリヨン調整を教わっているはずである。

　たぶん狭せまい部屋の中で。二人きりで。

　もちろん、ヴィレムはああ見えて、思春期まっさかりの少年である。そして思春期まっさかりの少年というものは、年上のお姉さんに弱いものだ。そう決まっているのだ。水が高いところから低いところに流れるように、東から昇のぼった太陽が西に沈しずむように。

（まあ、別にどぉーでもいいんですけど？）

　別に、あの兄弟で子しがどういう交友関係を持とうが、知ったことではない。

　どこかの誰だれかに惚ほれたとしても、どうでもいい話である。いやむしろ、普通の少年らしからぬ人生を歩んでいる彼にとっては、そういう年相応のイベントのひとつやふたつがあったほうが、健全で良いのではないかと思うくらいである。

　だから、ここで自分が焦あせる理由も苛立つ理由も、ありはしないわけで。

（本当に、本っっ当に、どぉぉでもいいんですけどねぇ？）

　そんなことを考えながらお茶をすすっていたので、

「……あの、リーリァさん」

「ん？」

「なんだか、怖こわいです」

「え……あ、そ、そう？」

　見み舞まいの相手に、怯えられてしまった。




　エマ・コルナレスの体に、外見上、傷の類たぐいは残っていない。

　あの夜のヨーズアの企たくらみは、過去の正規勇者リーガル・ブレイブ、リーリァの大先せん輩ぱいへとエマを変化させることだった……らしい。そしてそれは全面的に失敗したはずだ。

　ただ、ヨーズアがエマに仕し掛かけたことの全ぜん貌ぼうは、まだ見えていない。見えない毒のようなものが、時間を空けてから彼女を蝕むしばみ始める可能性は捨てきれないのだ。そうでなくとも心身の衰すい弱じやくが回復しきれたとは言えない現状、まだもう少し施せ療りよう院で静養したほうがいいというのが、医師やシリルの判断だった。

　そしてこれに、なぜかアデライードが「全力であの子の面めん倒どうみてあげて費用は全部こっちで持つから」と言い出した。これは、エマが現状──白いベッドの上で寂さびしそうにしている──に至る経けい緯いである。

「退たい屈くつかっていうと、うーん、仕事がないから、それはそうなんですけど」

　差し入れのパウンドケーキの欠片かけらを口元に運びつつ、エマはもごもごと話す。

　保存用なのだろうが、だいぶ強きよう烈れつにアルコールの染しみ込んだ品だ。酒に弱い者ならば匂においだけでノックダウンしてしまいそうな濃のう度どである。それをひょいぱくと平気な顔をして食べているのだから、真水の貴重なバゼルフィドルでは子供でも酒を飲んで育つというのは本当なのかもしれない。

「でも、みなさんが気にして、お見舞いにきてくれますし。シリルさんなんてほら、お見舞いにこんなものまで」

　見せてくれたのは、頑がん丈じようそうな装そう丁ていの、数冊の絵本。ぺらりとめくって確かく認にんした中身は、絵図が九割と文字が一割といった具合。子供の知育用というよりも、年ねん齢れいを問わずに文字を覚え始めるのに便利な教本といった具合だ。

　ああ、そうか。バゼルフィドルの教育水準は高くないし、そもそもエマは五歳の時点から教育を受けていない。字は読めないのか。そしてシリルはそこまで気き遣づかって、入院中の暇ひま潰つぶしにこれらの本を選んだのか。迷わず食べ物を選んだ自分とはひどい差だ。

「楽しいですね、文字って」

「……う、うん、そだね」

　何やら負けたような気分で相あい槌づちを打ってから、

「……みなさん？」

　エマの放った、先の言葉が気になった。

「あたしと、シリルと、あと……誰？」

　思い当たるのはもう一人、アデライード・アステリッド。しかし彼女はなぜか頑かたくなにこの子に顔を見せたがらないので、除外してもいいだろう。

「ヴィレムくんとか、あの、ナヴルテリさん……とか」

　ああ、はいはい。

　そういえばあの準勇者クアシ・ブレイブ二名も、この子の救出に関かかわったメンバーだった。

「あ、そういえばリーリァさん、前言ってた、『お知り合い』の話」

「ん」

　何の話だっけと思う。

「ナヴルテリさんのことですよね、あれ」

「ん……ん？」

　何の話だっけと改めて思う。

（エマちゃんと初めて会った時に……知り合いの娘むすめと似てたって話して……その知り合いがかっこいいかとか聞かれて、何やらこう、ラヴ系の勘かん違ちがいをされてたような話の流れだったっけって、ちょっと待て）

「エマちゃん、あのね」

「なんかこう、すごく納なつ得とくしちゃいました。かっこいいですよねナヴルテリさん、素す敵てきなおじさまって感じがして。ヴィレムくんもなかなかだけど、大人の魅力にはまだ勝てないっていうか」

「いやそうじゃなくて」

「わかりますわかります彼には娘さんがいるんですよねわたしと同じくらいの年の。気持ちは秘ひめなきゃいけないし気づかれてもいけない感じなんですよね。うふふ」

　うふふ、じゃないのだ。

　根本からいろいろと違うのだ。

　なるほど確かに、ナヴルテリ・テイゴザックは、世間一いつ般ぱん的な女性の感覚で評して、魅力的な男性なのだろう。別にその点に対してどうこう言うつもりはない。しかしリーリァは彼とほとんど話したことがないし、そもそも、エマが最初に勘違いした『知り合い』はそちらではなくもう一人の、

（…………いやいや）

　ヴィレムの名前を出しかけて、やめる。

　エマの中で、『リーリァのお知り合いの方』のイメージは、既すでに『かっこいい年上の男性』という形で固まっている。そこにヴィレムを据すえるためには、誤解を解きつつ、いろいろな説明をしなければならなくなるだろう。つまりあれだ、ヴィレムのほうが格かつ好こ良いいんだぞと主張し、過去の彼の振ふる舞まいを語り、道理を説くことになるだろう。

　どんな罰ばつゲームなんだ、それは。

　もちろん、やろうと思えばできるかもしれない。が、やろうと思えないというか思いたくないというか、うん。

「でも」

　頭を抱かかえるリーリァをよそに、エマは続ける。

「みなさん素敵だから、よくわかんないなっていうか、申し訳ないなって感じがすごく強いんです。ここの施療院もそうですけど、なんで、わたしなんかに優やさしいんでしょう。お金も出せませんし、内臓もたぶん不健康だから売れませんよ？」

　……あ、

「それは、ええとね」

　誰もこの子に説明していなかったのか、と舌を打ちたくなる。しかし確かに、いろいろと事情がややこしく入り混じっていて、話しづらいというのもわかる。

　アステリッドの内輪の戦いに巻き込まれた犠ぎ牲せい者しやだから、アステリッドのボスの命令で篤あつく遇ぐうすることになっている。施療院についてはその説明でいいだろう。

　その戦いの最さ中なかに直接関わった相手だから、経過が気になっている。ヴィレムやナヴルテリについても、その辺りでいいだろう。

　そして……

「他ほかの連中はどうかは知らないけどさ」

　この、リーリァ・アスプレイについては。

「あたしはさ、ほら、エマちゃんの友達でしょ」

「え」

「……あ、こら。なんでそこできょとんとする」

「え、いえ、その、あれ、えと、……はい」

　照れられた。

　ちょっと赤い顔を、そっぽ向けられた。

　そういう態度に出られると、言ったリーリァのほうも、気き恥はずかしくなってくる。

「……うん。そんなにおかしなこと言ったかな、あたし？」

「おかしくはない、ですけど、その……わたし、こんな感じだから」

「こんな？」

「目とかこんなですし。お金もないですし、内臓も不健康ですし」

　なぜにそこまで内臓の換かん金きんにこだわるか。

　というか、今どき少女の生き腑ふを高値で買い取ろうなんて輩やからは、超ちようマイナー呪じゆ術じゆつ門派ロタエ・ステラエの呪術医師くらいだろう。そうでなくとも絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆの彼らが、この近くに都合よくいるとはあまり思えない。

「ピンチになったらお友達価格で助けてー、とか言ってたじゃない」

「それは、その、話の流れと言いますか、かわいい冗じよう談だんだったと言いますか」

　慌あわてている。

「……あらたまって、友達っていうのは、……よくわからなくて」

　まあ、そんなところだろうとは思う。

　気持ちはよくわかる。

　なにせ、思い返せばリーリァ自身も、事情はほとんど変わらないのだ。




　リーリァ・アスプレイは、最初、ディオネ騎き士し国の姫ひめとして生まれた。その国が滅ほろびた後は、亡国の姫として彷徨さまよった。老いた忠臣に導かれ、ろくでなしの師に鍛きたえられた後は、正規勇者リーガル・ブレイブとして振る舞うようになった。

　そう。この少女の人生は、いつだって、とにかく大きな肩かた書がきと共にあった。

　出会う者の誰だれもが、少女の顔よりも先に、いずれかの肩書きを見ていた。それらを通さずには、誰と出会う事もなかった。

（……自じ業ごう自じ得とくだって、わかっちゃいるけど）

　それらの肩書きの後ろに、自分から隠かくれているという自覚はある。

　少女リーリァ・アスプレイに向き直ろうとしている人々に、わざわざ元姫だとか正規勇者リーガル・ブレイブだとかの仮面で距きよ離りを作って、接している。そうし続けずにはいられない。

　だから、そういう肩書きの入り込む余地のない、本当にただの偶ぐう然ぜんを通して出会ったこのエマ・コルナレスの前でだけは、迷いなく、ただの友達という立場になれる──




（はじめての友達、か）

　改めて自覚して、さらには言葉にしてみてなお、違い和わ感かんが凄すさまじい。なんだこの、もどかしさとこそばゆさと初うい々ういしさは。激動の人生を送ってきたと自認しているくせに、十三歳にもなってようやくなのか。

　他人には、特にヴィレムには知られないようにしたい。

　笑われる、などならまだいい。優しい目で「よかったな」とか言われたりした日には、命を奪うばわずに済ませられる気がしない。

「あ」

　ふらり。急にエマが体勢を崩くずす。

　とっさに、いやかなりの余よ裕ゆうをもって、リーリァはその肩を支える。

「っとと、ごめんごめん。病やみ上がりなのに、無理させちゃったか」

「え……いえ、そういうのとは……あれ……？」

　戸と惑まどうようなエマの声。どうも本当に全身に力が入らないようで、身を起こし続けているために必死にリーリァにしがみついている。目もうつろで、どこに焦しよう点てんを合わせているやら、よくわからない。

　リーリァはその背を軽く叩たたくと、

「もうちょっと寝ねてなよ。治るの、待ってるからさ」

「は……はい……」

　ベッドの上に横たえ直して、毛布も掛かけ直してやった。





８．準勇者クアシ・ブレイブヴィレム・クメシュ






　激しく動き回るばかりが鍛たん錬れんではない、のだという。

　例えばだ。本当に最低限の力だけを使ってまっすぐに立とうとすると、これが意外と難しい。人間の筋肉のつきかたには斑むらがあるし、それがどうしてもわずかな姿勢の歪ゆがみとなる。言い換かえれば、自分の姿勢を完かん璧ぺきなものに近づけていけば、自分の筋肉の偏かたよりも自然と是ぜ正せいされていくはずなのだ。そのことを理解さえしていれば、ただ立つというだけの行こう為いも、鍛え足りていない筋肉を集中的に育てる優ゆう秀しゆうな修しゆ業ぎようへと変えられる。

　かつて戦場で会った達人は、その理念をもとにした無数の鍛錬法を身に付けていた。立つ、歩く、座る、寝る、あらゆる日常の動きを通して自らの肉体を刃やいばへと鍛えられるという話だった。彼との邂かい逅こうの中で少年が教われたのは鍛錬法のごく一部のみだったが、充じゆう分ぶんに有意義だったというか、充分なものを学べたと本人は思う。

　大陸からバゼルフィドルまで渡わたるために、六日ほど船に乗っていた。実戦もなく、激しく暴れられる空間もない。その間も、鍛錬を絶やさずに済んだ。同道していた同どう僚りようからも、色々と別の技術を学ぶことができた。

　つまり、そう──自分は間ま違ちがいなく、強くなっているはずなのだ。

　以前よりも、今のほうが。

　昨日よりも、今日のほうが。

　積み重ねてきたものを実にしながら、強くなり続けてきたはずなのだ。なのに。




「はぁ……」

　ヴィレム・クメシュ少年は、長く重い嘆たん息そくをこぼした。

　目前には大きな窓。その向こうには、凹おう凸とつの激しい木造の街並み。さらに向こう側には、見み渡わたす限かぎりの海が広がっている。

　つい先日、その海で、大きな騒さわぎがあったのだ。

　突とつ然ぜんどこかから翠すい銀ぎん色の巨きよ人じんが現れて、船を薙なぎ倒たおしながら海面の上を歩き、このバゼルフィドル国へと迫せまろうとした。

　この非常識な事態は、さらなる非常識によって決着した。海が割れたり船が砕くだけたり、まあとにかく派手に色々な破は壊かいが起きた果てに、巨人は死んだ。死因となったのは先に挙げたような破壊のどれでもなく、脳天を刺さし貫つらぬいた剣けんの一いち撃げき。および、それを介かいして紡つむがれた特大の呪じゆ詛そ。

　ヴィレムはその戦いを、直接見届けていたわけではない。しかし、誰が何をしてそうなったのかの経けい緯いについては、だいたい理解している。それはそのまま、彼がこれまで戦いやら鍛錬に明け暮れた理由でもあったし、そもそもこの場でメランコリックな嘆息を繰くり返している原因そのものでもあった。

　リーリァ・アスプレイ。

　ヴィレムの妹弟で子しであり、二十代目の正規勇者リーガル・ブレイブでもある、十三歳の女の子。

　どんなに自分が強くなっても、追いつける気がしない。そんな相手。

「差を縮められてる気がしねぇんだよな……」

　ヴィレムは、常識的に考えれば充分以上であろう鍛錬を続けている。常識人から見れば過か剰じようなほどの強さを既に得ている。十四という非常識な若さで、この世界で上から数えたほうが早いであろう実力者の中に、既すでに名を連ねている。

　けれど、そんなことは何の慰なぐさめにもならないのだ。

　目的はまだ達されていない。伸のばしたこの手はまだあの背中に届いていない。だから現時点の自分はまだ立ち止まれない。自分の走り抜ぬけてきた道を振ふり返ることもできない。足元を確かく認にんすることさえできない。

　どれだけ強くなっても、どれだけ偉えらくなっても、ただ前へ進まなければという焦あせりだけが、変わらず胸の中に燻くすぶり続けている。

「──悩なやみ事かね？」

　低い声が、近づいてくる。

「悩んでるよ」

　振り返らずに、ぼそりと答える。

「って、おっさん一人か？　ニヤケヒゲの奴やつは？」

「ナヴルテリ君なら、街の様子を見回っているよ。歓かん楽らく街が気になるらしい」

　それは、ただ遊んでいるだけと言うのではなかろうか。

「……俺ら、いちおう、正式に使命を帯びてここに来てるはずなんだがな……」

「使命だからこそだ。依い頼らいや任務ではないのだから、目的さえ果たせれば過程の融ゆう通ずうは利きくのではないかね？」

「あー、そりゃいかにもニヤケヒゲの言いそうな屁へ理り屈くつだけどよ」

　じっとりとした目で振り返り、声の主を視界に入れる。

　熊くまが立っている。

（……いや、いちおう人間だよな、これ）

　それは、迫はく力りよくある巨きよ体たいだった。

　見上げるような長身を、冗談のような分厚い筋肉で鎧よろっている。古ふる臭くさいデザインのゆったりとした法衣をまとい、肉に埋うもれたような首の上には、磨みがいたような中年男の禿とく頭とうが乗せられている。

「そういうこと、あんたが言っていいのかよ、エックハルトさん」

「ふむ？」

「讃さん光こう教会の人間なんだろ、あんたもいちおう」

　ちょいちょい、と指先でその法衣を示してやる。橙とうのそれは、ある程度高位の祭さい官かんでなければ身に着けることが許されないもののはずだ。

「ああ、まあ、そうだな。そういう立場をもらってはいる。だがここは地の果てを越こえた先の、さらに先だ。星神ヴイジトルスの威い光こうも薄うすければ、祭官の信心も同様だ」

　ぺちん、と禿頭を叩きながら、なかなか図ずう々ずうしいことを言う。

「……それこそ、言っていいことかよ」

「なに、隠してはいない。そもそも、祭官の立場に忠実であれば、準勇者クアシ・ブレイブに対してこのような口利きをしているはずがないだろう？」

　それは、確かに、その通りだ。讃さん光こう教会の定めるところにおいて、準勇者クアシ・ブレイブは聖人である。偉い偉くないの話でいえば、めちゃくちゃ偉い。ぞんざいな扱あつかいは許されない。

「君が敬われたいというならば、もちろん、そのように改めるが」

「勘かん弁べんしてくれ気色悪い」

　ぱたぱたと手を振る。

「私は俗ぞく物ぶつでね」エックハルトはヴィレムのすぐ傍かたわらに立ち「この国の住人の例に漏もれず、大陸の民たみに比べて多少即そく物ぶつ的でもある。この法衣も、まあ言ってしまえば、ちょっとした契けい約やくの証あかしのようなものだよ。これのおかげで、今回のような事件が起きた際に、ほら、準勇者クアシ・ブレイブの派は遣けんのような便べん宜ぎを図はかってもらえる」

「説得力あんなぁ……」

「ああ、しかしだ。信徒だというのは噓うそじゃない。信しん仰こう心を問われると辛つらいが、讃さん光こう教会の教えは理解しているつもりだし、好ましくも思っているよ」

「はん？」

「強き者が弱き者を守るべき、などのくだりだな。弱者の側の立場からすれば、あれほどありがたい教えもない。教会側が実じつ践せんして戦力を貸してくれるとなれば猶なお更さらだ」

　それはまあ、なんとも、実に即物的で俗物的な考え方だ。しかし、

「その体格で弱者側は無理ねぇか？」

　そういう疑問は当然出てくる。

　改めて見ても、そして何度見直しても、エックハルトは巨漢だ。その体格だけで、熊と取っ組み合いをしてもいい勝負ができそうに見える。

「強者でありたいと願っていた。力を得るべく、そして備えるべく努力もした。だから直面してしまったのだよ、どうしようもなく越えられない壁かべというものに」

　穏おだやかに、しかし口調にわずかな苦みを交えて、エックハルトは言う。

「弱者の側ではないという自負はある。このバゼルフィドルで生きていくには、それが必要だ。だが、だからこそ、理解できてしまうのだ。自分が手にした力は、かつて求めていたものには遠く及およんでいないのだと」

「はは」

　ヴィレムは小さく笑った。

「……その気持ちは、わかっちまうな」

「準勇者クアシ・ブレイブたる君も、充分に強そうに見えるが？」

「そうありたいと願ってるし、血ヘド吐はいてる最さ中なかだ。あんたとの違ちがいは、あれだ、まだ過去形で語れるほど足搔あがいてねぇってとこだな」

　ああ、なるほど、と。エックハルトも小さく笑った。

「少年の身であれば、試みられるだけを試みてみるものだ。その先が栄光であろうと挫ざ折せつであろうと、あるいはそのどちらでもなかったとしても、全すべて得え難がたい財産となることだろうさ」

「本物の祭官みてぇなこと言うんだな」

「そんな大したものではないさ。これは、年長者にありがちな、つまらん小言だ。──ああ、でも、それだけではないかな」

　大きな手のひらが、ヴィレム少年の肩かたに、ぽんと置かれる。

　ヴィレムが顔を上げれば、視線が交わる。

「これは応おう援えんだ。似通った悩みを持つ者同士だからかな。我われ々われの立場でこう言うのも妙みような話だが、私は君を、友人だと思っているよ」

　エックハルトの紫むらさき色いろの目が、穏やかに優やさしく笑っている。

「…………あ？」

　その瞬しゆん間かんに走り抜けた奇き妙みような違い和わ感かんに、ヴィレムは眉まゆをひそめる。

　だが、その感覚の正体には行きつかない。曖あい昧まいに笑って目を逸そらし、

「まぁ、礼だけは言っとくよ」

　そんな中身のない言葉だけを返した。





９．うごめくもの






　もう、悲鳴すらも聞こえない。

　もともとその場所が何であったのかを少し説明する。いわゆる違い法ほう賭と博ばく場というやつだ。部屋に窓はなく、壁も厚く音を通さない。暗い赤を基調とした落ち着いた内装と、静かなピアノの演奏。主な客層は上流階級の下のほう、つまりそれなりの金を既に持っているが、より多くの金を強く欲ほつしている人々。遊べるのはカードやルーレット、そしてガルマンドルールのタイルゲームなど。

　もちろん、今はもう違う。

　ここが賭場であったのは夕刻まで。扉とびらが蹴け破やぶられ襲撃者たちが雪崩なだれ込んできた時からわずかな時間、ここは戦場になった。そして、戦せん闘とうと呼ぶにはあまりに一方的な蹂じゆう躙りんが終わった後、ここは処しよ刑けい場となった。

　襲撃は突とつ然ぜんで、かつ、正面と裏口の両方から同時に行われた。だから、誰だれも逃にげられなかった。襲撃者たちの手にする刃やいばに一人、また一人と切り刻まれていった。悲鳴をあげる者、命いのち乞ごいを始める者、法律家を呼べと叫さけぶ者。立ち向かう者、放心する者、トイレに駆かけ込んで個室で震ふるえる者。凶きよう刃じんは公平に、それらすべてを刈かり取っていった。

　その様子を遠くから眺ながめる者がいたら、その光景のおぞましさに、そして別の違和感に眉をひそめていたことだろう。

　つまり、その襲撃者たちは、奇妙な一団だった。

　男がいる。女がいる。老人がいる。若者がいる。いかにもストリート住まいといった風の少年もいれば、妙に身なりの良い紳しん士しまでもが交ざっている。

　そしてその誰もが、躊ちゆう躇ちよするどころか表情ひとつ動かすことなく、揃そろいのナイフを振り回して、この場の殺さつ戮りくをやり遂とげた。そして、飛び散ったコインには目もくれず、血走った──いや、自ら淡あわく紫色の光を放つ目で、部屋の中を見回している。




「首しゆ尾びはどうかね」




　のんびりとした、老人の声。

　同時に、部屋にいた十人以上が体を震わせ、同時に目を声の主に向けた。気の弱い者ならばそれだけで気を失いかねない、それだけの緊きん張ちようが部屋に張り詰つめる。

　果たして彼らの視線と警けい戒かい心しんの集まる先には、赤いローブで全身を包み隠かくした、小こ柄がらな老人の姿がある。老人はぐるりと襲撃者たちの姿を見回して、

「……つうか、また顔ぶれが替かわってんじゃねぇか。俺ぁいったい、誰と話せばいい？」

　誰も動かず、そして口を開かない。一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　床ゆかの軋きしむ小さな音。扉を開き、奥の部屋から、幼い子供を抱だいた女が姿を現す。

「ほう。なかなかいい趣しゆ味みだ」

「仲間の背中に足を忍しのばせて近づく、あなたほどとも思えない」

　老人の軽口にしっかりとした声で応こたえたのは、女の胸に抱かれる、その子供だった。

「ハ、気にすんなよ。俺はな、昔から薄いんだ。だからほら、こうして長生きができている」

　かかかと笑いつつ、老人は手を振る。

「それよりも、だ。そろそろ、目的のものは見つかったかよ」

「ああ。四軒けん目にして、ようやくだ」

　もう一人、今度は背の曲がった大男が、やはり奥の部屋から現れる。

　その手の中には、白い布で包まれた、大きく長い何か。

　誰が合図するでもなく、大男はその布を解いて中身を露あらわにする。見えたのは純白の柄つかと、飾かざりを施ほどこされた同色の刀身。つまり、一ひと振ふりの聖剣カリヨンだった。

「ホ、ホゥ！」

　老人の声が、喜色に染まる。

「ラクレイ家の系列の裏の店に隠されたとまでしかわからなかったのでな、手間がかかった。捜さがし物は、これでいいんだな？」

「ああ。こいつでいい」

　聖剣カリヨンが、老人に手て渡わたされる。

「ヨーズア・アステリッドの苦く悩のうと努力の結けつ晶しよう、古聖剣ゼルメルフィオルの模造品コピー。本物に遠く及ばねぇのはさておき、へ、こいつも結構な業わざ物ものだな」

　老人が「よっ」と力を込めた仕草を見せると、刀身を構成する護符タリスマンの隙すき間まに、わずかな光が灯ともる。聖剣カリヨンの基き礎そ機能として、柄に触ふれた有資格者が魔力ヴエネノムを熾おこせば、それに呼応して自らも力を熾す。

「銘めいはないが、仮の名は『石笛』だそうだ。古い神降ろしの祭器に擬なぞらえたんだろうが、なんとも詩的でいいセンスじゃねぇか、なぁ？」

「知らん、興味もない」

　一言で片づけられ、老人はつまらなそうに「そうかよ」とぼやく。

「これが、我々の計画にどう役立つというのだ？」

　子供がそう尋たずね、老人は「あー」と短い思考の時間をとり、

「──現げん役えきの正規勇者リーガル・ブレイブを殺すってのは、まぁあれだ、本来ほぼ不可能だ。傷をつけるだけで奇き跡せきだ。といっても、すげぇ武術で全部避よけられるとか、飛び抜ぬけて頑がん丈じようとか、そういう問題じゃあなくてな。そういうことになってやがるんだよ」

「現実の話とも思えんな」

　老人は深く頷うなずいて、

「まさにそいつがキモなのさ。ざっくり言やぁ、正規勇者リーガル・ブレイブってなぁ、演目だ。そういう、造り物の舞ぶ台たい劇なんだ。格かつ好このいい背景を持った主人公サマが、雲うん霞かの如ごとき強敵どもを、反則めいた最強の力でバッタバッタと薙なぎ倒たおす。そんなご都合主義の話の中に、主人公がつまんねぇ怪け我がをするシーンなんざいらねぇだろが？　そういうこった」

　楽し気に、何度も手を叩たたく。

「心配はいらねぇよ。相手が舞台劇なら、その筋書きの中で始末してやりゃいい。今はうまい具合に、役者が舞台に揃ってやがる。俺が最っ高の脚きやく本ほんを用意する。そして小道具もほれ、この通りだ」

　老人の言葉を受け、沈ちん黙もくしたまま──子供は、視線をちらりと横に動かした。

　それまで微び動どうだにせず二人のやりとりを見守っていた襲撃者たちの一人が、その視線の先、壁かべ掛かけの照明を叩き落とす。壊こわれたランプの炎ほのおが、毛の長い絨じゆう毯たんに燃え移る。ゆっくりと、しかし確実に炎が広がってゆく。

　老人以外の全員が、無感動な目で、その炎を見つめている。

　老人はまた呵か々かと笑い、

「こんな舞台はめったにねぇんだ。役を全力で楽しめよ、なァ『燃もえ殻がらネズミ』！」

「ふん」

　子供はつまらなそうに鼻を鳴らし──目を閉じる。

　同時に、老人を除くその場の全員、襲撃者たちのすべてが、急に足を砕くだかれたかのようにその場に頽くずおれる。そして、その全員が、それきり動かなくなる。

　老人は笑い、笑い、笑い続け……

　そして、その声の反はん響きようだけを残し、文字通りの意味で、姿を消した。




　もともとその場所は、違法賭博場だった。

　夕刻に襲撃者たちを迎むかえてからしばらく、そこは戦場になった。戦いと呼べた時間が終わった後は、処刑場になった。

　そしてその後は、炎に焼け落ちて、ただの灰と炭の塊かたまりへとなり果てた。





Ｘ．古き化け物の願いごと（１）






　むかしむかしの物語。

　ある深い森の奥に、醜みにくい化け物が棲すんでいました。




　腐ふ泥でいのように爛ただれた肌はだ。額に生えた巨おおきな角。

　そして、どこからか寄ってきて周りを絶えず飛び回る、名も知れぬ毒虫たち。




　いつから、そこにいるのか。

　どこから、そこにきたのか。

　化け物は何も覚えていませんでしたし、気にもしていませんでした。

　ただそこに在るものとして、そこに棲むものとして、日々を過ごしていました──
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　ある日それは、森の小道に、一人の男が倒れているのを見つけた。

　白銀の鎧よろいに身を包み、細い剣を佩はいた、身なりのよい騎士シユバリエ。

　何かと戦うためにこの森に入り、そして、迂う闊かつにも蛇へびに嚙かまれて死にかけている。そこまでは一目で察せた。そして、放ほうっておけばそう長くはもたないだろうとも。

　それは慌あわてて、森の奥へ向かった。魔ま法ほう使つかいのおばばの庵いおりに飛び込み、主の留守を確かく認にんし、真しん鍮ちゆうのお札をひとつ摑つかんで飛び出す。

　それは、幻まぼろしをまとう魔法のお守り。醜い化け物の姿を、ほんの短い時間だけ、人間であるかのように見せてくれる。

　元来た道を引き返し、騎士シユバリエが変わらず倒れたままでいることを──森の獣けものにおいしく食べられたりはしていないことを──確認。改めて、騎士シユバリエを泉のそばまで運ぶ。

　鎧を脱ぬがせ、清水で傷を洗い、擂すり下ろした薬草を口移しで飲ませる。獲え物ものがいるのかと近づいてきた野や狼ろうを威い嚇かくして追い払はらい、一いつ生しよう懸けん命めいに看病した。




　その献けん身しんの甲か斐いあって、騎士シユバリエは意識を取り戻もどし、うっすらと目を開いた。

『ここ、は……』

　それは喜び、騎士シユバリエの顔を覗のぞき込んだ。

　目が、合った。

『君は……？』

　自分は何者なのか。

　それは口を開こうとして、すぐにその息を吞のみ込んだ。

　この騎士シユバリエの意識はまだ朦もう朧ろうとしていて、目の前のものがうまく見えていない。真鍮のお札の働きもあり、知らない人間がそこにいるのだと信じ込んだのだろう。

　けれど、そこまでだ。

　このささやかなお守りは、姿しか偽いつわってくれない。まじまじと見られればすぐに違い和わ感かんを抱いだかれるだろうし、肌に触れればそれが人のそれではないと気づかれてしまうだろう。声を出すのは最悪だ、その時点で幻そのものが吹ふき飛んでしまう。

　騎士シユバリエの命は助かったのだ。もうこれ以上、自分がここにいる必要はない。

　清水の入った桶おけをそっと騎士シユバリエの横に置くと、身動きのとれない彼のもとを走り去った。




『……それで、もっとしっかり人間に化けたいってぇのかい？』

　さて、再び、おばばの庵。

　用事から戻った鷲わし鼻ばなの老ろう婆ばが、それを嘲あざけった。

『その男に会って、何をする気だい。命の礼に財宝でもぶんどるのかい。それとも、番つがいになってくれとでもせがむのかい。まさか遠目に見るだけで充じゆう分ぶんだなんて言い出さないだろうね？』

　問われ、しかしそれは答えられなかった。

　何も考えていなかった。そのことにすら、問われるまで気づいていなかったから。

　遠目に見るだけでいい。それが一番正解に近いかもしれない。けれどその後、あの騎士シユバリエの姿を見たあとに、自分は何かを望むだろうと思った。具体的に何をかはまだわからないけれど、きっと。そう思った。

『やめなやめな。人間なんざに近づくと、ろくなことにならん。いいかい、これは忠告じゃなくて予言だ。あたしの瞳ひとみの銀色にかけて、行けばあんたは絶対に不幸になる』

　脅おどしの言葉が、聞こえていなかったわけではない。

　けれどそれは退ひかなかった。何が幸せか、何が不幸せか、それはその時になってから自身が決める。その意志を押し通した。

『はぁ……まったく』

　最終的に、老婆が折れた。

『仕方がないね、ほら』

　祠ほこらの奥、煤すすけた木箱から、手て袋ぶくろをはめた手で慎しん重ちように、幾いくつもの金属片へんを取り出した。

『生き成なりの炭金』

　後の世には亡失物質、あるいはハイイロと呼ばれるその神秘の結晶を、それはおずおずと受け取った。

『闇やみ棲まう洞どう穴けつの最深層でのみ採れる特別な鉄を、土竜モーリアンが鍛きたえたもんだよ。そいつを土台に、自分でお守りを造るんだ。やり方は、一度しか言わないからしっかりお聞き』

　それは頷く。




　ひとつめの材料は、月の光。

　木々の隙すき間まから滴したたるそれを、銀の杯さかずきで受け止める。

　ふたつめの材料は、死し告こく鳥ちようの尾お羽ばね。

　険しい山を登り、尾根で休むそれから気づかれないように引き抜く。

　みっつめの材料は、蛇尾鶏コカドリーユの卵の殻から。

　毒の視線を浴びないように、こっそりと巣に近づいて盗ぬすみとる。

　集めたそれらを煮に詰つめて、混ぜて、叩いて、塗ぬって、乾かわかして、そして──

　みっつのお守りが、出来上がった。

　それぞれ黄金こがね色に妖あやしく輝かがやく、握にぎりこぶしよりもやや小さいくらいの、アミュレット。




『それらのお守りは、一時的に、あんたを人に造り変える。が……』

　庵の奥に座したまま、軋きしるような声で老婆は言った。

『使い続ければ、肝かん心じんのあんたのほうに耐たい性せいができちまう。効果は弱まり、ボロが出る。しょせん、いつかは解ける魔法。そのことを、忘れるんじゃあないよ』

　それは勢いよく頷いた。

　ひどいことが起きるだろうなどという話は、この老婆に相談を持ち掛かけた時点で受け入れている。何度改めて言われたところで、怯おびえる気にもなれない。自分はこれから違ちがうものになれるのだという、高こう揚ようのことしか考えられなかった。

　お守りにひもを通す。ひとつを首にかけ、ふたつを左右の手に結ぶ。
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　──むかしむかしの物語。

　ある深い森の奥から、醜い化け物だったものが飛び出しました。




　一度会っただけの、人間の騎士シユバリエにもう一度会いたくて。

　そして、騎士シユバリエにも自分を見てもらいたくて。

　それだけの願いを胸に、人間たちの国へと飛び込みました。

















１．勇者稼か業ぎよう






　潮気をたっぷり含ふくんだ重みのある風が、頰ほおを撫なでる。

　彼方かなたを見れば、まっすぐな水平線が、視界を右から左へと貫つらぬいている。島しま影かげのひとつもない、完かん璧ぺきなまでの海の上。

　改めて足元を見下ろせば、そこは幅はばも厚みも頼たよりない、一枚の木の板の上。そのさらに下、ちょっとした物見塔とうの高さくらいの距きよ離りを隔へだてて、ざぱんざぱんと派手に波打つ海面が見えている。

（──死し刑けいになる寸前の海かい賊ぞくって、こんな感じなのかなー）

　ぼんやりとそんなことを考える。

　おあつらえ向きというか何というか、ちょうどそのタイミングに、眼下の海へと闖ちん入にゆう者が飛び込んできた。あちこち傷ついた装そう甲こう船と、それが曳ひく無人の小こ舟ぶねと、小舟の上の血を流す荷物と、その血に誘いざなわれここまで追いすがってきた大おお鮫ざめと。

「おおー……」

　狩かりとしては、古典的なやり方である。音で追い立てたりエサで導いたりして、罠わなの中へと誘さそい込む。そのセオリーが漁の世界においても同様に通じるものなのか、それとも今回のこの相手が特別なのかまでは、素人しろうとのリーリァには区別ができない。まぁ、それほどの興味もないので、確かめる気もない。大事なのは、そう──

　待ち受ける破は滅めつ、肝心の罠としての役目を自分が果たすこと。




　卑獣ヴアルガー。

　それは、厳密に言えば、種の名前ではない。それは、野生動物の中から稀まれに異常種が生まれてくる現象。あるいはそれを通して生まれた突とつ然ぜん変異体を指す言葉だ。

　親とは比ひ較かくにならないほど強きよう靭じんな筋骨を持ち、性格は極きわめて狂きよう暴ぼう。人間にとってはもちろん、周囲のあらゆる動植物にとっても害でしかない。親や兄弟にあたる獣けものに対しても容よう赦しやなく牙きばを剝むく、〝礼節なき者ヴアルガー〟の名はそれゆえのものだ。

　発見され次し第だいすぐに怪物モンストラスとして討とう伐ばつ対象指定され、冒険者アドベンチヤラーや騎士シユバリエ、準勇者クアシ・ブレイブなどの戦せん闘とう技能者などが対処にあたることになる。そして、大きな犠ぎ牲せいを払はらいながら、なんとかこの脅きよう威いを退けるのだ。

　基本的な体格は、親が何であったかに依い存そんする。が、たとえ無害そうに見える小動物の類たぐいであったとしても、卑獣ヴアルガーとして生まれたというだけで凄すさまじいまでの危険が確約される。騎士団ひとつが野の兎うさぎの卑獣ヴアルガーに半はん壊かいさせられたという話もあるくらいだ。犬の卑獣ヴアルガーであればちょっとした村くらいは簡単に壊かい滅めつさせるし、熊くまであれば一軍を壊かい走そうさせてしまってもおかしくない。

　そして、鮫の卑獣ヴアルガーは、それらの中でも最悪の部類のひとつだ。

　頑がん丈じような船底を易やす々やすと嚙かみ砕くだき、沈しずむ船から脱だつ出しゆつする船員たちを次々捕ほ食しよくする。討伐しようにも相手は水の中。船上から銛もりを投げつける程度の攻こう撃げきでは牽けん制せいにもならないし、もちろん水中に潜もぐって対たい峙じするわけにもいかない。様々な怪物モンストラスたちの中でも、特に、打つ手のない相手であるとされている、のだ、が。




「せぇのっと」

　軽い気合いの声とともに、少女は宙に体を躍おどらせた。

　短い落下を経て、手にした大たい剣けんを足元に、つまりは問題の大鮫の背に、深く突つき立てる。靴くつ底ぞこに伝わるぬめりに「ひゃあ」と小さく悲鳴なぞ漏もらしつつ、大剣の内側に猛たけり始めた力を、体の内側に熾おこした魔力ヴエネノムに同調させる。

　痛覚の巡めぐりが遅おそいのだろうか、すべてが手て遅おくれになった後になって初めて、大鮫は異常を察して身をよじる。

「と、ととと、と」

　ここで振ふり落とされてはみっともない。みっともないのは、なんというか、救世の勇者ブレイブたる立場上よくない。ちょっとだけ足元に力を入れて踏ふん張る。

　剣身から、音もなく、白い光が弾はじける。

　魔力ヴエネノムとは、炎ほのおのようなものだと言われる。

　触ふれられず、摑つかめず、保存できず、それ自体を投射できず、危険なしには発生させられず、犠牲なしには維い持じできない。炎が触れている可燃物の間を燃え移るように、聖剣カリヨンの魔力ヴエネノムは、使い手の熾した魔力ヴエネノムに呼応して燃え盛る。そして、度を超こした力は、望んだ以上の破壊をもたらす。

　一いつ瞬しゆん、海が煮にえた。

　波が荒あれ、風が乱れ、海面が弾け、あたりのあらゆるものが熱湯を浴びた。

　叫さけぶように大きく一度だけ痙けい攣れんして、そして、鮫は──バゼルフィドル南東の海を縄なわ張ばりとしていたその卑獣ヴアルガーは、あっさりとその命を終えた。
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「いやーははは、失敗失敗」

　努めて明るい声で、リーリァ・アスプレイは笑った。

「ふだんセニオリス慣れしてると、違ちがう剣を使ってる時の魔力ヴエネノムの加減が難しくてさぁ。溢あふれた力で海はお湯になるわ、帰りの船はひっくり返りそうになるわ、倒たおしたばっかの鮫がいきなり煮物になってるわで」

「食ったのか？」

　問われ、首を横に振る。

「いやさすがにそこまでは。絶対おなかに悪いし」

「毒を食った程度で腹を壊こわせるほどデリケートな体でもないだろ」

「そりゃそうだけどー」

　正規勇者リーガル・ブレイブに毒は効かない。肉体が強靭であるとか慣らされているとかそういう理り屈くつがあっての話ではなく、ただ、効かないという事実だけがある。

　そういうふうにできている。

「テンション上がっちゃった船員の中には、手ぇ出しそうになってるのも何人かいたみたいだけど。まわりが殴なぐって止めてた」

「そーか」

　木箱に腰こしかけた少年が、気のない相あい槌づちだけを返してくる。

　あの鮫は、卑獣ヴアルガーだった。そして卑獣ヴアルガーは、人間にとって大きな脅威である。そして、普ふ通つうの人間では手も足も出ないそういう脅威を退けるのは、正規勇者リーガル・ブレイブの大事な役目のひとつである。

　このバゼルフィドル国を訪おとずれた理由は違うが、居合わせた以上は見過ごせない。あの海域には近づけないんだと頭を抱かかえる船員たちに話をつけて、今回の討伐を決行することとなったわけだ。

　ちなみに今回は、いつもの正規勇者リーガル・ブレイブの戦いとは大きく違う点が、ふたつあった。

　ひとつめは、協力者の存在。さすがに問題の海域まで泳いで向かうわけにはいかなかったので、足場がある人工島まで船を出してもらったし、標的をそこまで誘ゆう導どうする作戦も船員たちに任せた。

　言うまでもなく極めて危険な仕事であり、どうやら死者は出なかったようだがその可能性は充じゆう分ぶんあった。それを全員笑え顔がおでやりこなしたのだから、今回本当に勇気ブレイバリーを示したのは勇者ブレイブなどではなく、彼らのほうなのではないかなどと思ったりもした。彼らを讃たたえよ。

　そして問題のふたつめ。

「んで、俺のパーシヴァルは？」

「いやはははー」

　笑いながら、手の中のものを見せた。

　白い、剣の柄つか。

　いや。柄だけになった、もともとは剣だったはずのもの。

「ごめん、溶とけた」

「…………は？」

「ごめん、ほんっとごめん！」

「いや、なんつーか、お前なぁ」

　頰ほお杖づえをついて、少年はわざとらしい特大の溜ため息いきを吐つく。

　聖剣カリヨンは、正規勇者リーガル・ブレイブや準勇者クアシ・ブレイブ、そしてごく一部の強力な冒険者アドベンチヤラーなどによって振るわれる特別な武器だ。

　金属を鋳い固がためたり鍛きたえたりするのではなく、複数の護符タリスマンを呪じゆ力りよく線で繫つなぎ合わせることで造られる。使い手の熾した魔力ヴエネノムや敵の力量に呼応して自身の力を増すというのは、聖剣カリヨンならではの特性だ。

　本来正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイは、自分専用の特別な聖剣カリヨンを持っている。しかしそれは現在事情があって修理中というか洗せん浄じよう中。仕方なく、今回の卑獣ヴアルガー退治に臨のぞむにあたって、準勇者クアシ・ブレイブヴィレム・クメシュの帯剣を借りて出たのだが。

「ふだんセニオリス慣れしてると、違う剣を使ってる時の魔力ヴエネノムの加減が難しくてさ。溢れた力で海はお湯になるわ、帰りの船はひっくり返りそうになるわ……」

「それはさっき聞いた」

　ヴィレム少年はわざとらしく天を仰あおぐ。

「まぁ、どうせ教会支給の安物だけどよ。ハゲ祭さい官かんどもへの言い訳はお前がしろよ」

「うんまぁ……それはもちろんやるけど……」

　聖剣カリヨンであるという時点で、それはもう既すでに貴重な秘宝だ。安物の聖剣カリヨンというのはおかしな言い方だが、実際あの剣をひとことで言い表すと、そういうことになる。製品名『パーシヴァル』で市し販はんしている、量産品の、もっとも格の低いカテゴリに属する、聖剣カリヨン。

　聖剣カリヨンは、選ばれし者にしか使えない。高位の剣を扱あつかうには、それ相応に、何やら特別な才能が必要だ。そしてヴィレム少年は、そういう才能をギリギリの最低限しか持ち合わせていない。パーシヴァルくらいしか、振るえる剣がないのだ。

　ヴィレム当人の評では、パーシヴァルは非常に使い勝手の良い剣なのだという。特別な伝説を背負っていないから、どんな戦場にでも付き合ってくれる。独自の特筆能力タレントを発現していないから、多少無む茶ちやなカスタマイズを施ほどこしても動いてくれる。さすがに魔力ヴエネノム共きよう振しん性能の限界こそ低いが、最低水準は充分超えている。よほど力任せな運用をしようとしなければ、それが問題になるようなことはない。うんぬん。

　なるほど。その理屈はわかる。

　作りがシンプルゆえに使い手の工く夫ふうに応こたえてくれるというのは、良い道具というもののひとつの解だろう。それを力任せに振り回したらブッ壊れましたなどというのは、そりゃあ、使い方と使い手が悪いのだとしか言いようがない。

　つまり、家庭用の竈かまどに山火事レベルの火力をブッ込むような真似まねをした、どこぞの正規勇者リーガル・ブレイブが全部悪い。

「つうかお前、そんなに調子悪いのか？」

「へ？」

「敵が強すぎて加減ができなかった、とかじゃねぇんだろ。普通にやっててここまで威い力りよくをミスるなんざ、さすがに、天下の正規勇者リーガル・ブレイブサマらしくなさすぎる」

「え……あー……」

　そう。確かに、今のリーリァ・アスプレイはまだ本調子ではない。

　セニオリス同様、面めん倒どうな呪じゆ詛そを体の内側に抱えたままだ。体は少しばかり熱っぽく、思考も少しばかりぼやけている。

　けれどそれらも、あくまで「少しばかり」の話でしかない。失敗の言い訳としては、少々無理がある。それに、

「大だい丈じよう夫ぶ。今回のは単に、あたしがボケてただけ」

　この少年に、心配をされたくない。

　心配される自分になるわけにも、まして、そんな自分を喜ぶわけにもいかない。

　ヴィレム・クメシュの中のリーリァ・アスプレイは、生意気でわけのわからない妹弟で子し。その立ち位置を動かすことはできない。

「……本当か？」

「先日大おお技わざブッ放した直後だから、感覚が引きずられてたみたい。そんだけ。体の心配はご無用、というか、あんたがあたしの心配するなんて百年早い」

　憎にくまれ口に逃にげる。

　ああそうかよ、とヴィレムは不ふ機き嫌げんそうに目を逸らす。

　これでいい、とリーリァは思う。

　自分たち二人の関係は、こうでなくてはいけないのだ。





２．アステリッド商会の店頭






「聖剣カリヨンを……溶かされたぁ……？」

　啞あ然ぜんとしてしまったのを、誰だれが責められよう。

　いや、驚おどろいたということだけでも褒ほめてほしい。普通の人間なら、そもそもそんな与よ太た話を信じられない。

「ほら」

　机の上に、証しよう拠こ品を置かれた。なるほど確かに、それはかろうじて原形を留とどめているだけの、かつて聖剣カリヨンだったものの柄だった。

「……あー……あー、なるほどー……」

　その残ざん骸がいを眺ながめているうちに、アデライードには、いくつかのことがわかってきた。

　刀身が消え失うせてなお柄だけは残っている。つまり、この事態を招いたのはもちろん単純な熱量の仕し業わざなどではなく、刀身部分が備えた、使い手の魔力ヴエネノムと共振する機能の暴走だ。

「これ、帝てい都と工こう房ぼう製のパーシヴァル？」

「元、だけどな」

　となると、基き礎そ設計は自分の知っているものと同じはずだ。

　少ない呪力線、癖くせのない護符タリスマン、省力化を突つき詰つめたお手本のような構造。安物と言ってしまうのは易やすいが、その裏には確かに、「理論上最少のコストで聖剣カリヨンというシステムを成立させる」を追求する一流のロジックが走っている。その結果として、この、他ほかのどの聖剣カリヨンよりも使用者の選定基準が緩ゆるく、他のどの聖剣カリヨンよりも小さな魔力ヴエネノムで性能を発揮する剣が成立する。

　一いつ切さいの余分がない、歪みの入る余地もない、シンプルな構造。それは、ある意味において、より高位とされる他の剣よりも優すぐれた点であるとも言える。

　例えば、インサニアという剣がある。これには、使用者の恐きよう怖ふ心を棚たな上あげし、戦せん闘とう中は怯おびえずに済むという特筆能力タレントが発現している。しかしこれは、言い換かえれば、インサニアは、「怯えて当然の戦いに向かう」時にしか性能の全すべてを引き出すことができないということでもある。それのみならず、その特筆能力タレントを活いかすように組み上がっているインサニアの構造自体が、異なる目的の戦いの中では足を引っ張るようなことだって考えられるのだ。

　パーシヴァルには、そういうリスクが一切ない。特別なことのできない剣、言い換えれば、使用者の意志によって、特別ではないあらゆる用よう途とに向けて使える、柔じゆう軟なんな剣。

「……なるほどねぇ」

　たぶん、こういうことなのだろうと思う。

　あのリーリァ・アスプレイ殿どのは、何かの迷いか考え事を抱えたままで、使い慣れないパーシヴァルを使った。その際、慣れていたセニオリスと同じような感覚で、魔力ヴエネノムを熾おこし、通し、増ぞう幅ふくし、研とぎ澄すました。

　セニオリスは、死を与あたえることに研ぎ澄まされた剣だ。あらゆるモノを、それこそ人間には「死」を理解できない高位の竜りゆうですら、死体にしてのける特筆能力タレント。それを振ふるうということは、もはや別の解かい釈しやくの余地もなく、ただ「何かを殺す」ということだけに直結する。

　聖剣カリヨンを自ら振るう者ではないアデライードには、感覚的にしかわからない世界ではある。しかし聖剣カリヨンを知ち悉しつする者として、感覚的にはわかる話ではある。

　特化していない道具に、特化した道具と同じ働きを求めた。結果として生じた大きな歪みが、刀身そのものが融ゆう解かいするほどの、大きな破壊を導いた。

（相変わらず、不器用なコですこと）

　腰こしに手をあて、『いやはやまいったね』の溜息を吐く。




　さて、ここはアステリッド商会の持つ、護符タリスマン店のひとつである。

　ここでは、さほど値の張らない、それこそ庶しよ民みんでも手の届く金額のものを主に扱っている。店構えの基本形は、ちょっとした宝石店のそれ。そして、本来の客層も似たようなもの。求きゆう婚こんのついでに恋こい人びとに護符タリスマンをプレゼントしよう、今なら特別なリボンもつけちゃいます、のような売り方をメインにやっている。

　そんな店内にあって、ヴィレム少年と、もう一人の準勇者クアシ・ブレイブの姿は、少々……いや、かなり浮うき上がっていた。




「そんなわけだから、代えの聖剣カリヨンが必要なんだ。良さそうなの、都合できないか？」

「うーん」

「あ、代金なら教会のほうから出るから」

「いや、そこを心配してるわけじゃないんだけど……もちろん大事ではあるけど」

　時間帯が半はん端ぱであるせいか、店内に他の客の姿はない。店員は何度となくこちらに視線を向けてくるが、オーナーとその客の会話に首を突っ込むこともできず、すぐに自分の仕事に戻もどる。

「ヴィレム君が使える剣ねえ……いや、うちにもパーシヴァルコンセプトの剣ならあるし、それでよければってとこだけど」

「何か違ちがうのか？」

「この国のニーズの問題でね、ベースはもちろんパーシヴァルだけど、『矢傷を凌しのぐ』特筆能力タレントとかを発現させたりしてる」

「んー？」

　ヴィレムが眉まゆを寄せる。

「それ、使いづらくなってねーか？」

「あはは」

　自分の店の売り物の話である。ヴィレムの指し摘てきに同意もできず、曖あい昧まいに笑う。

　まあ、そういう意見が彼から出るのはわからないでもないのだ。もともとどうとでも使えてたはずの領域を、その特筆能力タレントにしか使えなくしているわけだから。

　そしてもちろん、彼くらいしかそんなことは言い出さない。

「──そこで単純に『強くなってる』と考えない辺り、さすがだよ本当に」

　代わりに、横から滑すべり込んできた男の声が、アデライードの心中を代弁してくれた。

　ナヴルテリ・テイゴザック。

　年はよくわからないが、三十がらみといったところか。いかにも女を泣かせていそうな整った顔に、にやけた笑えみを浮かべ、無ぶ精しよう髭ひげを生やしてやれば彼の顔になる。

　首から下は、筋肉質ながら引き締しまった体を、自身の出身であるという、ガルマンド砂流連れん邦ぽうの民族衣い装しようで包んでいる。

「褒められてる気がしねぇんだけどよ」

「褒めているんだよ、含ふくみなしに」

　男は肩かたをすくめてから、アデライードに顔を向けて、

「さて、便乗で悪いんだけど、ここの聖剣カリヨンの品しな揃ぞろえ、僕も見せてもらっていいかな。この通り、僕もまだ専用の剣を持っていない身分でね」

　ぽん、と柄つかを叩たたかれたのは、おそらくこれも帝てい国こく工こう房ぼう製であろう、ディンドラン。

　最近になって生産が始まった、パーシヴァルの改良型である。パーシヴァルよりも二回りほど大おお振ぶりで、その分重く、性能は全体的に一回り引き上げられている。そしてやはり、上位の聖剣カリヨンに比べれば格の低さは否いなめない。

「専用の剣って？」

「準勇者クアシ・ブレイブはほら、偉えらいし有名だからね。かっこいい英えい雄ゆう譚たんの主人公になるのも仕事のうちなんだ。そうなると、使っている相棒も、それ自体で伝説を背負えそうな唯ゆい一いつ無二の聖剣カリヨンであることが望ましい。リーリァ嬢じようのセニオリス、バダルトン卿きようのロクス・ソルス、アヴグラン君のプルガトリオ。少なくとも、どこにでもあるような量産型を使っていたんじゃ、いまいちハッタリが利きかない」

「ふむふむ」

　ヴィレムのほうをちらりと見て──あからさまに不機嫌な顔で話題を聞き流している──それからナヴルテリの語りの続きを聞く。

「そんなわけで、讃さん光こう教会は準勇者クアシ・ブレイブに、自分専用の剣を持つことを求めてる。そのために、教会所蔵の高名な剣の試しもさせてくれる。剣に選ばれればそのまま持っていっていいってこと、なんだけど」

　ナヴルテリはヴィレムに向かって微笑ほほえみ、

「僕らはまだそれができてない、ってことさ」

「事情が違ちげぇだろ。俺はあそこの剣の全部にフられた。このおっさんは準勇者クアシ・ブレイブになって日が浅いから、まだ試しの部屋に入ってないだけだ」

　ふてくされたヴィレムが、そっぽを向きながらそんなことを言っている。

「事情はわかったけど……つまり、うちの在庫に、セニオリスやらロクス・ソルスやらプルガトリオやらと同格の派手さを求めてるわけ？」

「その辺りは、上の事情と現場の事情で少し違うね。僕らが求めるのはあくまでも、戦場で命を預けるに足る相棒だ」

　またちらりと横を見て、

「ヴィレム君は、相棒にはあくまでも臨機応変さを求めてる。僕は、そうだな、僕が最後まで膝ひざを折らないように、どんな時でもお尻しりを蹴けってくれる剣が好みかな。さっき言ってた『矢傷を凌ぐ』とかは、なかなかにポイントが高い」

「ふうむ」

　アデライードは、いつの間にやら、身を乗り出して話を聞いていた。

　聖剣カリヨン技師としても商売人としても、実に興味深い話題だった。これはつまり、自分のところの商品を使うお客様の──それもトップクラスの上客たちの──生のニーズの声だ。聞き逃のがせるはずがない。

「俺はずっとパーシヴァルでいい」

　むすっとした顔の少年はそんなことを言っている。すっかり意地を張っている。正直かわいいと思ってしまったが、本人にバレたら大変なので態度には出さない。

（そういえば、特筆能力タレントのない聖剣カリヨン、ひとつ倉庫にあったっけ）

　ふとそんなことも思い出すも、まあ、あれについては特殊すぎるというか、格が高すぎる。少なくとも、まったくもってヴィレム少年向けではない。忘れることにする。




　店の外から、鐘かねの音が聞こえる。

　もう夕刻か、とアデライードは思う。

　当たり前だが、時間は流れる。人がやるべきことを済ませていようといまいと、平等に冷れい酷こくに正確に無感動に、ただ流れ続ける。そしてアデライードは、今日やっておきたかったことのほとんどを、まだ片付けられていない。

　さぁて、そろそろこの場を切り上げて、セニオリスの御ご機き嫌げん伺うかがいを始めましょうかね、と。そう思って伸のびをひとつしたところで、

「ヴィレム君？」

　少年が、ぼんやりした顔をしているのに気づく。

「……ん？　あれ？」

「どうしたの、急に遠い目しちゃって。ホームシック？」

「いや、そういうのじゃなくて……なんつーか……」

　少年が黒くろ髪かみをがじがじと搔かく。

「ちぃと用事を思い出した、行ってくる」

「どこに？　晩ごはんは？」

　質問には答えず、

「剣けんの話な、その、さっき言ってたご当地パーシヴァルを使わせてくれ。どうせ他ほかの高位のやつは使えねぇだろうしな。後から自分で細かいとこいじるから、調整マップだけ別べつ枠わくで見せてくれ」

　それだけ言って、本当に出ていってしまう。

「……行っちゃった」

「妙みように急いでいたね。デートの約束かな？」

「誰だれかさんじゃあるまいし」

　去り際ぎわの少年の後ろ姿が、ぼんやりと思い出される。その瞳ひとみがきらりと紫むらさき色いろに光って見えたのは、ちょうどそのタイミングに差し込んできた、夕ゆう陽ひのせいだろうか。

「ご当地パーシヴァルかぁ。土産みやげ物みたいに言われちゃったなぁ」

「この旅の記念品としては悪くない。土地のエンブレムを彫ほり込んであったりすると、なお思い出の品らしくなるところだけど」

「残念、当店ではそのようなサービスは行っておりません」

　顔のいい男の軽口を、こちらもまた軽口で返す。まるで社交界の一幕のようだとアデライードはぼんやり思う。そういうのは苦手ではないが、それほど好きでもない。

　では改めてこの場を辞して工房に向かおう、そう思ってナヴルテリの顔を見て、

「……ナヴルテリさん？」

　その表情が、妙に険しいことに気づく。

「どうかしたの？」

「いや……少し、胸むな騒さわぎがしてね」

　ナヴルテリは小さく首を振ふり、

「ともあれ、ヴィレム君がいなくなったなら聞きやすい。ひとつ尋たずねたいんだけどいいかな、せっかくレディと二人きりだというのに、無ぶ粋すいな問いになるのは心苦しいんだが」

　二人きり、ねぇ。

　ちらりと横目で、仕事中の店員の姿を認める。もちろん会話に割り込んでくるような真似まねはしないが、いない者扱あつかいするのもそれはそれでどうなのか。「二人きり」という言葉を会話に織り交ぜ慣れていると、そのへんの感覚も変わるのだろうか。

　ともあれ、

「……内容によるけど？」

「『石笛』の行方ゆくえがわからなくなった」

「え」

　驚おどろいて、息を吞のんでしまった。

「『石笛』、つまりヨーズア氏が秘ひ密みつ裏りに鍛きたえた、ゼルメルフィオルの複製品。ヨーズア氏は生前、ある秘密組織に属していた。『石笛』は例の夜が来る前に、その組織の人間の手に流れ、昨夜まではラクレイ家が管理していた。そこまでは僕も追えていた」

　静かな小声で、ナヴルテリは語り始める。

「ま、待って待って」

　石笛。その名をいちおう、アデライードは知っている。ヨーズア・アステリッドの死後、彼がボスに隠かくれて何をしていたのかを洗い直した結果、出てきた名前だ。

　古聖剣を複製しようとして、失敗して、半端に格の高い聖剣カリヨンが出来上がったので使い道も見つからず、死蔵することになったと。正規に造り上げられたものではないので銘めいはなく、仮のものとしてつけられた名が、その『石笛』なのだと。

　だが結局その保管場所は特定できず、今は忙いそがしいし大した危険でもないからと、対処は後回しになっていた。

　本来誰よりも情報を集められるはずの場所にいるアステリッドのボスですら、その程度にしか知らないのに。

「もとは冒険者アドベンチヤラーだからね、裏側の情報には色々と伝つ手てがあるんだ」

「そういうレベルの問題なの……？」

　うめくように言うアデライードに構わず、ナヴルテリは続ける。

「ラクレイ家が所持していたその『石笛』を、何者かが強ごう奪だつした。それもどうやら、相当に強ごう引いんな手段を使ってだ。大勢で押し入って、多くの死体を出して、最後に火を放ちすらした。問題は、普ふ通つうに考えれば、『石笛』にそこまでして手に入れるほどの価値がないということなんだが……」

「待って」

　横目で確かく認にん。自分が聞いてはならない話題だと察したのだろうか、店員は姿を消していた。さすがアステリッド直営店、店員の教育も行き届いていると小さく感心する。あとでバイズメイさんに言ってあの店員の給料に色をつけてもらおう。

「ラクレイの縄なわ張ばりで、大勢で押し入って、たくさん殺して、火を放った？」

「ああ」

「その手口は知ってる、けど」

　先日セス家の長女から聞かされた、『燃もえ殻がらネズミ』の話を思い出す。まさにたった今ナヴルテリが話した通りのことを既すでに幾いく度どか繰くり返していた、正体不明の奇き人じん集団。

「どうして、連中が、その『石笛』を？」

「……君も理由はわからないか。となると、いったん手が詰つまってしまうな。あまり後手に回りたくはないんだが……」

「待って待って待って待って」

　ぱん、と手を叩たたき、話を強引に打ち切って、

「どうせ最初からそのつもりなんでしょう、小出しにしないで全部話しなさい。うちの副アンダーボスが見えてなかったところで何を企たくらんで、何を狙ねらって剣を鍛えて、その剣に本来ある価値はどんなもので、どうしてラクレイがそいつを保管するはめになって、それから」

　ナヴルテリ・テイゴザックは、たぶん、できる男だ。妙な見み栄えやプライドに狂くるわされ物事の優先順位を見失うことがない。必要なことがあれば、それが必要だという理由だけで、やってのける。

　このあたり、リーリァやヴィレムにも見られる特とく徴ちようなので、讃さん光こう教会の聖人にとっては普通のことなのかもしれない……あるいはそれを普通にやってのける人種しか勇者ブレイブにはなれないということかもしれないが。

　その彼が、ヴィレム・クメシュがいなくなった直後のタイミングを待ってから、この話を持ち出した。そこに意味を見み出いださないほど、アデライードは吞のん気きではない。

　目の前の男の瞳を睨にらみつけ、

「どうして、その話をわたし一人だけを相手にするのか」

　疑問を、ぶつけた。

「……その問いをすぐに出せる抜ぬけ目なさを確認したかった、というのがひとつ」

　ナヴルテリは驚きも戸と惑まどいもせず、続ける。

「これは勇者ブレイブとしての使命とは関係のない、どちらかというと君たち、バゼルフィドルの支配者層の間の揉もめ事に近い。立場的に考えても、僕らは下手に手を出すべきではない。しかしヴィレム君たちは、知ってしまえば簡単には割り切れないだろう」

「あー……」

　それは、いかにもありそうに思えた。

　ヴィレムにせよリーリァにせよ、盲もう目もく的てきな正義漢であるというわけではない。市民的な基準から言えば、善人とも言い切れない。自分が関かかわるべきではないことには関わらない、そうするだけの分別はある。そして、たぶん苦しむだろう。正義漢ではなくとも、善人ではなくとも、倫りん理りや良識はある。すべてを割り切って考えられるほど、擦すれ切れてはいないだろうから。

「それと、もうひとつ。この話は完全に身内の恥はじなんだけどね。情報の漏もれ方、先手の取られ方。今回の件は少々、面めん倒どうな状じよう況きようになっているようなんだ」

　一いつ拍ぱくを挟はさんで、ゆっくりとした声で、言う。

「この一件の犯人は、どうやら、讃さん光こう教会関係者に通じている」





３．猫ねこと猫と猫と、ひとつの異変






　猫がいる。

　黒がいる。白がいる。茶がいる。無地がいて、縞しま模様がいて、まだら模様がいる。大おお柄がらなもの、小柄なもの、細いもの、丸いものがいる。そしてそれらのすべてが、床ゆかに落ちた黄金こがね色の陽だまりに、身を寄せ合って丸くなっている。

「おお……」

　なんて神こう々ごうしい光景なんだと思った。

　世界の真理を見たような気分だった。

　完成した世界が、今そこにあると思った。

　あれは、自分などが下手に近づいていいものなのだろうか。人間の気配ひとつが、この暖かな静せい寂じやくを乱すことになるのではないだろうか。それは恐おそろしい大罪なのではないか──そんな思いが、リーリァの歩みを鈍にぶらせる。

「失礼」

　そのすぐ横を、一人の黒服がすたすたと通り過ぎて行った。

　猫たちが反応する。耳がぴくりと揺ゆれて、めいめいに顔を上げて、黒服の姿を認めて、起き上がる。歩き出す。

　当の黒服は猫たちを無視して部屋の隅すみへと向かい、手にしていた五枚の皿を、それぞれ少し離はなして床に置く。猫たちが皿に近づき、次々に首を突つっ込む。

「おおー……」

　勢いよく食くらいつくもの、上品に一口ずつ食べるもの、隣となりの皿のほうを気にして目の前の食事に集中できないもの、自分より小さな子猫に肉をゆずってやるもの。

　先ほどの昼ひる寝ねシーンに負けず劣おとらず、いま目の前で繰り広げられている食事シーンも、実に可愛かわいらしい。




　いま、エマ・コルナレスの小屋には、主あるじがいない。

　しかし、主以外のすべては、もちろんそのまま居座っている。




　部屋を見回す──改めて、何もないなと思う。

　施せ療りよう院で退たい屈くつしているであろうエマに、小屋から持ってきてほしい私物などはないかと尋ねたところ、「なんもないです」と即そく答とうされた。なるほどあの言葉はそういう意味かと改めて納なつ得とくする。持ってきてほしい私物どころか、私物と呼べそうなもの自体がろくに見当たらない。

（まあ……こんな場所じゃ、ものを所有すること自体が難しいか）

　小屋は、不ふ揃ぞろいの木の板を組み合わせて造られた、ちょっと大きなだけの木箱のようなものである。雨風に耐たえるだけの丈じよう夫ぶさはあるが、人間がその気になれば簡単に壁かべを破れるだろうし、そもそも扉とびらにまともな鍵かぎがついていない。高価な財産を私有しようとしたところで、それが誰だれかに知られてしまえば、あっという間に盗ぬすまれてしまうだろう。

　シリルが土産みやげに学習用の絵本を持っていったのは、なるほど、そのへんまで読みとってのことか。ええい、よく気のつくやつめ。

　そのリーリァの表情をどう読んだか、

「近くに、古ふる網あみ区画というものがあります」

　黒服が、何やら説明を始めてくれた。

　ちょっと過か剰じようなくらいに気の利きいたやつだ。さすがアデライードの側近。

「主に、よその縄張りを追われ行き場を無くした連中が流れつく場所です。半ば無法地帯ですが、うちの商会からの援えん助じよで充じゆう分ぶんな物資が出回っています。小さな子供でも、それなりの立ち回りができれば、その日の食事には困りません」

「……ありがと」

　そういうことを考えていたわけではないし、それくらいの事情はあるんだろうなとは想像済みだったけれど、その説明自体はちょっと嬉うれしい。

　なーあ。腹のふくれた猫の一いつ匹ぴきが、足元にすり寄って来た。体の模様に覚えがある。以前にこの小屋を訪おとずれた時にも、やたらと甘えてきた中の一匹だ。小屋の主がいない今も、愛あい想そのよさは健在であるらしい。

　あれからそう長くは経たっていないはずなのに、少し瘦やせたように見えるのは気のせいか。

「この子たちのエサやり、毎日来てるの？」

「ええまあ、ボスの命令ですから」

　黒服は素す直なおに頷うなずいた。

「もっとも、こいつら、ここにいない時は、近くの漁場で鼠ねずみ捕とりをしているそうです。そこで給金代わりの小魚をもらっているので、この小屋でエサをもらわなくとも生きてはいけるはずだとか」

「たくましいなあ」

「生活基き盤ばんが別にもある以上、こうしてエサをやり続けないと、この小屋のことを忘れてしまうかもしれませんね」

　──あー。そうか。そういうことも、ありうるのか。

　たぶん何の意図もなかっただろう、黒服の軽い一言が、妙みように心に引っかかる。
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「ちょっといい？」

　施療院の廊ろう下かで、エマを担当する看護師を捕つかまえた。

「勇者様」

「ああうん、勇者様だけど、この国の人にそう呼ばれると違い和わ感かんあるな」

「でも、救世の切り札になる方だと伺うかがいました」

「うんまあ、そのへんいちおう事実なんだけど、そういうのって周知されてないところで一部だけが言っていると痛々しいよね？」

「はぁ……」

　わかってもらえなかったようだが、まあ、本題はもちろんそこではない。

　エマの現状について尋たずねてみた。

「ええ。体調には、その、わかりやすい問題はないはずですが……」

　どこか歯切れ悪く言う。

「はずですが、ってことは、何かある？」

　リーリァが問うと、看護師は言いにくそうに、

「ときどき、何もないところを見ていたり、何かにぶつかったようによろけたりしているんです」

（それだけ？）

　特筆するほどの異状なのだろうか、それは。

「まだ体力が戻もどっていないだけ、とかじゃなくて？」

「わかりません。わかりませんが……」

　目が泳いでいる。

　ああなるほど、と、その心配の正体を察する。

「昔の病気、翠すい銀ぎん斑はん病だっけ？　あれが再発したんじゃないか、って思ってる？」

　看護師は息を吞のむ。図星だったらしい。

　原因不明で詳しよう細さい不明、いきなり流行はやっていきなり鎮ちん静せいした奇き病びようだったと聞いている。エマの瞳ひとみの翠銀色は、治ったその病の後こう遺い症しよう。そのエマが原因不明で詳細不明の不調を見せているとなれば、確かに、不安になるのもわからないでもない。

　そして困ったことに、リーリァには、その不安を拭ぬぐう手段がない。たぶん大だい丈じよう夫ぶだよ、安心して──そんな、その場限りの気休めを言うだけの知識もない。




　看護師とのそんなやりとりで、すっかり勢いが削そがれた。

　リーリァの持つ社交性には、多少の偏かたよりがある。お姫ひめ様として生まれて数年を生きてきたので、上流階級がどういう場所であるかの知識や、そこで生き抜くために何を見て何を聞けばいいのかはわきまえている。国を失い放ほう浪ろうした日々や、ヴィレムと共に師に学んだ毎日や、正規勇者リーガル・ブレイブになってから各国を巡めぐった経験も、それぞれに色々な人々との付き合い方を教えてくれた。

　だが、ひとつだけ。

　そう、肩かた書がきと関係なく出会った、初めての「ゼロからの友人」相手の距きよ離り感かんだけは、よくわからない。なまじ他ほかのシチュエーションならば小器用に対応できるだけに、自分の中にセオリーの出来上がっていない状況を前にすると、気き後おくれする。

（ええと……）

　病室の扉の前で立ち止まり、しばし考える。まずは体の調子について尋ねる。それから、きっと退屈しているだろうから、楽しそうな話題をこちらから切り出す。

　猫たちの様子を見てきたよ、とか。

　港のほうで大きな鮫さめを見たよ、とか。

　絵本どうだったか、面おも白しろいやつあったか、とか。

（よし、このへんでいくか）

　思いつく話題を予あらかじめ頭にストックしながら、エマの病室の扉に手をかけた。

　開いた。

　しまったノックを忘れていた、と手て遅おくれになってから気づく。まあいいやそのことについて謝るところから会話を始めようと、内心でこっそり開き直る。

　扉が開けば、部屋の中が見える。

　当たり前だが、間取りなどは以前に訪れた時と変わっていない。白い壁かべ紙がみ、大きな窓、やや背の高いベッド、そこに横になっている黒くろ髪かみの少女。

　そして、その少女の眼前に漂ただよう、薄うす紫むらさき色の、靄もやのような何か。

「────ッ!?」

　一いつ瞬しゆんの驚きよう愕がくをすぐに意識の隅に押しやり、警けい戒かいに置き換かえる。

　なかば反射的に、体が動いた。扉からベッドまでの距きよ離りを強ごう引いんに跳ちよう躍やく、手を伸のばす。その手のひらが、エマの眼前、何もないはずの空間を、摑つかんだ。

（毒、いや、呪じゆ詛そ、いやそれとも少し違ちがう──!?）

　虚こ空くうを握にぎりしめるだけだったはずの指先に、奇妙な感覚が伝わってくる。焼けるような熱さと、刺さし貫つらぬかれるような冷たさの混在。柔やわらかな獣けものの肌はだと、硬こう質しつな魚ぎよ鱗りんの触しよつ感かんの共演。それが何なのか、まったくわからない。生き物なのか、違うのか。そもそも五感でその存在を知ってしまうこと自体が間違いにすら感じられる。

　ただひとつだけ言えそうなことは、

（これは、危険だ──！）

　魔力ヴエネノムを熾おこしても間に合わない。その一瞬の判断のもと、違う技わざに頼たよる。以前に一度見たことのある光炸掌をアレンジ、破は壊かい力のすべてが手の内側で完結するように技をアドリブで組み替かえてから、実行。

　ばづん、という小さな音が、自分の骨を伝って聞こえたような気がした。




　ぢぢっ、




（…………？）

　手の中のものが、確かに消しよう滅めつした実感。

（何、今の、違和感……）

　世界がかすかに揺ゆれたような。同時に、視界のすべての見え方が、その瞬間の前後でほんの少しだけ変わったような。

「リ、リーリァさん……」

　震ふるえる声。エマが怯おびえている。

「今の……何、ですか？　鳥とか、じゃ、ないんですよね？」

「たぶんね。あれ、ここにずっといたの？」

　なぜか、答えに迷うような沈ちん黙もく。

「たまに、何かいるみたいな感じはするんです。でも、いつもはっきりは見えなくて」

「じゃあ、今回が初めて？」

　エマは小さく頷うなずく。

　なるほど。リーリァは納得しつつ、心中で舌打ちする。

　ふだんは存在感だけがそこにあり、まともに観測されて初めて実体を持つタイプの特異現象。幽霊ゴーストやら妖精フエアリーやらといった連中の同類か。

　もともと、存在するしないの境目にある連中なので、観測記録そのものが少ない。人に害を及およぼし、敵として討とう伐ばつされた記録となればなおのことだ。つまり、こいつが出てきたらこう対処しろというセオリーが確立していない。少なくとも、リーリァはそんなものを知らない。

「えと、たぶん、虫かな？　見るからに毒虫って感じだったから捕まえようとしたんだけど、逃にげられちゃったみたい」

「え……」

「窓、閉めといたほうがいいかもね。そろそろ風が冷たくなってきたし、病やみ上がりの体にも毒だろうし。なんか腐くさった魚みたいな臭においもしてるし。どっかのうちの晩ばんごはんかな、施せ療りよう院近くとはいえチャレンジャーだよねえ──」

　軽い口調で適当なことをまくしたてながら、立ち上がり、窓へと向かう。

　そのついでに、ちらりと自分の手に目を落とす。

　奇妙な無数の傷がついている。海栗うにを握ったような刺し傷、廃はい棄きされたナイフの山に無造作に手を突つっ込んだような切り傷。大きいもの、小さいもの。いずれも浅いし、放ほうっておいても大した問題はなさそうには見えるが。

　少量とはいえ、血が、流れ出している。

（…………こいつは）

　エマに気づかれないように、表情を引き締しめ、手を握りしめる。

（どういうことかはわからないけど……こいつは、まずい事態だ）





４．海の見えるレストラン






　海の見えるレストラン。

　もちろん、このバゼルフィドルにおいて、海が見えることは何のアピールにもならない。むしろ見えないほうが、内陸部に近いということで、高級感を演出できるとすら言われているらしい。しかしそんなことは外国人のリーリァたちには関係ないし、食べる料理の味にも関係ない。




「なかなかですね、ここのムニエル」

　もごもごと口を動かしながら、これはシリル。

「脂あぶらと塩味が強すぎる気はしますが、ご当地の味ということで許容範はん囲いです。さすがアステリッドの主あるじの薦すすめる店というだけありますよ」

　フォークを置いてワインを一口。そのグラスをテーブルに戻してから、

「食欲、ないんですか？」

　そんなことを聞いてきやがった。

「あるけど、食べるより先に報告を聞きたい」

「冷めますよ。難しい話と並行で食べるのは、消化に悪いですし」

「心配事を抱かかえたままでいるほうがよほど胃に悪いでしょ。あんたがエマちゃんは任せろっていうのをとりあえず信じて、あたしは病室を離はなれた。でもそろそろ経過の説明くらいはないと、とりあえず以上に信じていいのかがわからない」

　ふうん、とシリルは鼻を小さく鳴らす。

「──エマさんの件の対処は済ませてあります」

「具体的には」

「医者にお願いして、エマさんの病室を封ふう鎖さしました。しばらく、誰だれもエマさんに会うことはできません」

「あー」

　それはなんとも素す早ばやい対応だ、と一瞬だけ感心する。そしてすぐに、それでは意味がないのではないかと思い当たる。

「待って。それ、ただエマちゃん一人を危険な目に遭あわせてるだけじゃないの。あの靄だか海栗だかよくわかんないアレ、ほんとよくわかんなかったけど間違いなく危険なやつだから。もっとこう、部屋を替かえるとか護衛をつけるとか施療院ごと焼き払はらうとか」

「落ち着いてください」

　シリルは重い息を吐はいてから、

「勇者様の予想で、正解だったんですよ？　エマさんの周囲に出現しているのは、観測して初めて実体を持ち始めるタイプの怪かい異い現象。しかし、誰にでも見えるようなものではないし、しかしエマさん自身に特別な眼めがあるわけじゃありませんから、他の観測者が近づかなければ害は発生しません」

「む」

「というより、本来見えないはずのものを見み抜ぬくような、反則的かつおせっかいな眼力の持ち主がいなければ、大した問題はないんです。具体的には勇者様と、あといちおう準勇者クアシ・ブレイブのお二人ですね。この三人を立ち入り禁止にしてしまえばひとまず安心です。誰にも会えないようにしたのは、万が一に備えての念のためですよ」

「むぅ」

　リーリァは間の抜けた声を繰くり返すことができない。

　こめかみに指をあてて、少し考えて、

「ただの妖精フエアリーとかじゃないとは思うんだけどさ、もしかしてシリル、あの化け物の正体、特定できてる？」

「特定、というと語ご弊へいがありますが、予想だけはできています」

　シリルは少し考えてから、

「あの夜、エマさんが何に変異させられかけていたのかは、覚えていますね？」

　この女、質問に質問で返しやがった。

「正規勇者リーガル・ブレイブの大先せん輩ぱいでしょ」

　リュシル・ザクソイト。

　遠い過去において、歴史上二人目の正規勇者リーガル・ブレイブであった人物。

　古聖剣ゼルメルフィオルの正規の、そして史上唯ゆい一いつの使い手。そして、そのゼルメルフィオルが、長い時間を経た今も求め続けている主。

「そのリュシル様の具体的な戦歴を、どのくらい知っていますか？」

「んあ？」

　奇妙な質問で返された。

　当時は今のような製紙技術などなかったし、統一された書き文字がなく地方ごとに記法がばらばらだったし、長い時の中でほとんどの口伝は失われてしまったしで、ろくな記録が残っていない。

　断だん片ぺん的な、神話や童話のような逸いつ話わを通してのみ、その伝説は語られる。確かに実在していた人物のはずなのに、その不確かさは、幻げん想そうの住人とほとんど変わらない。

「あー……いや、世間で知られてるレベル止まりかな」

　リーリァは、讃さん光こう教会の、最高位の聖人──偉えらい人である。だから過去の勇者ブレイブたちに関しても、教会の記録を通して、世間で知られているよりは詳くわしい情報に触ふれている。それこそ、対外的には厳に伏ふせられているような禁きん忌きの知識ですらだ。

　なのに、十代以上遡さかのぼった正規勇者リーガル・ブレイブたちについては、ほとんど知らない。なにせ、教会の記録そのものがほとんど残っていないのだから。

「でしょうね」

　シリルは頷く。

「リュシル・ザクソイトの記録は、ほとんど残っていない。賢けん人じん塔とうに集められている資料でも、彼女の伝説として直接語られている情報の量は、世間で知られているものと大差ありません。彼女の存在自体が、後世の学者の捏ねつ造ぞうだという者もいるくらいです──」

　言って、シリルは大きな本をテーブルの上に引っ張り出した。目的のページを開くと、描えがかれている複雑な図形のうち何画かを指でなぞる。

　彼女の使う呪蹟ソーマタージという秘術は、平面上に刻まれた特とく殊しゆな図形を触しよく媒ばいとして使う。今の一連の作業は、その儀ぎ式しきのひとつだ。淡あわい光が紙の上を走り、シリルが仕し掛かけた通りの奇き蹟せきが発現する。

　リーリァにも、ほんの少しだけだが、呪蹟ソーマタージの知識がある。だからわかった。いまシリルが使おうとしている呪蹟ソーマタージは、かなり単純な構造をしている。

（小規模な幻げん覚かく、かな……？）

　少なくとも、でっかい爆ばく発はつを起こしたり、複雑な働きをする幻げん獣じゆうを生み出したりはできない。限定された範囲、それこそ、このテーブルの上くらいの範囲に、視覚を惑まどわすちょっとした幻像を生み出すくらいのことしかできないはず。

　答えは、呼吸ひとつほどの時間も隔へだてずに目の前に現れた。

　いかにも古そうな装そう丁ていの、分厚い本が、ざっと数えて十冊ほど。音もなく、いきなりテーブルの上──料理の少し上の空中に出現する。

「うおう!?」

「賢人塔の第三書庫に積まれてる、持ち出し不可の史書です。内容に問題があるとかじゃなくて、単に古くてボロだから、手て荒あらに扱あつかうと壊こわれちゃうってだけの話ですが」

　指を伸のばして、その史書とやらに触れてみる。

　手て応ごたえなく、突き抜ける。当たり前だ。先ほどのリーリァの見立ては正しかった、これはあくまでも、視覚を惑わす小さな幻まぼろしでしかないのだから。

「以前に本物の閲えつ覧らん許可をもらったんですけど、その場で読むのも面めん倒どうだったので、内容ごと幻像素材にしたんです。持ち運びに便利かなと思いまして」

「……そういうの、できるもんなわけ？」

「やってみたら、できました」

「あ、そぉ……」

　こめかみを押さえつつ、リーリァは己おのが身を省かえりみる。

　そうか、他人に言われる『やってみたらできちゃった』は、これほどに人の頭痛を誘うのか。ごめんねこれまでの人生で関かかわってきた大勢のひとたちただしヴィレムを除く。これからちょっと気をつけるから許してねただしヴィレムを除く。

「それでですね、重要なのはもちろん内容のほうなんですが」

　鍵けん盤ばん楽器でも演奏するかのようにシリルが指を動かすと、それにあわせて幻像のほうも動く。本のそれぞれが勝手にテーブルの上で位置を正し、ページがめくれて目的の記述を見せてくれる。

「おお……」

　感動の声が漏もれてしまった。

　なんだこれすごく便利、そしてそれ以上に楽しそう。絵本とかでやったら絶対に子供ウケするはず。

「これらは、後ディルガ王朝中期の、各地の記録です。戦争に紛ふん争そう、怪物モンストラス被ひ害がいとその対処、収しゆう穫かくの多た寡かや税の徴ちよう収しゆう状じよう況きよう、街かい道どうを通った商人たちの帳ちよう簿ぼなど。リュシルが生きていたとされる時代の痕こん跡せきですね」

「ふむ？」

　シリルが何を言わんとしているのかがよくわからない。

　相あい槌づちだけを打って、先を促うながす。

「記録した者も、場所も、これらの本にまとめた者もバラバラ。当然ですが、内容にもあまり共通点はありません」

「だろうね、それで？」

「数少ない共通点として、恐おそろしい怪物モンストラスの話が出てきます。その怪物モンストラス自体が恐ろしいというわけではないんですが、周りに不可視の毒虫が無数に隠かくれている。ふだんは無害だけれど、誰かに気づかれると、そのお化けたちが姿を現して襲おそってくる」

「……それだ」

　ようやく話が繫つながった。いまシリルの語ったその「怪物モンストラス」の話は、先にエマの病室でリーリァが出くわした現象とよく似ている。

「エマちゃんのそばにいるのはその毒虫だ。で、伝説には語られてない中でそいつを倒たおしたのがリュシル先輩だから、その方法を探さぐろうって話になるわけね」

「違ちがいます」

　きっぱりと、否定された。

「なんで」

「考えたくないのはわかりますが、わざわざ思考を歪ゆがめてまで違う結論に逃にげないでください。そちら側ではありません」

　──ああ。そうだろう。わかっている。

　正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイは、既すでに、喪そう失しつというものを理解している。老ろう若にやく男なん女によはもちろん、善悪や美び醜しゆうすらも関係なく、人は簡単に失われるのだと知っている。

　だから、希望から来る思い込みを捨てて普ふ通つうに考えれば、簡単にその結論に至れる。

　溜ため息いきひとつ。

　色々なものを諦あきらめながら、口に出す。




「正規勇者リーガル・ブレイブリュシル・ザクソイト自身が、怪物モンストラスだった」




　自分でもぞっとするほど、熱のない声が出た。

「……と、考えるべきでしょう。おそらくは、人より生まれた人ならざる災さい厄やく。いずれかの卑獣ヴアルガーだったのだろうと」

　他ほかの動物と同じように、人間が卑獣ヴアルガーを生むこともある。

　人間以外の卑獣ヴアルガーとの区別のために、特別に鬼種オグルという名で呼ばれることもある。しかし、極きわめて危険な本質は何も変わらない。

　それらの在り方は様々だ。人間とほとんど変わらない姿の者もいれば、見るからに化け物然とした者もいる。他の卑獣ヴアルガー同様のふざけた膂りよ力りよくを持つこともあるし、身体能力の代わりに奇き妙みような能力を持つこともあるし、そういった強みをまるで持たないままただ鬼として生まれる者もいる。

「エマさんの肉体は、リュシル・ザクソイトのそれに変えられようとした。そしてそれは、部分的には成功してしまっている。過去の彼女が持っていた怪物モンストラスとしての体質を、今のエマさんは再現してしまっているんでしょう──」

　鬼種オグルは、人類に敵対するものだ。

　そして自分は、正規勇者リーガル・ブレイブは、人類に敵対するものを、討うつものだ。

　つまり、結論はひとつ。リーリァ・アスプレイは、無害化されている今のうちに、エマ・コルナレスを殺さなければならない──

「なんで」

　うめくような声。

「なんで、エマちゃんが、そんな目に」

「理由ですか、色々と考えられます。彼女は六年前に流行はやった、翠すい銀ぎん斑はん病でしたっけ、の時期に、ある意味で病を克こく服ふくして生き延びた一人です。体質がリュシルと近かったのかもしれませんし、ゼルメルフィオルと相あい性しようの良い別の要因があったのかもしれない。そのまた原因を考えるなら、住んでいた場所や、家系などの──」

「そうじゃなくて！　なんでエマちゃんなのかって言ってるの！」

　ああ、自分は、ひどい八つ当たりをしている。

　その自覚がある。なのに止まらない。

「いい子なのに！　悪いことなんて、してないのに！」

「人ひと柄がらの善悪やら犯罪歴やらが人の運命に絡からんでくるのは、裁判所と英えい雄ゆう物語の中だけです。それはあなたが一番よく知っていることでしょう、ディオネのお姫ひめ様」

「──あたしは、いい子なんかじゃなかったから！」

　はああああ、とシリルはいつもの重い息を吐はいて、

「勇者様、エマさんが絡むと、ただの年とし頃ごろの子供になるんですね」

　ぐ、と息を吞のんで黙だまり込む。

　その指し摘てきに対しては返せる言葉がない。いつもの自分らしくないことを言っている、その自覚はある。

「……悪い？」

「澄すました天才児モードよりは好感が持てますね。とはいえ、話が進まないので少し落ち着いてほしいとは思いますが」

「落ち着いて何が変わるってのさ」

　拗すねた声で尋たずねると、

「今後のことについて詰つめられますね」

　シリルは眼鏡めがねの位置を直してから、

「現状の打開に使えそうな手をとりあえず三種ほど考えたんですが、どれも私の知識だけでは、可能かどうかの判断すらできない。勇者様とアデライードさんには、さっさと色々確かく認にんしてもらわないといけません」

「ん？」

　おかしなことを言われた気がした。

「今後？」

「もちろん、今後ですよ」

「できることが、あるの？」

「何もしなければ、それこそ勇者様が卑獣ヴアルガーとしてあの子を討つ未来しかないじゃないですか。子供に友達を殺させるとか、それこそ傍そばにいる大人の恥はじです。やれることはやりますし、やれることがなさそうなら創つくり出しますよ」

　目元が熱くなった──のを、根性で堪こらえた。

　泣き顔を、こいつには、見せてはいけないと思った。

「シリルぅ」

「あーはいはい、泣かない泣かない。ムニエル食べますか？」

「泣いてないから！　食べる！」

　シリルが軽く手を振ふると、テーブルの上の書物の幻像たちが消える。その下には、すっかり冷めてしまった魚料理たち。

　一いつ匹ぴき分のムニエルを骨ごと口に放ほうり込んで、ばりぼりとかじる。

　脂あぶらと塩味が強すぎる気がする。冷めてしまっているからなおのこと気になる。だが、おいしい。あと、量がまったく足りない。

「行ぎよう儀ぎが悪いですよ」

　諦めたような顔で言うシリルには「活力補ほ充じゆう優先」とだけ返しておいて、ギャルソンを呼びつけ追加の料理をまとめて注文した。





５．アデライードの工こう房ぼう






　例えばだ。

　絵画の一枚を前に、人が何を思うのか。そういう話だ。

　技法に興味がある者ならば、そこを見るだろう。技わざの選び方、活いかし方、アレンジの利きかせ方、そういったところを評価して何らかの感想を抱いだく。モチーフが気になった者、額や展示法などに目が行った者、金銭的価値だけに興味のある者、それらすべてを自分とは無む縁えんとして切り離はなす者。色々な人がいて、色々な反応を示す。そしてそれは、基本的には、他者から見ても理解のできる──少なくとも説明ができるものとなるはずだ。

　だが、稀まれに、そうではないケースがある。

　一枚の、なんということのない絵を前に、静かに涙なみだが流れる。悲しいシーンを描えがいた絵ではない。それらしい過去があるというわけでもない。そもそもその当人も、なぜ自分がその絵を見て泣き出したのか、理解ができているわけではなかったりする。




「……あー……」

　アデライードは作業の手を止め、涙を拭ぬぐった。

「これは……うん、そうか、そういうことか……」

　目前には、空中に張り付くようにして輝かがやく何十もの金属片へん。それらの間を、調整作業用の簡易呪じゆ力りよく線を伝って光の波が走り回っている。

　古聖剣けんセニオリス、である。

　特大の呪じゆ詛そを取り除く洗せん浄じよう作業、および調整作業。体も回復してきたことだし、依い頼らいされていたそれを再開することにしたのだ……が。

「やめてよね、もう……わたし、そういう話に、弱いんだからさ……」

　工房には彼女の他に誰だれもいない。しかし、仮に誰かがいたとしても、アデライードのこの抗こう議ぎの意味は、さっぱり理解できなかっただろう。それがヨーズアであれば、『天才の感性に凡ぼん人じんがついていけないことに不自然があるかね？』とでも、いつもの顔で言っていたことだろう。

　アデライード自身、自分のこの言動の理由を、理解しきれているわけではない。

　ただ、なんとなく、感じ取れてしまっただけなのだ。

　聖剣カリヨンを調整するためには、その聖剣カリヨンについて深く知らなければならない。どのような素材で構成されているか。どのような護符タリスマンをどのように配置し、どのような呪力線をどのように接続していくか。

　よくできた聖剣カリヨンであれば、それらの背景には一いつ貫かんした目的が、あるいは意志がある。とにかく切れ味に特化したいだとか、持ち主を無事に守りたいだとか、兎うさぎだけは絶対に殺すだとか、そういうやつだ。聖剣カリヨン調整を行う者であれば、たいてい誰でも、その辺り一通りまでは読みとれる。

　そして、問題はこのセニオリスである。

　何者であろうと死者にしてしまう特筆能力タレントがあると聞き、殺意に満ちた剣だと思っていた。故郷を追われ、愛する誰かとは別べつ離りする運命の者にしか扱あつかえない──という俗ぞく説せつを聞き、悪あく趣しゆ味みな剣だとも思っていた。

　そして実際に触ふれ、理解しようと触れ続けてから受けたのは、まったく別の印象。




　これは──確かに、敵を死者にする剣だ。それは間ま違ちがいない。

　けれどそれは、この剣を造り上げた者の目的ではない。あくまでも手段だ。

　あらゆる敵に死を給たまう剣であれば、そういう敵と戦い続けなければいけない戦士の、パートナーでいられる。どんな戦場にでも共に向かい、どんな苦境をも共に切り抜ぬけられる。そして、この剣が抱かかえた目的は、そちらのほうだ。

　一人きりの誰かに、寄り添そう剣。

　そのためだけに、星神ヴイジトルスをも殺せるんじゃないかという常識外れの性能を備えるにまで至った剣。ささやかな目的のために馬ば鹿かでかい力を持つ、それが、アデライードの感じ取った、セニオリスだった。




　天才の才覚というやつの常として、この感覚を共有してくれる者はいない。セニオリスが生まれた経けい緯いを現代に伝える人も書もありはしない。だから、アデライードのこの洞どう察さつが正しいものだったのか、それとも見当はずれの妄もう想そうに過ぎないのか、答え合わせはできない。

　だから、このもやもやした思いは、アデライード一人きりのもの。そして、それに気をとられて作業に集中できないという事情も、アデライード一人きりの問題。

　休きゆう憩けいをいれることにする。

　セニオリスを構成する回路のあちこちに軽く麻ま酔すいを施ほどこして、硝子ガラスケースに戻もどす。

　作業場から離れたテーブルにまで移動し、水すい筒とうに入れて持ってきていたお茶を、カップに入れて飲む。

（──一人きりの誰かさん、か──）

　アデライードの以前の見立てでは、セニオリスは構造上、複数の主あるじを持てないはずだった。にも拘かかわらず、リーリァはもちろん、歴代の主たちは問題なくセニオリスを起動し、振るってきた。

　紅茶に温ぬくもるぼんやりとした思考の中、その理由らしきものが思い浮うかぶ。

　セニオリスは──剣に自我はないから創造した主の意志ということになるだろうが──最初の主のことが、本当に大切だったのだろう。

　だから、その人物と似たような孤こ独どくを生き、似たような苦しみを抱え、似たような旅路を往ゆくような者を見ると、重ねてしまう。他人に思えなくなる。だから、つい力を貸してしまうのだろう。絶望的な戦場に向かう者にしか役に立たない、絶対の死の力を。

「なるほどねぇ」

　くすくすと、小さく笑いが漏もれる。

　なんとも健けな気げで、かわいいやつじゃないかと思う。まるで、あのヴィレム少年のように。

　そして、あの最強の古聖剣を相手にそんなことを考えるのは自分だけなのだろうと、今のこの感情は誰とも共有できないのだと思い、また少し寂さびしい気持ちに浸ひたる。




　扉とびらが叩たたかれる。最初は三度、そして、わずかに時間を挟はさんでから、二度。

「入っていいよ」

　声をかけると、静かに扉が開いた。

　黒服が一人、「失礼します」と一礼してから工房に入ってくる。

「報告？」

「はい。まず、本日の分の猫ねこのエサやり、無事に完かん了りようしました」

「……いやまあ正式に命令出しといて言うのもなんだけど、それはいちいち報告しなくてもいいやつじゃないかなーとか。みんな元気そうだった？」

「はい、食欲にも問題ありませんでした。今回アスプレイ様が同道されたのですが、急の来客にも実に愛あい想そよく」

「それはよかった、ってか何やってんだあの正規勇者リーガル・ブレイブ様は」

　兄弟で子しの聖剣カリヨンを溶とかした後、どこに消えたのかと思えば、まさかそんなところに。

「エサやりの後は、コルナレス嬢じようの見み舞まいに施せ療りよう院へ行かれました。看護の者によれば、実に仲なか睦むつまじい様子とのことで」

　紅茶を噴ふき出しかけた。

「あー……うん。そっか、うん」

　アデライード・アステリッドにとって、エマ・コルナレスは他人である。身内のごたごたに巻き込んだ負い目はあれど、それ以上、踏ふみ込む立場にはない。

　という建前があるので、なんというか、表情のコントロールが難しい。

「そちらについてもまだ報告事じ項こうはありますが、先に本題の──例の件の報告を」

「うん」

　受け取ったファイルに、軽く目を通す。

　先刻ナヴルテリに示し唆さされた案件についての再調査結果だ。つまり、仮か称しよう『石笛』なる叔父おじの造った聖剣カリヨンの行方ゆくえと、『燃もえ殻がらネズミ』たちの挙動。そして、讃さん光こう教会に内通者がいるかもしれないというナヴルテリの疑念の吟ぎん味み。

「うーん……」

　わかっていたことだが、この短時間では、そうそう新しい情報は出てこない。ファイルの記述のほとんどは、既すでに手元にある情報の再確かく認にんにしかならないものだ。

　その中で、気になった一行の上で目を留める。

「……『石笛』の完成度、か」

　ヨーズアの手による、古聖剣ゼルメルフィオルの模造品。

　当人の自称はさておき、ヨーズア・アステリッドの技師としての腕うでは、間違いなく最高のものだった。アデライードのオリジナルである疑ぎ似じ聖剣衣装技術を、ただその設計時に助手をしていたというだけで、正確に模も倣ほうしてのけるほどに。

　そしてどうやら、その腕前は、『石笛』製造の時にも遺い憾かんなく発揮されていたらしい。ファイルに記されているのはヨーズアの残した痕こん跡せきをかき集めたものと思おぼしき雑多なメモの山でしかなかったが、同じ技術をよく知るアデライードにはそれらを通して、叔父おじが何をどれだけの精度で成し遂とげていたのかがおおよそ把は握あくできる。

　そして、ひとつの、意外な結論を得る。

「…………って、これ……」

　眉まゆをひそめる。

　ありえないはずの、いや、ありえてはならないはずのデータがそこにあった。

　自分の勘かん違ちがいだと思った。だからもう一度最初から読み直そうとして、

「それと、最後にもうひとつ、施療院からの報告なのですが」

「ん？」

　顔を上げる。

「ああ、さっき言いかけてたやつか。何？」

「コルナレス嬢の病室が、ライトナー様の指示で、封ふう鎖さされました」

「…………」

　テーブルのカップを手にとって。

　紅茶を一息に飲み干して。

　視線を宙に彷徨さまよわせて。

「…………何、それ」

　アデライード・アステリッドにとって、エマ・コルナレスは他人である。身内のごたごたに巻き込んだ負い目はあれど、それ以上、踏み込む立場にはない。

　という建前は健在だが、それはそれ。

「何よそれぇ!?」

　大きく叫さけび、アデライードは勢いよく立ち上がる。





６．友達だから（２）






　施療院。

　エマの病室の、扉の前に立つ。

　一人きりだ。シリルは事情を説明すると言って院長室へ向かった。一いつ般ぱんの面会時間はとうに過ぎているので静かにお願いします、という余計な一言を残して。

（……エマちゃんの周りの毒虫を、見なければいい……んだよね？）

　数回のノック。それから、

「エマちゃん、いる？　あたしだけど」

　呼びかける。気配が動いたのを感じる。

「ええとさ、理由ワケあってドアの向こうからでごめんなさいなんだけど、変わりとかないかな。しばらく窮きゆう屈くつな思いをさせると思うけど、ちょっと我が慢まんしてもらわなきゃいけないみたいでさ。あ、欲しいものあったら買ってくるけど、何かある？」

　やや早口を自覚しながら、そう言葉を投げる。

「リーリァさん……？」

「そだよ」

　奇き妙みような沈ちん黙もく。

　様子がおかしい、と思う。

「エマちゃん、どうかした？」

「どう、っていうか……」

　口ごもる。

　何が起きたのかはわからないけど、何かが起きたのは間違いない。扉を蹴け破やぶって飛び込みたい衝しよう動どうに駆かられるも、それをやってしまっては元も子もない。どうしたものかという逡しゆん巡じゆんの時間を経て、状じよう況きようは動く。

「正規勇者リーガル・ブレイブ、っていうもの、なんですね」




　────あ、




「エマちゃん」

「すごく強い特別な戦士で、大人の男のひとたちよりずっと強くて、大きな鮫さめとかを簡単に退治できちゃうって」

　ぽつぽつと、つぶやくようなエマの声を、扉に張り付くようにして拾う。

　どうしてそれを、と聞きかけて、その問いの無意味さに気づく。自分はそのことを話さなかった、けれど、周りの者たちに口止めをしたりもしなかった。ここの医者か、看護師か、そのあたりが話したとして何の不思議があるだろう。

「エマちゃん、それは」

「やっぱり、理由、あったんじゃないですか」

　扉ごしの声に、悔くやしそうな力がこもる。

「ナヴルテリさんたちと同じ。悪いものと戦ってるから、わたしを放ほうっておいちゃいけない理由があって、だから近づいてきたんですよね。友達だ、なんて言って」

「ちが……」

「じゃあ、なんで黙だまってたんですか？」

　その声は、意外なほどに静かだった。そしてそのことが、エマの心中の動どう揺ようを、どのような激情よりも雄ゆう弁べんに語っていた。

　なんで黙っていたのか。

　理由なんてなかった。最初はそうだった。話す理由も、話さない理由もなかった。

　そしてすぐに、話さないほうの理由が、まったくもって重要でもなんでもない小さな理由ができた。特別じゃない出会い方をした、特別じゃない友達。その二人の関係に、別の特別を持ち込みたくなかった。ただそれだけの、どうでもいい理由。

　どうでもいい理由、だから、言い訳には使えない。

　エマの問いに対する返事を、そこに使える言葉を、リーリァは、持ち合わせていない。

「……ごめんなさい」

　扉の向こう側から、すぐに、謝罪の言葉が響ひびいてきた。

「ごめんなさい。こんなこと、言うつもり、なかったのに」

　力のない声。

　見えないけれど、わかる。いまエマはきっと、笑っている。

　少なくとも、一いつ生しよう懸けん命めいに、笑おうとしている。

「ごめんなさい……」

　繰くり返される謝罪に、耐たえきれなくなって。

　リーリァは、固く閉とざされたままのその扉の前を、逃にげるように離はなれる。




　　　　[image: ]




　同じ施療院の中、外来客の休きゆう憩けいに使われる一角がある。

　冷えた水を一いつ杯ぱいもらい、長なが椅い子すに腰こしかけ、一息をつく。

　泣きたい喚わめきたい八つ当たりで大地を割りたい。そういう気持ちはもちろんある。しかし同時に、これでよかったのかもしれないと思う自分もいる。

　住む世界が違う、などという腐くされ果てた言葉は使いたくないが、つまりそういうことだ。離れたところで進むお互たがいの人生が、ほんの短い時間だけ交差して、分かれて、また離れてゆく。実によくある当たり前の話。別れ際ぎわがほんの少しだけ気まずいものになってしまったけれど、ただそれだけのこと。

　あとは……エマちゃんにバレないように、こっそりと彼女の問題を解決しよう。特別な正規勇者リーガル・ブレイブサマの力をもって、一度は友達と呼んだ相手の助けになろう──




「見ぃぃつけたぁぁぁ」




　──悲鳴をあげそうになった。

　殺気のような雰ふん囲い気きをまとった何者かが、のしのしと廊ろう下かを突とつ撃げきしてくる。

　顔は憤ふん怒ぬに歪ゆがみ、長い金きん髪ぱつが蛇へびのようにうごめき、瞳ひとみの中には赤々と炎ほのおが燃えていて、舌先からはちろちろと赤い炎が踊おどっていた──というようなことはなかったが、一いつ瞬しゆんそのような錯さつ覚かくを覚えてしまったところまでは本当。

　御ご機き嫌げんななめと思しき、アデライード・アステリッドがそこにいる。

　ふんぞり返って、血の底から轟とどろくような声で、

「聞いたぞこら、あの子の部屋を封鎖したってのはどういうことだ別に病気が再発したってわけじゃないらしいじゃないちゃんとした説明をしてもらわないと納なつ得とくできないし納得できないままだとわたし何をするかわからな──どうしたの、その顔」

　最後の一言だけは、突とつ然ぜんの、いつもの声である。

「顔？」

「なんかこう、ひきつってるっていうか、疲つかれてる感じ」

「……まあ、なんていうか、ちょっとね」

「ふぅん？」

　アデライードは疑うような目でリーリァの顔を覗のぞき込むと、数秒じっくりと観察する。そして突然身を起こすと、手近な棚たなから来客用のカップを取り出し水差しから水を注ぎ、リーリァの隣となりにどっかと腰かける。

「何があったのか話して。一通り、全部」

「なんであんたに」

「理由を挙げろと言われれば、いくらでも出せるけどね。ここはわたしがスポンサーしてる施せ療りよう院だとか、エマ・コルナレスの状況についてアステリッドは把は握あくしておく権利と義務があるとかね。でもまあ、これはそういうのじゃなくて」

　水を一口だけ飲んでから、

「いま、きみの隣にいて、きみの話を聞けるのはわたしだけだ。それじゃ不足？」

　そんなことをのたもうた。

　どういう言い分だそれは、と思った。けれど、

「…………あー。聞いてくれる？」

「うん」

　軽い感じで頷うなずかれたので、そのまま話し始める。




「青春だなぁ」

　これが、先ほどの扉とびらの前でのやりとりについての、アデライードのコメントだった。

「いやいやそんな軽いもんじゃなくて」

「軽い？　青春なめるなよ、若者にとっては目の前の人生のほぼ全部だぞ」

「いやいやそういう話でもなくて」

「いやそういう話でしょ、他ほかの何だって言うのさ。……むしろちょっと安心したかな、きみもあの子も、そういう普ふ通つうのけんか、できるんだなって」

「普通かなあ」

「普通でしょ。話せなかったとか話してほしかったとか、すれ違ったりぶつかったりとか。全部ひっくるめて、すごく健康的な友情してると思うけど」

　友情。

　そうか、これが、一般的にそう呼ばれているやつなのか。

「……ちぇ」

　納得しにくい理り屈くつだったし、言い返したいことはあるけれど、言葉が見つからない。その友情というしろものについて自分が無知なのは、否定できない事実だ。

「どうすればいいか、てのは簡単。仲直りすればいい。友達だよって、もう一度言えばいい。気き恥はずかしくて言いにくいかもだけど、だからこそ効果は抜ばつ群ぐんだ」

　簡単に言いやがって、とは思う。

　けれど、まあ、言う通りにはしようかなとも思う。なんとなく。そう、あくまでもなんとなくだけど。

「今すぐ、はもう遅おそいか。明日にでも、『ごめんなさい』してきなさいな」

「ん……」

　そう頷いた瞬しゆん間かんに見えたアデライードの顔が、めちゃくちゃ優やさしい。むかつく。

　足音が近づいてくる。

　廊下の角から、シリルが顔を出す。

「面会時間は過ぎていますよ」

　いつもの顔で溜ため息いきひとつ、

「一いつ般ぱんの方々は寝ねていらっしゃるはずなので、お話しするなら声を抑おさえてください」

「あー……うん、そうね」

　今さらながら、アデライードが声を落とす。

　最近気づいたことだが、この女、身勝手で傍ぼう若じやく無ぶ人じんのように見えて、意外と正論と良識に弱いところがある。組織の長おさとして良いことなのか、それとも悪いことなのか。なかなか判断の難しいところだ。いやもちろん、判断する必要自体がないのだが。

「それと、ちょうどよかったのでアデライードさん、いくつかお話、いいですか？」

「もちろん。色々聞かせてもらうために飛び出してきたのよ、こっちは」

　小声で凄すごみつつ、尻しりを浮うかせる。

　そういえばいつもの護衛がいないな、とリーリァは今さら気づいた。自作だという、あの長手て袋ぶくろ型の聖剣カリヨン（わけがわからないが事実そうなのだから仕方がない）も、あの夜に壊こわれたままなのだろう、はめていない。

　ここはアステリッドの縄なわ張ばりの内側、いきなり襲おそわれる危険は少ないという判断か。

「あの子に何が起きてるのか、わかってること全部、話してもらうからね」

「ええまあ、それもなんですが、いくつか伺うかがいたいこともありまして」

「何の話？」

「『石笛』を調整し、特筆能力タレントを抑よく制せいしていただきたいんです。できますか？」

「…………ん？」

　アデライードの顔が真っ白になった。

　ゆっくりと、リーリァのほうを見た。

「ごめん。シリルって、こういうやつなんだ」

　やれやれと首を振ふりながらそう言ってやると、アデライードは「そぉ」と力なくうなだれて、しばらくしてから、

「現物を見たこともないから、保証はできない。けれどたぶん、できる」

「そうですか、それは朗報ですね」

「それより、なんでそんなこと聞けるわけ！」

　がばりと顔を上げる。

「極ごく秘ひの『石笛』の存在を知ってるって点についてはギリギリ許すとしても、だったらあれが古聖剣の模造品だってことまで突つき止めてるわけでしょ!?　なら、まともに聖剣カリヨンとして成立してることから疑うべきじゃないの常識的には、特筆能力タレントが発現してるって発想はどこから出てきたわけ!?」

「声を抑えて」

　慌あわてて口を押さえたアデライードが、むぐーむぐーとコントじみた奇き声せいをあげているのを横目に、リーリァはもう一度、同じ言葉を繰り返す。

「ごめん。シリルって、こういうやつなんだ」




「リュシル・ザクソイトは怪物モンストラスでした。彼女の剣であるゼルメルフィオルによる干かん渉しようで、いまのエマさんの体質は、同じ怪物モンストラスへと変化しつつあると推測できます」

　という説明を聞くのは、リーリァは二度目だが、アデライードは初めてである。

　ぽかんと口を開けて、その表情だけで、ナニイッテンダコイツと語っている。うん、気持ちはよくわかるぞ。

「かなり厄やつ介かいな状じよう況きようではありますが、いちおう、打開できるかもしれないヒントはいくつかあります。ひとつめは、ゼルメルフィオルを振るっていたころのリュシル・ザクソイトは、正規勇者リーガル・ブレイブ……すなわち人間として生きていたということ。そのまま考えれば、少なくとも当時は『リュシルを人にする』手段があったということになります」

「……改かい竄ざんされてるとか、そうでなくても別人の記録が混ざったとか、そういう可能性もあるんじゃない？」

　ぶっとんだ話にも、それでも食いついてこようとするその姿勢を高く評価したい。

「ありますが、確かく認にんのしようのないことですし、深く考えても足が止まるだけで益がありません。とりあえずは手持ちの材料で、もっとも成果のとれそうな手段を見つけるところから始めましょう」

「経営者としては簡単に頷けない理屈を持ち出されたなぁ……」

　そのぼやきはつまり、アデライードの中の経営者として以外の部分はその理屈を吞のみ込んだということだろうか。技術者として、開発者として、あるいは他の何者かとして。

「第二のヒント、古聖剣ゼルメルフィオル自体の特筆能力タレントについて。選ばれし者にしか扱あつかえない剣を無理やり起動しようとした結果、何が起きました？」

「翠すい銀ぎん斑はん病が広がった」

「それは、失敗の結果の一いつ端たんとして起きた現象です。もっと根元の話をするなら？」

「……人間が、あの翠銀色の怪物モンストラスに変わろうとした」

「それです。ゼルメルフィオルは、自らの使い手たる『怪物モンストラスリュシル』を捜さがし求め、さらには造り出そうとしていた。つまり、あの剣が想定する自分の主あるじは……」

「ん？」

　アデライードは眉まゆをひそめる。

「ええと……ああ、そういうこと！」

　その表情に、ようやく理解の光が差す。

「ゼルメルフィオルの使い手は『怪物モンストラス』じゃないといけない。なのに、ゼルメルフィオルを振るっていた時期のリュシル本人は『人間』の勇者ブレイブだった。つまり、怪物モンストラスを人間にする手段というのは、いや、それこそが、古聖剣ゼルメルフィオルの特筆能力タレント！」

「という推測が成り立つわけです」

　話が早くて助かります、とシリルは肩かたをすくめて、

「ただし、ゼルメルフィオルそのものをその用よう途とで使おうというのは色々な意味で至難ですし、危険も大きい。うまいこと完かん璧ぺきにものごとが進んだとしても、体質だけではなく精神までリュシル本人に上書きされました、なんてオチでは喜べません」

　うん、とアデライードが頷く。

「それで、ゼルメルフィオルの模造品の、『石笛』が出てくるのね」

「はい。うまい具合に機能を抑制することで、『人間エマ・コルナレス』を彼女に上書きすることができれば万ばん々ばん歳ざい。そこまでの成果はなくとも、次の手を探すまでの時間くらいは稼かせげるのではないでしょうか」

　淡たん々たんと言ってはいるが、かなり強ごう引いんな理屈だ。

　とはいえ、そもそも贅ぜい沢たくを言えるような状況ではない。溺おぼれた者が摑つかむ藁わらとしては、まだ上等なほうだ。

「……でも、その『石笛』の行方ゆくえは」

「私たちがこれから捜します。別の組織の手に渡わたっているなら、たぶんアステリッド商会の情じよう報ほう網もうを使うより、流れ者が裏の伝つ手てを辿たどったほうが確実でしょう」

　私たち？

　と思ってシリルの顔を見たら、『当然勇者様も一いつ緒しよに来てもらいますよ放ほうっておくと何を始めるかわかりませんし』という目を返された。はいはいわかってますよ。

「わかった。賭かけるに足るだけの勝算はありそうだし、全面的に、あなたたちのことを信じる。でも最後に、ひとつだけ教えて」

「何でしょう」

「どうして、『石笛』の完成度が、特筆能力タレントを安定させられるレベルで高いって知ってたの。わたしだって、さっき調査報告を受けるまで、想像もしてなかったのに」

　はて、とシリルは一度首を傾かしげて、少し考えるような仕草を見せてから、

「あ」

　しまった考えてなかった、という顔をしてみせた。

「……シリル？」

「確かにそうですね、古聖剣の模造なんて偉い業ぎよう、普通に考えれば無む茶ちやではあります。根本から失敗している可能性を考えていなかったのは手落ちでした」

「手落ちっていうより、それだと『まずはすごい奇き跡せきが起きているのを信じましょう』レベルの妄もう言げんになっちゃうんだけど」

　シリルは、こほんと咳せき払ばらいをひとつ入れて、

「技術者ヨーズア・アステリッドを信じていたんだ、という解かい釈しやくでお願いします」

「……それを言われると弱いなぁ」

　アデライードは力なく笑って、

「わかった。調整がらみの話はまるごと引き受けたから、あとのこと、よろしく。それと、手がかりにはならないかもだけど、調査の足がかりになりそうな情報が少しだけあるから、それも持ってって」





７．エマ・コルナレスの病室






　まつげ長いな、この子。




　エマ・コルナレスの病室である。ベッドの上では、白いシーツにくるまった部屋の主が、寝ね息いきすらなく静かに眠ねむっている。

　面会謝絶状態、ではある。しかしその理由は病気などではなく、特とく殊しゆな視力を持つ者が近くにいるとまずいことになるから、なのだという。その特殊な視力とやらを持ち合わせていない一般人が、少し様子を見るだけならば、問題はないらしい。

　シリルからは『不可視の肉食妖精フエアリーが近くを漂ただよっていて、見つかると実体化して人に牙きばをむくんです』という説明を受けたが、これは正直、意味がよくわからなかった。

　そんなわけで、いまアデライードの至近距きよ離りに、エマがいる。

　まともに顔を見るのは何年ぶりになるのだろう、と思う。そもそも二度と会えない、会ってはならない相手だ。アデライード・アステリッドはこの少女の人生に関かかわってはならない、だから、そう名乗り始めた時からきっちり距離を置いて生きてきた。

　そのはずだった、のだけど。

「苦労させてる、よね」

　幼い子供一人きりで生きることが、簡単であるはずがない。古ふる網あみ区画を通して間接的にできるだけの支し援えんはしてきたが、そんなものが充じゆう分ぶんであるはずもない。

　小さな子供にとっては、隣となりに誰だれかがいるということこそが重要だっただろう。しかしこの子は、家族どころか友人すらろくに作れないまま、この年まで生き延びてきた。




　──落ち着いて見えますか、わたし。

　──たぶん、未練とかあんまりないからだと思います。




　つい先日、顔も合わせずにエマと交かわした、短い会話。それだけではっきりと伝わってしまった、この子の自己評価の程度。誰にも必要とされていない、誰にも求められていない、だからこの先を生き続けることに大きな意味はない。

　ふざけるな、と言いたい。

　けれど自分にその権利はない。悔くやしい思いだけが胸に積もる。

「てい」

　指先で、眠る少女の頰ほおを軽く突つつく。やわらかい。

　押せば押したぶんだけ指が沈しずむ。焼きたてのパンのような感かん触しよく。

　むう。これは少し面おも白しろい。そして、なんだか気持ちがいい。

　指で押す。頰が沈む。指を増やす。頰が歪ゆがむ。

　エマの目が開く。

「…………」

「…………」

　数秒の沈ちん黙もく。

「おおっとぉ!?」

　慌てて手を引っ込めて、ついでに椅い子すごと三歩ほどの距離を離はなし、さらにベッドに背を向ける。

「あれ……」

　ぼんやりとした声を、背後から聞く。

「お姉さんは……？」

「わ、わたし、ええと、通りすがりの、そう、この病院のえらいひとかな」

「あ……お医者さん、ですか」

　もちろん違ちがう。違うけれど、誤解してくれるなら、わざわざ訂てい正せいすることもない。

「なんだか、なつかしい感じがしたんですけど……どこかで、会いました？」

「たぶん気のせい、だわよ、おほほ」

　動転して、自分でもよくわからない口調になってしまった。ほんと何者だお前。

「そう……ですか……」

　寂さびしげに、沈んだ声。

　少し様子がおかしい、と感じる。

「どうかした、んですの？　気分でも悪いとか？」

　背中越ごしのまま、尋たずねてみる。

　いまのエマの体は、とにかく普ふ通つうの状況にない。異変が起きているなら、確かく認にんしなければならない。

「あ、いえ、そういうのじゃないんですけど。ちょっと、個人的な事情で、自己嫌けん悪おの真っ最中なのを思い出しちゃいまして」

「ああ、そういうやつ」

　安あん堵どした。その直後に、それはそれでよくない話だなと思い直す。

「ええと……もしよかったら、話してみない？　この、病院のえらいひとに」

「え？　その、本当に個人的な事情なんですけど」

「そっちのほうが、個人的じゃない事情より気楽に相談できるでしょ」

「そ、そう……なの、かな……あれ？」

　我われながら無茶な理り屈くつを言ったものだと思ったが、それが素す直なおに聞き入れられそうになると、この子の将来が不安になったりもする。

「リーリァさん……に、ひどいこと言っちゃったんです。あの、リーリァさんというのは、お見み舞まいにも来てくれてる、その、わたしの、とも、……知り合いなんですけど」

　予想通りというか、なんというか。リーリァ本人からも聞いた話を、もう一人の当事者から聞いた。

「すごく強くて、すごく特別なひとで、それで……」

　話の内容にも、齟そ齬ごはない。知らなかったリーリァの一面を聞かされたエマが、戸と惑まどいをそのまま言葉にしてぶつけてしまったらしい。そしてそのことに二人ともが驚おどろいて、次の言葉が言えなくなって、そしてそのまま現状に至る。

　青春である。

　それ以外の感想が出てこない。かわいいぞ二人とも。

「もう、嫌きらわれちゃいました」

　そして何だろう、二人そろって、同じような心配に悩なやんでいる。

「それで友達を捨てられるほど贅沢者でもないだわよ、あの勇者様は」

「え？」

　ちらり、ナイトテーブルの上を見る。シリルが持ってきたという絵本が置いてある。知っている表紙だった。たしか内容は、巨きよ大だいな青銅竜りゆうによって祖国から焼け出された王女が、世界中を旅するという作り話。

「リーリァ、遠いなんとかいう国のお姫ひめ様だったんだって。これは聞いた？」

「い……いいえ」

「ちっちゃかったころにその国が滅ほろぼされて、家族で自分だけ生き残って。かわいそうだかわいそうだってみんなに言われて。剣けんの才能があったから、戦えって言ってくる人も大勢いて。あと単にあの子のそういう生き方が気にいらないって人が少しいて。あの子のまわりには、そんな人間ばかりだった」

　ちなみにわたしは最後のカテゴリだぞ、とは言わないでおく。

「バゼルフィドルに生きてると、ピンとこないけどさ。大陸のほうじゃ、正規勇者リーガル・ブレイブって肩かた書がきは本当に重いらしくて。だから……そういうのと本当に関係なく友達でいてくれる人なんて、一人もいなかったんじゃないかな」

　背後、エマの気配が小さく震ふるえている。

「わたし……本当に、ひどいこと……」

「そうだねぇ、ダメージでかかったんじゃないかな」

　あう、という悲鳴じみた声が聞こえる。

「ま、でも、そのへんまで含ふくめて友達同士にはよくあることだ。明日あしたにでも謝って、仲直りすればいいよ──」

　違い和わ感かん。

　ざわつきにも似た、大人数の足音が、廊ろう下かを近づいてくる。

「どうしました？」

「ふとんに潜もぐってて」

　椅子から立ち上がり、扉とびらをにらみつける。

　袖そでの下に隠かくしたブレスレット型の護符タリスマンに軽く触ふれる。本当に最低限の護身しかできないものだが、ないよりは圧あつ倒とう的にましだ。

　足音が、扉の前で止まる。

　ノブが回る。が、鍵かぎのかかった扉は開かない。がちゃり、がちゃりと妙みようにゆっくりしたペースでノブが何度も回る。そしてもちろん、扉は開かない。

　破は壊かい音とともに、扉は蹴け破やぶられる。押し殺したようなエマの悲鳴を聞いた。

　闖ちん入にゆう者は、背の曲がった大おお柄がらな男。いや、その男を先頭にした、背後の集団の全員か。全員がどこか惚ほうけたような無表情を浮うかべ、そしてその目に奇き妙みような紫むらさきの光を宿している。

「……おや？」

　手て狭ぜまそうに身を屈かがめながら、先頭の男を押しのけ、別の大きな男が部屋に入ってくる。

「珍めずらしい顔があるな。面会時間はとうに終わっているはずと聞いたが」

　知っている顔だ。

　そして、予想もしていなかった顔だ。

　どうしてここに、という思いはある。しかし、ここで混乱を見せてしまえば確実につけこまれる。アデライードは不敵な笑えみを作り、

「それを言うなら、そもそもこの病室は面会謝絶よ……エックハルト・クラッセン」

「ふむ、そうだったか」

　祭さい官かん服のその大男は、あごを撫なでつけつつ、とぼけたことを言う。

「それを抜ぬきにしても、女の子の部屋に大勢で押しかけるのは、どうかと思うけれど」

「ああ、すまない。彼らは私の大切な友人でね」

　エックハルトが、一歩を踏ふみ込んでくる。

　圧され、一歩を退ひきそうになって、踏みとどまる。自分のすぐ後ろには、エマのベッドがある。

「……用向きを伺うかがってもいいかしら。この子は、びっくりするくらい可愛かわいいこと以外、なんてことのない普通の子。クラッセン事務所の事業に関係あるとは思えないけど」

「ふむ。ひとの可能性を、通り一いつ遍ぺんの言葉で簡単に狭せばめるべきではないのでは？」

　聖職者のような服を着た男が、まるで聖職者のようなことを言う。

「それはそれとして、その少女を舞ぶ台たいに上げたがっているのは私ではなく知人でね。ドレスの仕立ては済んでいるとのことなんだが」

「社交界デビューなら、それこそ後見人を通してもらわないと。淑しゆく女じよの出番を安売りなんてできるわけがないでしょう？」

「ふむ、道理だな。そのように伝えておこう」

　中身のない軽口の応おう酬しゆうが、そこで終わる。

　エックハルトが、さらに一歩を詰つめてくる。

　彼自身の体格と、全身にまとう筋肉の量。そして、武術を高い水準で修めている者に特有の姿勢の良さ。さすがに勇者ブレイブたちなどとは比べるまでもないにせよ、彼自身が大きな戦力であることは間違いない。加えて、後ろに詰めている手下たち。

　対するアデライードは、気休め程度の護符タリスマンを持つだけの、ただのか弱い一人の女。

（〝朱紗の薔薇シナモンローズ〟があれば、こんなやつら）

　悔しさに歯は嚙がみするも、ないものはないのだ。どうにか手持ちの護符タリスマンだけでこの苦境を切り抜けることを考えなければならないのだ──




　その瞬しゆん間かんに、色々なことが起こった。




　順に並べれば、まず、廊下の男女が吹ふき飛んだ。次いで、エックハルトが真横に跳ちよう躍やくした。それから、屋内だというのにとんでもない強さの風が吹いた。ずだん、という派手な音とともにアデライードの斜ななめ前に何かが現れて、アデライードの髪かみがちぎれそうな勢いでばたばたと揺ゆれて、そして「ひゃ」と小さな悲鳴が自分の口から漏もれたのを聞いた。

　まばたきをひとつ。

　アデライードを庇かばうようにして、少年が、立っている。

　いつの間に、と問うのも馬ば鹿からしい。あの風と同時に決まっている。というか、風を起こしながら、文字通り目にも留まらない速度で、飛び込んできたのだ。ちょっと常識的な考え方ではないが、その結論しか考えられない。

　少年、ヴィレムは首だけで振ふり返り、

「状じよう況きようがよく見えてねぇんだけどよ、俺の立ち位置はこっちでいいのか？」

「え？　えええー……とぉ？」

「ふむ、正義の味方としては、そうだろうな」

　アデライードが戸惑っているうちに、なぜかエックハルトが答える。

「いや、正義とかはどうでもいいんだけどよ」

　ヴィレムはなぜか嫌いやな顔をする。

「うら若い少女の危機に、間かん一いつ髪ぱつで駆かけつける。まさに物語に描えがかれるような正義の騎士シユバリエそのものではないかね。少々、タイミングが出来過ぎのようにも思えるが」

「別に、狙ねらってたわけじゃねぇよ」

　やはりむすっとした顔のまま、ヴィレムはぼやく。

（狙わずに素すでこのタイミングってのも、どうなのかなぁ）

　立場も忘れ、アデライードは少年の未来が心配になる。あんまりそういうの繰くり返していると女の子に勘かん違ちがいされちゃうぞ、と。もちろん、口にはしないが。

「で、説明してもらっていいかなエックハルトさん」

　ヴィレムが、祭官服の巨きよ漢かんに問いかける。

　そういえばヴィレムら準勇者クアシ・ブレイブをこのバゼルフィドルに招いた窓口は、クラッセン事務所だった。つまり、この両者の間には面識がある。

「夜中の病室ってのは、大軍引き連れて押しかけるところじゃねぇぞ。いやバゼルフィドルの流りゆう儀ぎは知らねぇけどよ、少なくとも讃さん光こう教会の教える良識じゃアウトだ」

　いやバゼルフィドルの常識でも当然アウトだけどね、とは思ったが口は挟はさまない。

「説明か。できなくもないが、したら通してくれるのかね？」

「……状況が見えてから判断する」

　この状況でなお、理性的な返事だった。

「なるほど。しかしそうなると、多少時間がかかってしまうな」

「別に、全員叩たたきのめしてから聞いてもいいんだぜ。大した手間でもねぇし」

　それはそうだろう。当人の申しん告こくでは正規勇者リーガル・ブレイブに届かないと嘆なげく彼だが、今の動きとたのもしさを見る限り、他ほかの誰だれに劣おとるとも思えない。

「そう言うわりには、話自体に付き合ってくれるのだな」

「そりゃそうだろう」

　ヴィレムはつまらなそうに言う。

「あんたは自分で言う通り、俗ぞく物ぶつで即そく物ぶつ的だ。目的のために善人ぶることに抵てい抗こうがない。同様、ここまでわざわざ悪役ぶった言動に走る以上、そのこと自体に目的がある。どうやら俺がここで潰つぶさなきゃならねぇのは、あんた自身じゃなくて、そっちのほうだ」

　そして、ゆっくりと、拳こぶしを固める。

「一通り聞き出せるまでは、無む駄だ話にだって付き合ってやるさ」

「…………この後に及およんで、君のことをまだ軽く見ていたようだ」

　感心するような、いや実際に感心しているのだろう、エックハルトの声。

「降参か？」

「いや。提案なのだが、とりあえずこの場は私に協力をしてくれないかね。むろん、状況が落ち着いてから全すべてを話そう」

「あのな、寝ね言ごとで時間を稼かせいだところで無駄だぜ」

「いや、これは本気の説得だとも。なにせ私は──」

　巨漢は笑い、言葉を繫つなげる。




「君の、友人だ」




　エックハルトの目の奥に、夜のような紫色の光が、見えた気がした。

「がっ!?」

　ヴィレムの体が、痙けい攣れんするように震えた。

　そのまま、頽くずおれるようにして膝ひざをつく。

「ヴィレム君!?」

　何が起きているのか、アデライードにはわからない。しかし、状況が急激に悪化したということだけは理解できた。

「最後の切り札、のつもりで仕込んでいたのだがね。まさか動き始めてすぐに使わされるとは思わなかったよ」

　のんびりとしたエックハルトの声からしても、この状況が彼の思い通りのものであることは間違いない。

「しかし、こうなってしまえば仕方がない。多少順序は狂くるうが、この場でこちらについてもらうぞ、準勇者クアシ・ブレイブヴィレム・クメシュ」

「な……んだよ、こりゃあ……」

「魅み了りようの呪じゆ視しだよ。捉とらえた相手の精神を支配するという、ちょっとした手妻でね。珍しいものではあるらしいが、話に聞いたことくらいはあるだろう？」

「ねぇよ、んなもん……」

「おや。讃さん光こう教会が討とう伐ばつしてきた者の記録の中にいくつか前例があると聞いたが」

「あいにく、そういうのには不勉強でね……がっ!?」

　自分の頭をつかんだ両の手に割れよとばかりに力を込めて、少年がのたうつ。

「ヴィレム君!?」

「逃にげ、ろ！」

　駆け寄ろうとしたアデライードを、ヴィレムは鋭するどく制止する。

「もう、数分も持たない！　俺が追っ手に加わる前に、俺が追いつけないところまで逃げてくれ！」

「でも」

　振り返る。ベッドの上──シーツから顔を出し、しかし状況を把は握あくできずに呆ぼう然ぜんとしているエマの姿を見る。

　部屋に扉とびらはひとつしかなく、エックハルトとその手下たちが塞ふさいでいる。それでも、アデライード一人だけであれば、逃げることはできるだろう。問題は、アデライード一人だけでなければ、その手段がないということだ。

「その子のことは、心配するな！」

　ヴィレムが叫さけぶ。

　その足元に、血が滴したたっているのを見た。今にも消えそうな意識を無理やりに繫ぎとめるために、自傷しているのだ。つい先日に船で負った傷を、自らかきむしることで。

「翠の大釘にかけて、その子には絶対に危害を加えさせない、だから！」

　────ああ、もう。

　アデライードには、もう、わかっている。今この場に自分がいても、できることはない。そしてこの場をなんとか離はなれられれば、できることが、ひとつだけ、ある。

　わかっているのだから、色々なものを振り切って、そうするしかない。

　呆然としたままのエマに飛びつき、ぎゅっと抱だき締しめる。

「すぐ、迎むかえに、来るから」

　囁ささやくように、そう言い残す。

　そして、すぐにまたエマから離れ、扉とは反対の方向──窓へと向かう。そして、体当たりひとつで、外へと飛び出す。




　バゼルフィドルは、皿の上のプディングのような形状をしている。

　皿がそのまま外がい縁えん部、互たがいに結び付けられた筏いかだの群れ。そしてプディングは、かつての難破船の残ざん骸がいを組み合わせて建てられた大型構造物。

　この病室は、アステリッド商会の縄なわ張ばりの中でも上等な区域である、プディングの中腹にあった。つまり、窓の外は、かなりの高所となる。

　落下が始まる。

　遠くに見えていた地面（筏だが）が、恐きよう怖ふを誘さそう速度で近づいてくる。

「〝舞まい散れ〟」

　規き定ていの合い言葉を使って、ブレスレットの護符タリスマンを起動。アデライードの体重がほとんど消える。手近な係留索さくに着地、金属綱こうのたわみを使って落下の勢いをなんとか殺し、そのまま下方に向かって走り出す。

　自分は頭脳労働が専門であって、こういう体を使った仕事は得意ではないのだ。けれど、やるとなったらやってやる。こういう逃げ方をされれば、並の人間なら追いついてこられないだろう。並の人間ではないヴィレム君が動けるようになる前に、夜の闇やみに紛まぎれることさえできれば。

　脇わき腹ばらに、灼しやく熱ねつを感じた。

（あ）

　バランスを崩した。

　係留索から足を踏ふみ外す。

　ナイフか何かを投げられたのだ──と気づいた時には、もう遅おそい。足の下には何もない。後はただ、落ちるだけ。
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　闇の中から、小さく、水音だけが聞こえる。

「ふむ？」

　眼下の街並みを見下ろしたまま、エックハルトは目を細める。白と赤の服に、黄金の髪かみ。闇夜に映はえるはずだったアデライードの後ろ姿は、もうどこにも見えない。

「手て応ごたえはあったが……仕留めきれた気がせんな」

　呟つぶやきつつ、手に構えていた二本目の投とう擲てき杭くいを懐ふところに戻もどす。

「手負いとはいえ、放ほうっておく手もないな。十人ばかりで捜そう索さくして、とどめを」

　あごを揺ゆらしながらそう指示を飛ばすと、廊ろう下かで静かに待機していた人々が、ゆっくりと動き始める。

「──待って！」

　細い、それでいてしっかりとした、少女の声。

「待って、ください」

　エマ・コルナレスが、ベッドから降りている。

「あなたの目的は、あのひとじゃなくて、わたし、なんですよね？　だったら、わたしを連れていってください。それでいいんでしょう？」

「ふむ？」

　エックハルトは眉まゆを上げる。廊下の人々の動きが止まる。

「君を守ろうと血を流した二人の想おもいを、無にすることになるが」

「それは……そう、ですが」

　エマの視線が、床ゆかの上に落ちる。

「でも、わたしがいなくなれば、それ以上はなくなります。わたしは、誰の役にも立てない子だから、せめて迷めい惑わくをかけたくないんです」

　エックハルトの柔にゆう和わな顔が、一いつ瞬しゆん、険しく歪ゆがむ。

「つまらぬことを言うのだな。ああ、本当につまらない」

「そうですね。よくわかりませんが、期待には添そえないと思います。ずっと、そうなんです。誰の望みにも、わたしは、応えられない」

　へらりと、エマは、笑う。

「内臓も売れないと思いますし」

「……いや、売る気もないが」

　どうという意もなく、エックハルトが体をかすかに揺らした。それは、見方によっては、エマに近づこうとする予備動作にも見えただろう。

　二人の間に、少年が割り込んだ。

「ん？」

　俯うつむいたまま、無言のヴィレムが、エマを守るように立っている。

「どういうつもりだ？　支配は完成しているだろう？」

　エックハルトは問うが、ヴィレムは答えない。

「どいてくれ、ヴィレム君」

　強い語調でそう言うと、抗あらがわず、ヴィレムは道を空けた。が、わずかに重心を落としたその姿勢が、彼が臨戦態勢を崩していないことを物語っている。

「……なるほど。神の名にかけての誓ちかいを口にすることで、自らを縛しばったか。今の君は、自分自身の意思とは関係なく、この子に危害を加えさせることができない。そういうことだろう？」

　尋たずねてみるが、これに対する返事もない。

　やれやれ、とエックハルトは息を吐はき、

「いいだろう。その少女は、君が連れてくるといい」

　諦あきらめたようにそう言って、踵きびすを返した。





Ｘ．古き化け物の願いごと（２）






　むかしむかしの物語。

　人間の姿を手に入れた化け物が、騎士シユバリエに会うために森を飛び出た、その後のお話。




　人里に出たそれは、あの騎士シユバリエについて多くを知りました。

　人との対話に不慣れなそれの耳にも次々と聞こえてくるほどに、彼の名は有名でした。

　数えきれないほどの魔ま獣じゆうや異種族を切り払はらい、多くの武ぶ勲くんを立てた男。出世に出世を重ねた末、ついには教会の後ろ盾だてを得たまま、自分の国を──騎士領を持つにまで至った若き王。幼おさな馴な染じみのお姫ひめ様と結ばれ、子をもうけ、そして今でも朋ほう友ゆうたちとともに戦場で剣けんを振ふるい続けている──

　伝説の〝勇ある者ザ・ブレイブ〟の生まれ変わりとまで喩たとえられるのも、大げさとは思えない。それの求める彼は、そういう人物でした。
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『へぇ、あの森の近くの出身なのか！』

　その騎士シユバリエは、少年のように表情を輝かがやかせて身を乗り出してきた。

『懐なつかしいな。俺、今でこそこんなだけど、昔はてんで弱くてさ。あの森の中で死にかけたことがあるんだよ』

　乙女おとめの姿を模したそれは、圧されるようにこくこくと頷うなずいた。

　彼を見つけた。彼に近づけた。彼に話しかけることができた。けれどその先はどうしよう──などと考えていた矢先のことだ。何の意図もなく、ただ少し故郷のことについて話しただけで、騎士シユバリエのほうから近づいてきてくれた。

『あの時は一人きりだったし、仲間の誰だれも追いかけてこられないくらいに奥まで入り込んでたしで、もう完全に諦めてたんだ。みんなあとは頼たのむ、俺抜ぬきでも幸せになってくれー、って感じだったんだけどさ、な、な、そこから凄すごいことになったんだよ』

　騎士シユバリエの周りで、仲間たちが笑い始めた。

　まただ、また始まったぞ。騎士シユバリエ王様の〝泉の乙女〟だ。こいつが始まると長なげぇんだ。いいかげん嫁よめさんに怒おこられろ。口々にそんなことを言い放った。

『……助けられたんだよ。俺のほかに誰もいないはずの森なのに、いつの間にか綺き麗れいな泉のそばに寝ねかされててさ。傷も、拙つたなかったけど、手当てされてた』

　鎧よろいの上から胸むな元もとに手をあてて、騎士シユバリエは懐かしんだ。

『恩人に礼は言えなかった。俺が目を覚ましてすぐに、どこかに行っちまった。思い出せるのは、ぼんやりしたシルエットだけ。でも、はっきりわかってることはあるんだ……』

　それの心臓が、どきりと高鳴った。

　彼がしているのが、他ほかならない、あの出会いの時の話だと、ようやく頭が理解した。

『……あれは絶対に、すごい美女だったって』

　力強く断言する。

　仲間たちが、どっと沸わいた。

『まぁ聞いてよ。たぶんあの泉には水精ニユンペが棲すんでたんだ。知ってるかな、人間を襲おそうこともあれば助けることもある、気まぐれな自然精だ。姿は人間に似ているっていうから、絶世の美女だったとしても不思議はない。な、論理的だろ？』

　いや、えと、あの、それは、ええと。

　それは、何も答えられずに目を回した。今のは、何の話だったのだろう。あの時のあの森の、あの出会いの話のはずなのに、何かが致ち命めい的てきに嚙かみ合っていないというか、何かが決定的にずれているというか。

『いつかまた、あの水精ニユンペに会いたい。まあ、次も人間に友好的かはわからないんだけどさ、それはそれとして、会って礼だけでも言いたいんだよ。下心とかそういうのじゃないんだ、いやほんとそうなんだ……ってことでさ、君は何か知らないかな、あの森の伝承とか、噂うわさ話ばなしとか、そういうの！』

　勢いよく身を乗り出されて、困り果てた。

　それの知るあの森の噂話は、ひとつだけだった。毒虫の姿をとる悪夢と、無数のそれを従える怪物モンストラス。すなわち、それ自身のこと。

　話せるはずが、ない。

『ああ、ごめん、俺だけで喋しやべっちゃってさ。ええと……なんか順番がアレだけど』

　口ごもったままのそれに、騎士シユバリエは無む邪じや気きに笑いかける。

『君の、名前は？』

　名前。考えたこともなかったけれど。

　以前にあの森の中で、幼い少女の骸むくろを見つけたことがあった。その持ち物のいくつかに刻まれていた名が、頭に残っていた。それは、少しだけ迷ってから、頭に浮うかんだそれを、そのまま口にした。

『ああ……いい名だね、君にぴったりだ』

　ああ、その胸の高まりを、何に喩たとえたものか。

　その瞬しゆん間かんから、それは、その名を持つ何者かとなった。

　そして同時に、それは、その名を持つ何者かで在り続けることに、強くこだわるようになった。自分は名無しの怪物モンストラスなどではない。きちんとした名を持つ、一人の人間なのだと……自らの纏まとった幻げん想そうに、完全に溺おぼれた。




　幸運だったのは、その時の彼らが土竜モーリアンたちとの長い戦争の最さ中なかであり、しばらくその地に留とどまっていたこと。

　幸福だったのは、彼がそれの（偽いつわりの）姿を覚え、それからもたびたび話しかけてくれたこと。笑いかけてくれたこと。近づくことを、ひと時でも傍そばに在ることを、許してくれたこと。

　そして不幸だったのは、そんな時間は、いずれ尽つきるものであったということ。




　──効果は弱まり、ボロが出る。しょせん、いつかは解ける魔ま法ほう。

　──そのことを、忘れるんじゃあないよ。




　お守りが、効かなくなり始めたのだ。

　白い肌はだが、どろりと、爛ただれたように溶とけ始めた。

　割れるような頭痛とともに、額に、大きな瘤こぶが盛り上がった。

　そして、自身では視みえずとも、はっきりと感じ取れた。不可視の毒虫たちが、世界を蝕むしばむ猛もう毒どくそのものが、以前のように自分の周りを漂ただよい始めたのを。

　それは嘆なげいた。

　それは喚わめいた。

　それは苦しんで、悩なやんで、考えて、そしてその果てに、結論を出した。お守りが効かなくなってきたなら、さらにお守りを足せばいい。それも効かなくなってきたならば、さらに足せばいい。

　醜みにくい肌を覆おおい隠かくせるようなお守りを。

　醜い角を押し込められるようなお守りを。

　毒虫たちが、誰にも見られなくなるようなお守りを。

　作り方はもう、知っているのだ。何度でも繰くり返そうと決めた。




　騎士シユバリエが笑いかけてくれる、話しかけてくれる、この人間の乙女の姿でいるために。

　自分のものではないあの名前で、この自分のことを呼んでもらうために。

　いつまでも、いつまでも、その幸せの中で生きてゆくために。
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　むかしむかしの物語。

　願いを叶かなえた化け物は、その先を願ってしまいました。

　いつかは終わる日々だとは、わかっていた。受け入れていた。

　けれど、それは今じゃなくていいはずだ。もっともっと先のことでもいいはずじゃないか──と、そう考えてしまいました。

















１．かつて賭と場ばであった場所






　夜は更ふけたが、バゼルフィドル内陸部、つまりプディング型構造物の内側ではあまり関係がない。昼夜を問わず、そこまでは太陽の光は入り込まない。




　ごみごみとした一画を、等とう間かん隔かくに設置された瓦斯ガス灯の光が照らしている。不安定な光の下では影かげも不安定になる。歩くごとに影が方向を変え、数を増やし、本体とは関係のないダンスを踊おどる。

　この辺りを設計した誰だれかの思おも惑わく通りなのだろうが、そうでなくとも迷めい路ろじみた小道が、影絵の中を歩かされているようなその演出のせいで、よけいにわかりづらくなっている。道をよく知らない余所よそ者ものには、そう容易には奥までたどり着かせないという強い意志が、この都市のこの辺りを形作っている。

「……ところでこの国で火事って、大ごとだよね」

　シリルに尋たずねてみた。

「大ごとでしょうね。国土の主原料が木材ですし、水の備び蓄ちくだってさほど潤じゆん沢たくじゃなさそうですし。そのぶん備えはしているはずですが」

「じゃあ、ここで火をつけるとかしたら、とんでもない大罪だよね」

「大罪ですよ。立証されたら、殺人よりも二段階ほど重い刑けいが科せられます」

「てことは──」

　物もの陰かげから首を出して、少し離はなれた区画に広がる惨さん状じようを見る。

「──あれは、この国では特に、異常な光景なわけだ」

　目の前には、周辺の建物いくつかを巻き込んですっかり焼け落ちた、ひとつの邸てい宅たく。

　街の栄えている場所からはそこそこ離れていながら、治安が悪くなるほど荒あれてもいない。ここに至るまでの道は複雑で、案内もなく偶ぐう然ぜんに迷い込む者はそうそういないだろう。またその道にいくつか見張りを置いておけば、不ふ審しんな者の接近はすぐに知れる。

　まるで隠し砦とりでのようだと、リーリァは思った。

　ここには、ちょっと前まで、隠し賭場があったのだという。

　考えてもみれば、そのふたつ、共通点が少なくない。それなりの数の人間が関かかわっていて、それなりの頻ひん度どで客を迎むかえ入れて、望まぬ客への対処もそれなりに考えなければいけなくて、などなど。前提条件が似れば、施し設せつも自然と似てくるということか。

　だからというわけではないが、燃え尽つきた後のその賭場には、陥かん落らくした後の砦のような独特の寂せき寥りよう感が漂ただよっている。生き延びるために人としての知と力を尽くし、それらすべてが無へと朽くちた後の、限りなく空っぽに近い感覚──

「あれが、アデライードの言ってた、例の聖剣カリヨンの保管場所、だったんだよね？」

　リーリァは顔をしかめる。この辺りはあまり風が通らないのか、空気が悪い。

「なんで賭場なんかに置いてたんかな、負け分のカタに取り上げたとかじゃないだろうに。やっぱあれか、一番頑がん丈じような金庫があるとか、そういう理由か」

「金庫を破るついでに店ごと消されたのでは、たまりませんね」

　小声での会話である。

　この近きん隣りんの有力者が大勢、この賭場の中で炎ほのおに消えたのだという。となれば当然のこととして、焼け跡あと周辺は、この辺りを支配している組織の手の者で固められている。現場に近づくことはもちろん、大声で噂うわさ話ばなしをするのもやや危険。

「で、どうするの？」

「こうしましょう」

　シリルは本を開き、紙の上に指を滑すべらせる。

　呪蹟ソーマタージは、特とく殊しゆな図形を用いて現実の改変を行う秘術だ。その図形の確保の方法は術師それぞれで異なるらしいが、シリルの場合はこの通り、予あらかじめ用意しておいた大量の紙し片へんを、おそらくは自作であろう書物に綴とじるという手を使っている。

「……先日に見たやつ？」

「はい」

　わずかな光が紙の上に踊り、そして本から飛び出して浮うき上がる。

　ぼんやりと輪りん郭かくの光る、鳩はとが一羽。

「なんか、前のより小さくない？」

「先日の騒さわぎで術を大量に喰われましたからね、まだ本調子じゃないんです。まあ、さほど難しい捜さがし物ではないので、これで充じゆう分ぶんだとは思いますよ」

「じゃあ、これが壊こわされたりしたら？」

「文字通り、血ち反吐へどを吐はくくらいに困りますね」

「そうなんだ」

　頷うなずきながら、リーリァは鳩に向かって手を伸のばす。

　言ってるはしから何をする気ですか勇者様……とでも言いたげに、シリルの顔が歪ゆがむ。実際、あと数秒あれば、実際にそう口にしていただろう。けれどそれよりもほんの少しだけ早く、ぱしん、という軽い音。

　リーリァの手が、鳩から少し離れた場所で、鳩ではないものをつまんでいる。

「……え？」

　惚ほうけたようなシリルの顔。

「なんかつい先日にも、似たようなシチュエーションあった気がするなぁ」

　手の中のものを確かく認にんする。釘くぎのような形状のナイフだ。重量のバランスはなかなかよいが、柄つかの形状が握にぎり込むには向かず、少なくとも料理用ではないのは間ま違ちがいない。

　つまり、最初から投とう擲てき武器として使うことだけを想定して鍛きたえられた刃やいば。

「ホホォウ、やるねェ」

　妙みように甲かん高だかい、老人の声。

　それから少し遅おくれ、物陰から染しみ出るように、小さな人影が現れる。金属製の長ちよう杖じようを突つき、ボロボロの紅衣をまとった、小こ柄がらな老人。

「これ、おじいさんの悪戯いたずら？」

　ナイフを手で弄もてあそびながら、問う。老人はフードの下で低く笑い、「おうとも」と頷く。

「挨あい拶さつ代わりのつもりじゃいたが、こうまであっさり止められちまうたァな。自信なくしちまいそうだよ、俺ァ」

　よく言うよ、とリーリァは内心で舌を弾はじく。挨拶代わりという彼の言葉それ自体に噓うそはないだろう。しかしそれはそれとして、このナイフは、シリルの鳩を潰つぶす必殺の意志とともに放たれたものだった。リーリァがとっさに防いでいなければ、今ごろ彼女は血を吐いてのたうちまわって、そしてそれ以上の呪蹟ソーマタージを扱あつかえなくなっていただろう。

「挨拶なら言葉でやろうよ。で、おじいさん、何者？」

「もう名乗るほどのもんじゃねェよ」

　軽い口調で言い、老人は肩かたを揺ゆらす。

「この国の連中にはそれこそ、じじいだの御ご老ろうだのと好き勝手に呼ばれてる。てめぇも好きに呼んで構わんぜ、リーリァ嬢じよう」

「……紋もん章しよう旗を掲かかげて歩いたつもりはないんだけどね」

　古い貴族の作法に、そういうものがあるのだ。

　いわく、領地を離れて異国を訪おとずれる際、自分の顔を知らない人々を相手にいちいち名乗りを上げるのもみっともない。家紋を見せびらかすのも趣おもむきがない。だから、予め家来を派は遣けんし、これこれこういう旗を掲げた貴人が訪れるらしいぞと街に噂を流しておく。そして本当にその旗を掲げてその国を訪れるのだ。

　暗殺のいい的になるだとか、偽にせの旗を掲げた騙かたりが大勢現れただとか、結局みっともないうえ趣もないよねということになって廃すたれたらしいが、それはどうでもいい話。

「ハ、なかなか古風な発想だ」

「そっちの趣しゆ味みに合わせたつもりだけど」

　手の中のナイフを、足元に投げ落とす。

「これたぶん、要人暗殺用の暗器だよね。それも、帝てい国こくが暴れ始めるよりもだいぶ前、百年くらいは遡さかのぼる時期の骨こつ董とう品」

「それに物知りでもある、か。いやはや、さすがはリーリァ・アスプレイ。噂に聞く評判も、どうやら誇こ張ちようではないらしい」

　どういう噂なのかと問い詰つめてやりたい気もしたが、まあ、ろくなものではないだろう。低い声で「何の用なの」とだけ尋ねる。

「ン、あァ、用件、用件な。察しはついてると思うが、警告と妨ぼう害がいだ。この件に首を突っ込むな、といちおう言っておきたくてな」

　まあ確かに、初手にこちらの〝目〟であるシリルの鳩を潰しにかかってきた時点で、おおむねその辺りまでの察しはついている。

「この件って、どの件よ。あたしたち、無目的で無害な観光客だけど？」

「その韜とう晦かいに意味はねェよ。どこからどう嗅かぎつけてきたかは知らねェが、このタイミングでここに来たってこたァ、目当ては『石笛』だろう？」

　……それこそ、なんで知ってんのさという話ではあるのだが。

　それにしても、奇き妙みようだなと思う。

　自分たちは確かに、話題の聖剣カリヨンを求めている。しかしそれはあくまでも身内の都合によるものであって、他ほかの勢力と競合したり敵対したりはしていないはずだ。もちろん今後そういうことになる可能性は低くなかったが、あくまでも先の話のはずだったのだ。

　現時点ではまだ、誰かに敵対する予定はないし、妨害される心当たりもない。

「……まあ、状じよう況きようはよくわかんないけど、手がかりが見つかったことはわかった」

　考えることは、せっかく傍そばにいるんだし、シリルに任せようと思った。

　そして自分は自分の仕事をしようと。

「ホ？」

「あんたを殴なぐり倒たおせば全部わかるってことでしょ。そういうわかりやすいの、あたし嫌きらいじゃないよ」

　宣言と同時──リーリァは身をひねる。

　ナイフを捨てると同時に、逆の手でポケットからコインを取り出しておいた。指し弾だんの要領で弾はじき出す。同時に左の足で地を蹴けり、距きよ離りを詰めると右の拳こぶしを繰くり出す。

　老人が手て練だれであろうことは、先ほどの投擲と、気配を感じさせずにこの距離まで近づいてきたことであきらかだった。

　だから、手加減はしても、油断はしない。相手がヴィレム級でもない限り確実に気絶させられる一いち撃げき。ちなみにヴィレム相手に放つと、中ちゆう途と半はん端ぱに反応され打点がずれてしまうせいで、気絶もできず悶もん絶ぜつさせることになる。実験済み。

　そしてその双そう方ほうの攻こう撃げきが、老人を捉とらえることができず、虚こ空くうを裂さくに終わった。

「──な!?」

「ッとォ、危ねェな急に」

　ゆらりと、亡ぼう霊れいのように身を揺らめかせながら、数歩分の間合いを開いた老人がからから笑う。

「問答無用の不意打ちとか、アリなのかよ勇者様的にはヨ」

　知るか、と思う。

　勇者ブレイブは騎士シユバリエではないし、誇ほこりを重んじる義務とかないし、ギャラリーもいない場所できれいごとにこだわる意味もない。そしてもうひとつ、手段を選んでいられない理由が、たったいまひとつ増えた。

　この老人は、強い。

　人類最強の戦士、正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイとしては恥はずかしい話だが、手を選びながら仕留められるような相手では、ない。

「シリル！」

　振ふり返らずに名だけを呼ぶ。

「下がっ……いや、そこを動かないで、できれば全力で防ぼう壁へき張って！」

「勇者様、それは」

「問答は後！」

　手加減ができない。これは同時に、周りのことを気き遣づかいながらでは動けないということも意味する。リーリァの全力の機動はただそれだけで周囲の建築物を破は壊かいするし、その破片は高速でそこらを飛び散る。

（──問題は、いまの体調でどれだけできるか、だけど）

　ゆっくりと、魔力ヴエネノムを熾おこす。

　魔力ヴエネノムの使用は、ゆるやかな自殺行こう為いだ。物理的束そく縛ばくから解き放たれた死者の強さを、自ら死に近づくことで、生きたまま振るおうという強ごう欲よくな技術。

　ちょっとコントロールを誤るだけで簡単に事故死するし、そうでなくとも戦せん闘とう後に調子を崩くずすことになるので、冒険者アドベンチヤラーやら準勇者クアシ・ブレイブたちやらの評判はあまりよくない。しかしこういう、手段を選んでいられない戦いにおいては、間違いなく優ゆう秀しゆうな選せん択たく肢しだ。

（やれるだけやってから考える！）

　一回、音高く右足を踏ふむ。その反はん響きようを聞き取り、周囲の大おお雑ざつ把ぱな地形を把は握あく。これから始める速度の戦闘では、周囲の状況をいちいち目視などしていられない。左後ろの下方向、用水路に何か大きなものが詰まって流れを悪くしている。右方向七歩ほどのところにある酒場の看板の釘が抜ぬけかけている。前方やや上方、灯あかりに誘さそわれた蛾がが硝子ガラスのランプに体当たりを繰り返している──




　瞬しゆん撃げき、




　本来は剣けんで扱う氣斬の技わざを、無む理り矢や理り手刀で再現。斬きりつけた場所と斬れる場所と威い力りよくにズレを生じさせるというそれを、さらに斬ざん撃げきが発生するタイミングにまでズレを仕込み、とりあえず老人の全身の二十六ケ所ほどをすべて同時に狙ねらう。うち半数は死角から、そして全すべての威力が一撃必殺。

　しかし、これはたぶん当たらないだろうと読む。先の二撃がどういう理り屈くつで回かい避ひされたのかもわかっていないのだ、今回も同じ結末となると考えるのが妥だ当とうだろう。だが、それによって少しでも相手の手の内が引き出せれば。そして、あわよくば相手の油断を誘い、本命の攻撃への伏ふく線せんとなれば。

（──っと、）

　手て応ごたえが少ない。

　ない、のではない。二十六のうち三発が、老人のまとうボロ布を確かにかすめた。

　つまりこの老人は、幻げん影えいの類たぐいなどではなく、しっかりと実体を持っている。そのうえで、純じゆん粋すいに超ちよう人じん的な動きをもって、正規勇者リーガル・ブレイブの猛もう攻こうをしのいでいるのだ。

（そんならば！）

　正規勇者リーガル・ブレイブにしか扱えない体技というものがある。正確には、正規勇者リーガル・ブレイブに選ばれるくらいの才能というか、「どう考えても無む茶ちやだけどこいつならやりかねない」と納なつ得とくさせられるだけの背景が必要ということなのだが。

　老人の周辺六ケ所に、同時に踏み込む。靴くつ底ぞこが床ゆか板いたを破壊する感かん触しよく。そこから逃にげてゆく力にもどかしさを感じながら、姿勢を整える手間すら惜おしんで、老人の位置へと拳を叩たたき込む。ひとつの拳が当たらない位置に移動しようとすれば、別の拳がより深く突き刺ささる。そういう拳が、六つ老人を狙っている。つまりどのような体術をもってしても回避は不可能なはずで、

（…………っ!?）

　リーリァの目の前に、広げられた老人の手のひらが、迫せまっている。

　わけがわからない。どういうことだ。攻せめているのは自分ではなかったのか。必殺の攻撃を放ったばかりではなかったのか。なのにどうして。

　反射的に、蹴りを繰り出していた。

　先日ヴィレムに対して撃うち込んだとの同じ一撃を、純粋な怯おびえから放っていた。

　それは初めて、老人の体をまともに捉えた。が、手応えはほとんどない。羽う毛もうを打つような感触だけを残し、老人はふわりと吹ふき飛ばされ、難なく酒場の壁かべに着地する。

　一連の騒さわぎの衝しよう撃げきか、酒場の看板が外れ、地面に落ちて間の抜けた音を立てる。

「っとォ……こいつァ剣けん吞のん」

　おどけた口調で、老人が言葉をこぼす。見たところ、紅衣のあちこちが裂けている。が、やはり老人自身への傷はひとつもない。

　本調子ではないとはいえ、リーリァ・アスプレイの本気の連撃を、この老人は、余よ裕ゆうをもって凌しのぎ切ってみせた。

「じいさん……あんた、いったい、何者？」

　ありえない。

　そんな芸当ができる者など、後にも先にも師匠ししよーくらいしかいないだろうと思っていたのに。

「ホ、さっき言ったろ、名乗るほどのもんじゃねェっての。いやマジでな」

「とぼけさせておくわけにもいかないのよね。曲がりなりにも腕うでっぷしで世の中を渡わたってる以上、無名の誰だれかさんにひょいひょい避よけられたってんじゃ、看板に関かかわるし」

「こっちにも、日ひ陰かげ者ものとしての意地ってもんがあってよ。無地の紋もん章しよう旗に名を尋たずねるは愚おろかってな」

「どっちが古風なんだか」

　そういう逸いつ話わ、というか笑い話があるのである。

（ああもう……世の中広いなぁ……）

　この老人が見せているものは、剣の腕がどうこうとか、鍛きたえたからどうこうという領域にはない。人外の才能を、人の常識の外の術理で鍛えた末にのみ行きつける類の戦闘能力だ。

　そんな連中は、冒険者アドベンチヤラーやら準勇者クアシ・ブレイブやらの中にも、そう多くない。そしてそいつらは、リーリァ自身がそうであったように、すぐに有名になってしまうはずなのだ。なのにリーリァには、この老人の名前にまったく心当たりがない。それどころか、見事なまでに動きの癖くせを隠かくされているせいで、体得した流派を探さぐることすらできない。

　目の前の達人の正体が、いや、その手がかりひとつすらつかめないでいる。

「まあ、聞けや」

　老人は吞のん気きな声で、

「お嬢じようちゃんの反応はわかるがよ、俺ァここで事を荒あら立だてるつもりはねェんだ。どうせお嬢ちゃんにゃ傷ひとつつけられねェだろうしな」

「今さら何言ってんの。そういう登場じゃなかったでしょうが」

「ん、まァ、そりゃァ確かにな」髭ひげを撫なでつけながら「すげェ強いと聞いちゃいたから、どんなもんかと興味はあった。実際大したもんだ、全身そんだけ呪じゆ詛そまみれだってんのに、どうやら俺より強つえェ」

　それこそ何を言っているやら、ではある。たった今、自分をほとんど子供扱あつかいしてみせたのは、どこの誰だというのか。あと全身の呪詛をどうやって見み抜ぬいた。

（ししょーの関係者……？）

　わけのわからない強さを備え、わけのわからない過去を持ち、わけのわからない性格をしている老人のことを考える。接した印象だけで言うなら、目の前の人物と似ているところがあるような気がしなくもない。

　いや、待て。手がかりは別にもある。

　もしこの老人の言う、リーリァ・アスプレイのほうが強いという比ひ較かくが事実なら──つまり単純な比較と実際の結果が一いつ致ちしていないというなら、原因として考えられるのはまさに情報量の差だ。リーリァは老人の手の内をまるで知らず、老人はリーリァの手の内にやたらと詳くわしい。いや、正確に言えば、リーリァ自身ではなく、その強さを支える背景に通じている──

「勇者様！」

　少し離はなれてしまった場所から、シリルの声。

「待って、もう少しで大事なことに気づけそうな気がしてる」

「違ちがいます、それがこの方の目的です！」

　……何？

「時間稼ぎです、つい先日同じ手にひっかかったばかりでしょう！」

「あ──」

　そうだ、確かにそういうことがあった。

　意味の薄うすい襲しゆう撃げき、ちりばめられた手がかり。考えれば考えるほど思し索さくは広がり結論に収束しない。その間はどうしても、足を止めての思考に縛しばり付けられる。あの時の標的はアデライードだったが、それ以外は何もかもがあの時と同じ。

　老人はヒュウと下手な口笛を鳴らし、

「ハ、聡さといな。やっぱそっちに先に寝ねててもらうべきだったか」

　にやりと笑う。

「もう少し言うなら、俺ァここで出てくる予定じゃなかったんだよなァ。できることなら最後まで裏方でいたかったんだが、お嬢ちゃんらの動きが思ってたより早かったんでね、ちょっかいを出させてもらった」

　それはどういう意味か、と追つい及きゆうしたくなったのを堪こらえる。それも時間稼ぎの誘いだとするなら、乗ってやるわけにはいかない。

「それとな。こうして顔を見せるまでした以上、仕事はさせてもらう。なァに、そう長くはかからんさ、必要なのはあと数分だけだ──」

「シリル、行って！　こいつはあたしが引き受ける！」

　足止めされている側が足止めを宣言するというのもおかしな話だが、現状どうにも仕方がない。二人で並んで逃げようとしても、背中を刺されて終わるだけだ。どうとでも身を守れるリーリァはともかく、シリルを狙われれば防ぎきれる自信がない。

　勇者様を一人残してはいけません──などと面めん倒どうなことを言い出されたらどうしようと思っていたが、当のシリルは「わかりました！」と即そく答とうし、迷いなく背を向けて走り出した。話が早くて助かるけれど、少し寂さびしい。

　老人は動かない。

「……いいの？」

「さて、難しいところだ。舞ぶ台たいの準備にゃまだ少しかかりそうだが……ま、主役がここにいるんだ、よしとしてもらうさ」

（舞台……か……）

　そういう言い回しをするということは、この先に、何かの罠わなを用意してあるということだろう。そしてその中で、このリーリァ・アスプレイを踊おどらせたいのだと。

　互たがいに足止めをする形になった現状、唯ゆい一いつありがたいのは、思索の続きに時間を遣つかえることだ。そのためにも、今のうちに、もう少し手の内を見ておきたい。

　素す手でのままというのもなんだからと、そこらの手すりを力任せに引っこ抜く。手刀で刻み、そこそこの長さの鉄棒を仕上げる。サイズはごくふつうの、標準的な長ちよう剣けんと同じ。軽く振ふってバランスを確かく認にん。うん、急ごしらえにしては悪くない。

　ついでに、膂りよ力りよくや速度で圧あつ倒とうできる相手ではない以上、役に立たない魔力ヴエネノムも鎮しずめる。後こう遺い症しようの軽い吐はき気が這はい上がってくるが、それは気合いで耐たえる。

　周囲に軽く目を走らせてから──

（……お）

　次の作戦を決定。

　呼気とともに踏ふみ込み。上半身を派手にひねりながら、振り下ろしの軌き道どうから鉄棒を逆手に持ち替かえての薙なぎ払はらい。そこそこ複雑なフェイントではあるが、もちろん先ほどまでの絶技の応おう酬しゆうに比べれば児じ戯ぎにも劣おとる。もちろん老人はこれを易やす々やすと回かい避ひ、無造作に距きよ離りを詰つめて間合いの内側に入り込んでくる。

　リーリァは笑う。

　その笑えみに何かを感じ取ったか、老人の動きが一いつ瞬しゆん止まる。その一瞬を刺すように、老人の背後の空気がゆらめいた。砂のこすれ合うようなかすかな音と気配、銀が疾はしる。

　避けられるはずもない、横薙ぎの刃やいば。

「ホゥ！」

　当然のようにそれにすら反応し、老人が独楽こまのように身を翻ひるがえす。わずかに崩くずれた体勢を正確に狙ねらい、リーリァは鉄棒を突つき入れる。引き裂さかれた紅が宙を舞まう。

「……これでもだめか。しぶといなぁ、もう」

「驚おどろかされたのはこちらだってェの」

　鞠まりか何かのように幾いく度どか地を跳はねて、老人は距離をとった。

　引き裂かれたフードの下、これまで隠れていた素顔が露あらわになっている。まず目につくのは、頭頂から左ひだり眼めを経由し頰ほおにかけて大きく走る古傷。その傷にも、そしてその傷の下の顔にも、見覚えはない。

「知ってる顔？」

　すぐ隣となりに尋ねてみたが、「いや」という静かな返事が戻もどってきただけだった。

「どういう御ご仁じんなのか、聞いてもいいかな」

「あたしが聞きたい。捜さがし物をしてたら、いきなり襲おそってきた。見ての通り、腕前はちょっと考えられないくらい高い。ちなみにあんたはどうしてここに？」

　隣のそいつ、先ほど一瞬だけ老人の背後をとった闖ちん入にゆう者であるナヴルテリは、「僕も捜し物だよ、たぶん同じものを」と答えて肩かたをすくめた。

「ふむ？　手て練だれ二人の相手は、さすがにキツいな」

　右眼を細め、口元を歪ゆがめながら、老人はぼやく。

「ここらで一度退散させてもらうぜ。追ってくるなら、後で会おうや」

「そう言われて、素直に逃にがすとでも？」

「思っているさ、もちろんな」

　その言葉を言い終えるよりわずかに早く──気配が、消える。

　少し遅おくれて、姿が消える。さらに遅れて、声が聞こえなくなる。

「……うそでしょ」

　息をひそめるだとか姿を隠すだとかいうようなレベルではなく、その場から存在そのものがかき消えたかのような。正規勇者リーガル・ブレイブにのみ扱えるという（リーリァはまだ修めていない）隠おん形ぎよう術に、自身の存在そのものを希き薄はく化させる虚うつろ纏てん衣いなるものがあるが、いま老人が見せた技わざはそれに匹ひつ敵てきする。

　数秒ほど奇き襲しゆうを警けい戒かいしたが、その気配もない。

「やれやれ。世界は広いな、あんな怪かい人じんが実在するとは」

　怪人。言い得えて妙みようというか、それ以外の表現のしようがないというか。

　実際、奇怪な話なのだ。最強のはずの正規勇者リーガル・ブレイブを翻ほん弄ろうするというのは、何かが間違っていなければありえない。自負や自うぬ惚ぼれの話などではなく、最強であることを損そこねてしまえば、正規勇者リーガル・ブレイブという枠わく組ぐみ自体が揺ゆらいでしまう。

　その辺りすべてをひっくるめて、何かのタネがあるのだろう。だが、足を止めてゆっくりと考えている時間もない。

「シリルと合流しよう」

　鉄棒を放ほうり捨て、リーリァは言う。

「『後で会おう』とか言ってる以上、追つい跡せきの手立ては何かあるはず。その上で完かん璧ぺきに消えられた今、考えられるのはシリルの呪蹟ソーマタージくらいだ。ついでに、そっちの経けい緯いも聞かせてもらうよナヴルテリ」

「仕方がないね」

　曲刀を静かに鞘さやに戻しつつ、ナヴルテリもまた、小さく息を吐く。





２．燃もえ殻がらネズミ






　水は高きから低きに流れる。

　太陽は東から昇のぼり西に沈しずむ。

　だというのに、人類はいまだ滅ほろび終えていない。

　──これは、帝てい都と動物学者の定番ジョークである。学者でない者にとってはわかりにくい表現だが、つまり、人類がいまだこの世界に息づいているということが、学術的に考えて不自然であると言いたいらしい。

　しかし、彼は、これをジョークだとは思えなかった。実際に、どう考えても理り不ふ尽じんであるはずの事実だと思った。

　どうして人類などというものが、この世界にはのさばっているのだろう。

　強くもない。賢かしこくもない。群れとしての力もない。なのに、どこまでも生き汚ぎたない。

　物心ついたころからずっと、それがどうしても理解できなかった。




　幼少時の彼は、ただの、ひねた子供だった。

　少なくとも、周りからはそう見えていただろう。あのころの彼は虚きよ弱じやくで、世の荒あら波なみに抗あらがうあらゆる力を持たず、だからどんな思想もその弱さから生まれた僻ひがみに過ぎないと思われていた。他ほかならない彼自身ですら、そう考えていた。

　だから彼は、自分を鍛きたえた。人としての最低限の強さがあれば、世の中が違って見えるはずだと信じた。

　生来、筋肉のつきにくい体質だったらしい。どれだけの負ふ荷かをかけても、彼の体はなかなか育とうとしなかった。しかし彼はそのこと自体を、自分の弱さの表れだと解かい釈しやくした。十の鍛たん錬れんで足りないならば百を。百の鍛錬で足りないならば千を。並の人間であればむしろ壊こわれ果てていただろうほどの鍛錬を重ねた。

　無知のままでいるのもいけないと考えた。必要なのは知識の量ではなく、世の中には自分の知らない知識、考え方、視点があるという認識だ。それを得るために遠方の書物を集めては読み漁あさり、様々な人と会って話を乞こい、大陸からの知識をより多く得るために讃さん光こう教会との繫つながりを作った。




　その過程で、気づいたことがあった。

　自分には、普ふ通つうの人間にはない──いや、普通だろうと異常だろうととにかく人間には持ちえないはずの、奇妙な力がある。

　話していた相手の性格が、いや、性しよう根ねが変わるのだ。

　元が善人だろうと悪人だろうと、強者だろうと弱者だろうと、そしてもちろん男女や老ろう若にやくの区別もなく。自分が深く理解しようと近づいた相手は、一様に、ある衝しよう動どうを抱かかえるようになる。それは自分が生まれた時から胸の内に抱えているものと同じだった。

　それはつまり、人間への、そして人類への、尽つきせぬ嫌けん悪お。

　いくら自身を鍛えても、知ち恵えを蓄たくわえても、拭ぬぐい去れなかった悪あしき衝動。




「珍めずらしいねェ、こんなところに人間の卑獣ヴアルガーかよ」

　成人する年になってから、その力のことについて知る者に会えた。

「似たような魔ま術じゆつは見たことがあるぜ。セレンズロードの夢見連中が使う手でな、本質は『精神の混こん淆こう』だ。二者で交かわした視線を媒ばい介かいに、自分の意志の一部を相手に流し込む。うまく使えば、その意志を介して相手の行動を支配もできる。たぶん、訓練すれば視覚なんかも奪うばえるはずだ」

　実に興味深い、とそいつは笑った。

「それなりにリスクもあるはずなんだぜ。あくまでも精神を混ぜる力だからな、もしてめぇが自分で自分を殺したいくらい嫌きらってたなら、圧力不足で、相手の意志も逆流してくる。下手したら記き憶おくや感情まで混ざり合って、自我が壊れて、命を失う」

　意味のわからない話もされた。その条件下なら、力を使うまでもなく、ただ自ら命を絶っているような気がしたが。

「意志を切り分けるってこと自体も本来は大したリスクだが、まぁそこは卑獣ヴアルガーだからな、人類への加害衝動が無む尽じん蔵ぞうに湧わき出てくる。どうやら、てめぇ自身が自制的に生きているぶん、そいつが外に溢あふれやすくもなっている」

「……つまり」

　昏くらい気持ちで首を振ふった。

「自分を変えれば、どうにかなると思っていた。だから体を鍛えて、多くを学んだ。だが、その全すべては無む駄だだった。私はそういう生き物として生まれ、そういう生き物としてしか生きられない」

「そして、そういう生き物としてくたばるわけだ」

　そいつは笑っていた。

「いいじゃねェかよ。愛も憎ぞう悪おも根は同じもんだ。人類があまりに大好きすぎて、傷つける行こう為いを介しなければ表現できない。当の人間同士でもよくやってることだ、てめェが同じことをして何が悪いってんだ」

　愛ゆえに、ということか。

　実に便利な言葉だ。愛ゆえに傷つける、愛ゆえに貶おとしめる。どんな行いの上に冠かんしても、それらしく見えるようになる。むろん、許されるかどうかは別の話として。

　いいだろう、とその考え方を受け入れた。

　人として在り続けようとするのと、人以外のものとして在り続けるのと、どちらもろくな生き方には思えない。だが、そもそも自分がそういう生き物であるというなら、是ぜ非ひもない。

　その時初めて、自分らしく生きるということに興味を抱いだいた。

　人ではない者として、自分なりのやり方で、あの醜みにくい人類という種を愛めで続ける。そういう生き方に、希望を抱いた。




　エックハルト・クラッセン──またの名として『燃え殻ネズミ』とも呼ばれる、その男の話である。
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　晴れた夜空がよく見える。

　以前、半ば戯たわむれのつもりで、星詠よみにも手を出したことがある。しかし、戯れ程度の深さで見上げた星空はいつも通りにしか見えなくて、吉きつ兆ちようも凶きよう兆ちようも読みとれはしなかった。

　この世界にとっての凶であろう身としては、少々複雑ではあるが。

　バゼルフィドル内陸の最上部、屋上とも言える区画のはずれ。崩くずれた建築物の中で、短い物思いに耽ふける。

　かつてここには、博物館が建てられていた。世界の各地と繫がりのあるこの場所であれば、世界の広くから知識と資料を集めた、知識の結けつ晶しようのような場所が造れる。多くの組織の協力のもと、その目もく論ろ見みのもとに建てられたはずのそれは、当のバゼルフィドルの民たみの一部に不評であり、暴動のような経緯を経て破は壊かいされた。そして、複数の組織の影えい響きよう下にある場所ということが災わざわいし、廃はい墟きよのまま何年も放置されている。

　ここに存在することを許されなかった、異郷のかけらたちの墓標。

「──そろそろ、話してはもらえないか。正規勇者リーガル・ブレイブを殺す算段というやつを」

　声を、投げた。

　星灯あかりの落とす淡あわい影かげの中に、赤い影が蟠わだかまっている。

　当の正規勇者リーガル・ブレイブと交戦してきたばかりなのだという。ローブのあちこちが裂さけている。この老人に刃やいばを届かせる勇者ブレイブの技の冴さえに驚おどろくべきか、超ちよう絶ぜつであるはずの勇者ブレイブを前にこれだけの傷で撤てつ退たいしたこの老人の手管に呆あきれるべきか、判断に迷う。

「んー……そうだな、頃ころ合あいか」

　疲つかれたような声で、老人は答える。

「今代の正規勇者リーガル・ブレイブは二十代目。てことはもちろん、その前には十九人いたわけだ。で、最初の一人のことは知ってるか？」

「アーベル・メルケラか？　ディオネ騎き士し国建国の祖の？」

　讃さん光こう教会の教えを学んだならば、その名を知らぬはずがない。それはいわば、正規勇者リーガル・ブレイブという聖人たちの、祖にあたる人物だ。

　老人は「そいつだ」と頷うなずき、

「そいつの死因はどうだ？」

「乙女おとめの姿の魔ま物ものに惑まどわされ、毒の虫に刺さされた……だったな」

「さすがよく知っているな。それが、アレだ」

　枯かれ木のような老人の指先が、彼の背後へと向けられる。

　廃墟の中央付近、傾かたむいたままの鉄柱と、そこに縛しばり付けられた幼い少女。

　そして──その周囲を飛び回る、薄うす紫むらさき色の、何か。

「あんまり見んなよ。てめェのその瞳ひとみも特別性だ。本来は霧きりより薄うすいあの虫どもが実体を得ちまう」

「それは──」

　エックハルトが視線を動かすよりも早く、人影が割り込んでくる。

　準勇者クアシ・ブレイブヴィレム・クメシュが、無言で立ちはだかるようにして、間に立っている。

「おっかねぇな、おい」

　老人がうめく。

「なぁおい、本当にこのガキ、支配できてんのか？」

「されているとも。だが同時に、神の名を持ち出しての誓ちかいで縛られてもいる。私の言葉と、その娘むすめを危害から守らねばならないという制約とが、彼の中では同格だ」

　支配の力が強力で、抗うことができないならば、支配された後での自分の動きを予あらかじめコントロールしておく。めちゃくちゃな話ではあるが、現実的な手段でもある。

　むろん、簡単な話ではない。

　エマの現状をもって、まったく何の危害も加えられていないというのも無理があるだろう。表には出ていないが、その事実は、彼の精神を死ぬほど苦しめているはずだ。

「ホ、我が身に代えても姫ひめ様はお守りします、てか？　これだから勇者様はよォ」

「……彼女が変化しようとしていた先は、リュシル・ザクソイトだっただろう？」

　話を戻もどす。

「先の話、アーベルの死とどういう関係がある」

「ああ、そこはシンプルだ。乙女の姿の魔物、その名がリュシル・ザクソイト」

　呵か々かと笑う。

「初代正規勇者リーガル・ブレイブにして、ディオネの始まりを殺した毒。二十代正規勇者リーガル・ブレイブにしてディオネの終わりを殺す毒として、これ以上にふさわしいものはあるまい？」





３．焜炉ストーブの炎ほのおが揺ゆれる






　さあさあと、何かを洗い流すような雨音。

「う……」

　アデライードは目を覚ます。

　ベッドの上に身を起こす。引きつるような痛みを覚えて、脇わき腹ばらを見る。白い包帯が巻かれていて、それにまで血がにじんでいるのを確かく認にんする。

「ごめん、手当てのために勝手に脱ぬがせた」

　声のほうを見れば、ベッドのすぐそば、椅い子すの上で膝ひざを抱かかえるリーリァ。

　言われて確かめてみれば、いつの間にやら裸はだかである。今さらながらに寒気を感じて、シーツを胸むな元もとに引き寄せた。

　わずかな、沈ちん黙もくの時間。ぱちぱちと、焜炉ストーブの火の弾はじける音。

　ここは、と問いかけてすぐに、その愚おろかさに気づく。見ればわかることでしかない。施せ療りよう院の一室。エマが入っていたそれとは別だが、同じアステリッドの系列の。

　頭がうまく動いていない。

「水の中で目を回してるあんたを見つけて引き上げた。怪け我がしてたからここまで連れてきて手当てして乾かわかして寝ねかせて現在に至る。質問は？」

「え……と……」

　首を振ふって、

「…………脱がせた!?」

　ようやく、そのひとことの意味が脳に届いた。

　アデライードはいつも、肌はだ着ぎの下に一枚の護符タリスマンを縫ぬい込んでいる。〝朱紗の薔薇シナモンローズ〟などとは根本から役割の違ちがうものだ。効果はささやかで、ただ、使用者の姿を少しだけ偽いつわるというもの。

　肩かたにかかる自分の髪かみを確認する。護符タリスマンの効果が解けている。

　顔から血が引くのを感じる。

「ん、やっぱ重要だったみたいね。安心して、あたししか見てないから」

　リーリァがひらひらと手を振る。

「事情は聞かないし追つい及きゆうしないし、誰だれに言うつもりもない。ああ、でも隠かくすつもりなら早くしたほうがいいかも、じきにナヴルテリとシリルが戻もどってくるから。それより」

　ここでリーリァは息を大きく吸って、

「全部話して。あんたんとこでは、何があったの」
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「思っていたより、ずいぶんと状じよう況きようは悪いようだね」

　ナヴルテリが指であごをこする。

「というより、意味不明ですね」

　シリルがこめかみを指で圧おす。

「敵は、あの赤いじーさんと、エックハルトとかいうその坊ぼうさんおよびその愉ゆ快かいな仲間たち、でいいんだよね。んで、エマちゃんと『石笛』を集めて何かしようとしてる」

　リーリァが指折りながら状況を整せい頓とんする。

「ヴィレム君も、たぶん向こうについてる」

　ぽつりとアデライードが付け加えた言葉に、リーリァは「愉快な仲間たちの中にカウントしときゃいいでしょ」と返す。

「ヴィレム君が愉快な少年だということは否定しないけれど、おかげで戦力的に楽観ができなくなったのが痛いな。信じがたい話ではあるけれど、あの老人はリーリァちゃんに伍ごする使い手だった。何らかの裏やタネはあるにせよ、それを暴あばかない限り、こちらの最高戦力を彼一人で抑おさえ込めてしまう計算になる」

「魅み了りようの呪じゆ視し、って言ってた。シリルさん、知ってる？」

　視線が、部屋の隅すみのシリルへと集まる。

　シリルの手元には、いつものあの本が開かれ、淡あわい光を放っている。

　よく見れば、額に小さく皺しわが寄っている。不調のせいもあり、呪蹟ソーマタージの鳩はとを操あやつるにはそれなりの集中力を必要としているらしい。

「……あのですね。賢けん人じん塔とう出身者だからって、なんでも知っているとは思わないでください」

「知らないの？」

「おそらく十四代目の正規勇者リーガル・ブレイブ、ツィラ・ノーテンが討とう伐ばつした堕鬼インプが備えていたという邪じや眼がんのことだとは思いますが」

　知ってるんじゃないか、という視線が集まる。

　そういえばそんなものもあったな、とリーリァは思い出す。

「そういうものがある、というだけですよ。正体も詳しよう細さいも知りません」

　邪眼、というのがまた厄やつ介かいだ。

　世界には多くの秘術体系がある。そしてそのほとんどは、なにせ秘術というくらいだから、それぞれの伝承者の中で詳細が伏ふせられている。呪蹟ソーマタージのように広く知られている体系はそう多くない。

　そして邪眼は、知られていないという意味では極きわめつけだ。視線を介かいして、あるいは視野にあるものに認識を介して干かん渉しようする特異現象。突とつ然ぜん変異によって自然発生するものしか存在しないという性質上、継けい承しようや再現ができない。体系としてまとめられるほどの研究をする者もなく、あったとしてもそれを継つぐことができない。

　ただ、それが邪眼であるならば、言えることは少なくともひとつだけある。

「堕鬼インプ、ってことは、つまり」

「はい。邪眼が使えるということは、突然変異を起こし人間以外の生物として生まれているということ。そのエックハルト・クラッセン氏はまず間違いなく、鬼オグルです」

　シリルが言葉を切る。

　誰もが、しばしの間、混乱にも似た思し索さくに沈しずむ。

「その事実を彼が隠そうとしていないということは、つまり」

「挑ちよう発はつでしょうね。人外がここにいるぞ、正規勇者リーガル・ブレイブならば滅ほろぼしてみせろ、そう言って罠わなに誘さそい込もうとしている。不意打ちも毒殺も効かない相手をひっかけようとしているんだから、間違いなく特別性の罠ですよ」

「となると、彼らの目的は」

「正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイの殺害……と考えるのが妥だ当とうでしょう」

「大きく出たもんだ」

　正規勇者リーガル・ブレイブは人類の守護者ではあるが、人から殺意を向けられることもある。というか、わりと頻ひん繁ぱんにある。疑ぎ心しん暗あん鬼きになった暴君やら、逆に暴君討伐に協力しないから敵認定してくるレジスタンスやら、買収できない個人は信用できないという金持ちやら、自分の信念と同じ動機で動かない者は悪だと考える自じ称しよう真の正義の味方やら。

　リーリァ個人に限った事情ではなく、歴代の正規勇者リーガル・ブレイブもだいたい似たような感じだったそうだし、聞けばヴィレムら準勇者クアシ・ブレイブすらもよく似たような目に遭あっているらしい。

　だから、標的が自分だと言われても、リーリァは驚おどろかない。

「邪じや魔まな正規勇者リーガル・ブレイブを排はい除じよしてから叶かなえたい大たい望もうでもあるんかね、鬼オグルとして」

「おそらくは。だいぶ念入りに戦力を整えているようですし、相手は本気ですよ」

「あたしに挑いどもうって連中は、いつだって誰だって本気だよ」

　うんざりと言う。

「相手がツィラ先せん輩ぱいの倒たおした鬼オグルの同類だっていうなら、術の解き方も同じだよね」

「おそらくは」

　記録にいわく、元げん凶きようである堕鬼インプが殺されると、操られていた人々はいっせいに昏こん倒とうし、そして順調に回復していったのだという。自覚のなかったものまで含ふくめてその数は数千に届いたらしい。

　その魅了の呪視とやらは、相手の心をいじくるだけの術ではなく、堕鬼インプの精神と何らかの繫つながりを作り維い持じするものなのだろう。だから、堕鬼インプの精神が消えた時に大きな衝しよう撃げきとなるし、その後には何の意味もなくなる。

「──あ」

　シリルが顔を上げる。

「エマさんを見つけました。ヴィレム君も傍そばにいます、でもこれは……」

「ん、どこ？」

　リーリァは立ち上がる。

「……他ほかに誰の姿もありませんが、これは、どう考えても罠ですよ」

「罠なら踏ふみつぶせばいい。主導権をとられてる以上、今は時間のほうが惜おしいよ」

「同意だね。もちろん僕も行くよ」

　いつの間に立ち上がっていたのか、ナヴルテリの外がい套とうの裾すそがわずかに揺れる。

「お嬢じようさんたちは、悪いけれど留守を頼たのむ。向こうの戦力が読めない以上、こちらの手勢は勇者ブレイブで固めていきたい。僕らだけなら、どう不意を打たれても対応できるからね」

「それは……」

　何かを言い募つのろうとしたシリルが、途と中ちゆうで言葉を切る。感情はどうあれ、彼女は理解している。彼女の呪蹟ソーマタージは間違いなく大きな戦力になるが、それを操る彼女自身が優すぐれた戦士だというわけではない。ナヴルテリの言う通りだ。ろくに奇き襲しゆうに対応できないレベルの自衛力の者を、罠とわかっている戦場に近づけるわけにはいかない。

　アデライードは、

「……手ぶらで行くのもなんでしょ。いまセニオリスは動かせないから、うちの工こう房ぼうに寄って、一ひと振ふり持ってって。バイズメイさんに、わたしの名前と一いつ緒しよに『14番を出せ』って言えば出してくれるから」

　淡たん々たんと、それだけ言う。

　言いたいことは、色々あるのだろう。戦力にならないのを承知のうえで動きたい、動かずにはいられない、そういう感情もあるのだろう。そのうえで全部、吞のみ込んだ。

「きっと、今のきみに必要なのは、あの剣けんだから」

　その一言の意味は、よくわからなかったけれど。

「ん、ありがたく借りてく」

　素す直なおに、頷うなずいた。




　正規勇者リーガル・ブレイブの戦場に、追つい随ずいできる者など、そうはいない。

　だから、想おもいだけを受け取って、その想いと共に戦う。

　なにも嘆なげくようなことはない。これまで通りで、いつも通りだ──そんなことを、自分に言い聞かせる。





４．それぞれの戦場






　間近に見るバゼルフィドル内陸の外がい殻かくは、まるで瓦が礫れきを組み上げた積み木の壁かべのようだった。でこぼこしているうえ、あちこちに建材が張り出している。鋼線を撚よったロープがあちこちに架かけられてすらいる。

　つまり、足場が豊富で、駆かけあがりやすい壁だった。




『14番、ですか!?』

　アステリッドの工房にて見た、バイズメイの驚きよう愕がくを思い出す。

『しかしあれは……いや、あなたなら、確かに』

　思わせぶりな言葉とともに、厳重に封ふう印いんされた倉庫の奥から持ち出されてきたその聖剣カリヨンは、なるほど、その態度にふさわしい一振りだと言えた。

　それは、力の塊かたまりだった。

　刀身を構成する護符タリスマンの数は四十。剣というより鎚つちに近いフォルムと、それに恥はじない重量感。聖剣カリヨンとしての格はやたらと高い──手にとってすぐに、そうとわかってしまうほどに。魔ま力りよくの増ぞう幅ふく性能に関しては、下手をしたらセニオリスに伍するのではないかというほど。これはつまり、力を引き出せる才能の持ち主がセニオリス級に少ないだろうということにも繫がる。

　だが、同時に、それは、ただの力の塊でしかなかった。

　聖剣カリヨンとしてのありとあらゆる付加性能、敵意スレイヤーレベルやら耐たい性せい効果やらはすべてが零ゼロ。もちろん、というか純位の聖剣カリヨンとしてはこれこそ最高に異常な点なのだが、特筆能力タレントも発現していない。

　聖剣カリヨンは本来、人類の敵と戦うためにある道具だ。戦うという意志と倒すという目的、だからこそ「剣」という形状をしている。だがこの一振りは、剣に似た形こそ保てど、その大前提を根底から無視して組み上げられているのだ。

　力を活いかす特定の筋道を持たない、ただ強力なだけの聖剣カリヨン。特別な手段を与あたえられずとも構わず自ら道を編み進む、そんな強者にしか扱あつかえない剣。

『先代の鍛きたえた中から半ば偶ぐう発はつ的に生まれた聖剣カリヨンなのですが、なにぶん性能がおかしいもので、テストすらできていません。完成品として扱うことができず、銘めいも与えられないまま保管されていました』

　だろうな、と思った。この剣の存在はそのまま、聖剣カリヨンのあるべき姿に対する、冒ぼう瀆とくだ。面めん倒どうな諸事情がなかったとしても、聖剣カリヨン技師としては扱いに困っただろう。

　だが、今回の戦いにおいては、これこそふさわしいとも思えた。

　人から生まれた人ではない卑獣ヴアルガーと戦うために、聖剣カリヨンから生まれた聖剣カリヨンらしからぬ一振りを持ってゆく。なかなか皮肉が利きいた話ではないかと。




「二手から攻せめよう。僕は裏に回る」

　なだらかな足運びで壁を駆けるナヴルテリが、囁ささやくような声でそう言った。

　風の渦うず巻まくこの場所で、なぜその声がはっきりと聞こえるのかには多少の謎なぞがある──まあ、そういう話法か何かがあるというだけの話だろうが。

「最優先目的は、エマ嬢の奪だつ還かん。そういうことでいいね？」

「うん」

　リーリァが頷くのとほぼ同時、決して小こ柄がらではないナヴルテリの姿が、まるごとわずかにゆらめいて消える。

　多芸な達人だ。純じゆん粋すいな戦力として比べるなら今のヴィレムと大差がないだろうが、踏んできた場数と、それらに対応する引き出しの数が違ちがう。強きよう襲しゆう作戦においては、独りで動いたほうが強みを活かせるタイプなのだろう。

　そして、理由こそ違えど、独りのほうが戦いやすいのはリーリァも同じだ。

「さて」

　雨に濡ぬれる無銘の剣の柄つかを、しっかりと握にぎり直す。

　歩と跳ちよう躍やくを繰くり返し、バゼルフィドル最高の地点を目指す。




　　　　[image: ]




　白く煙けぶる視界の中、リーリァはそれを見た。




　エマ・コルナレスが、古い石造りの祭さい壇だんの上に座らされている。

　黒く長い髪かみと、白くゆるい長衣とが、雨で肌はだにまとわりついている。

　その顔はうなだれるように伏ふせられ、両りよう腕うでは、それぞれ異なる角度に掲かかげられていた。右腕は、手首にかけられた錠じようによって傍かたわらの石柱に繫がれている。そして左手は、木の床ゆかに突つき立てられた白い聖剣カリヨンの柄を握りしめて──いや、縄なわによって柄にきつく結び付けられていた。

　まるで、一枚の宗教画のような光景だとリーリァは思った。

　ぶわりと強風のように、何かが膨ふくらんだのを感じた。リーリァが今のエマを見たことで、黒い虫のような例のアレが、大量に湧わいて出たのだろう。厄やつ介かいではあるが、今は構っていられないというか、それを理由に目を逸そらす気もない。

「エマちゃん！」

　名を呼べば、わずかにその肩かたが揺ゆれた。

　顔を上げるほどの力も残っていない。だが、自分の名前に反応していたのだから、意識までなくなっているわけではない。それを希望だと感じる。

　駆け寄るために、まずは一歩を踏み出した──




「こない……で……！」




　──その足が止まった。

「だめです、リーリァさん……来ちゃ、だめ……」

　ゆっくりと、エマが顔を上げる。

　その拒きよ絶ぜつを容いれたというわけではないが、リーリァの足は動かない。

「聞いて、エマちゃん、助けに来たの！」

「だめなんです！　リーリァさんが、危ないから！」

「あーいやほら、この話ちょっと持ち出したくないけど、あたし実は本当の本当にめちゃくちゃ強くて、危ないとかそういうのは……」

「そうじゃなくて！　このままだと、わたしがリーリァさんを殺しちゃう！」

　その目が、淡あわく紫むらさき色いろに輝かがやいているように、見えた。

　ああ……なるほど。

　その瞬しゆん間かんに、リーリァの精神は、ふたつに割れた。

　リーリァの半分が、冷静に考える。エマの手に縛しばられているあの聖剣カリヨンは、おそらく話題の『石笛』だろう。遠目にはわかりにくいが、起動しているように見える。つまり、『石笛』を使ってエマの状じよう況きようを安定させようというシリルの出していた案を、敵がこちらに先んじて実行しているように見える。

　そのうえでエマがあのように叫さけんでいるということは、安定させられたエマが、正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイを殺せるモノへと変わっているということ。そのうえで、おそらくそれを実行するように、噂うわさの堕鬼インプの力だか何だかで操あやつられてもいるのだろうということ。

　そしてリーリァの残り半分が、冷静に結論した。エマちゃんにあんな顔をさせた連中は、残らずブッ殺す。

　止めていた足を、再び動かす。エマとの距きよ離りを詰つめる。

「だめ──！」

　エマが叫び、そして、

「と!?」

　身をかわした。

　まず殺気が奔はしった。それからわずかに遅おくれ、飛び込んできた蹴しゆう撃げきが床板を派手に叩たたき割る。地の雨水が派手に飛び散る。

「……あー……」

　ここで来るのか、あんたが。

　襲撃者は、少年だった。

　片かた膝ひざを突き、まるで姫ひめ君ぎみに拝はい謁えつする古い騎士シユバリエのような姿勢。ゆっくりと立ち上がり、無手の両腕を下ろしたまま、半身に構える。

　準勇者クアシ・ブレイブヴィレム・クメシュ。

　その双そう眸ぼうには、こちらは見間違いなどではなく、あきらかに紫の光が宿っている。

「……いちおう確かく認にんしとくけど、あたしの声聞こえてる？　自分がどこで何してるのか、把は握あくしてる？」

　尋たずねても、返事はない。

「そか」

　ぽきりと指を鳴らす。

「じゃあ、遠えん慮りよなく叩きのめさせてもらうよ」
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　──大当たりを引いちゃったかな。

　ナヴルテリ・テイゴザックは苦く笑しようする。

　雨あま粒つぶを受けるたびに、辺りの屋根板が、悲鳴じみた音を立てている。ざあざあという水流の音は、おそらく貯水池へとこの雨水を流す水路からだろう。

　これから往ゆこうとしていた道の上に、老人が立っている。

　立ち塞ふさがる、というような姿勢ではない。本当に、ただ立っているだけに見える。しかしそれが、とてつもなく険しい障害であるということは、漂ただよう雰ふん囲い気きからだけでも容易に窺うかがえた。

「雨は体に障さわる。屋根の下に帰られてはどうかな、ご老人」

　冗じよう談だんめかして、声を投げた。

　老人の肩が、わずかに揺れた。笑っている。

「てめぇが──」

　しわがれた、しかしはっきりとした声。

「──何モンかは知らねェがな。こっから先の舞ぶ台たいには上げられねェよ。俺の書いた脚きやく本ほんに、飛び込みエキストラの出番はねェんだ」

「観客なら歓かん迎げいする、とでも言いたげな口ぶりだね」

「わかってんじゃねェか。なんなら特等席に案内するぜ？」

　言葉とは裏腹に、冷たい殺気が、夜よ霧ぎりのようにじっとりと絡からみついてくる。

「……こう見えて、もとより裏方のほうが得意でね。自分で舞台に上るつもりは、あまりないんだ」

「ホゥ？」

「まあ、だからこそ、その裏方をちゃんと務めておきたいよね」

　腰こしの剣けんを鞘さやごと帯から外す。ゆっくりと、抜ぬき放つ。

　聖剣カリヨンではない。ナヴルテリの故郷である砂流連れん邦ぽうで使われる、薄うす刃ばの曲刀だ。重量がないぶん単純な破は壊かい力で言えば大陸の剣には大きく劣おとるが、衣服ごと肉を裂さくには──つまり人を殺すという目的に限って言うなら、何ら不足はない。

「ご老人。あなたには謎が多すぎる。謎を残すのは冒ぼう険けんであり、冒険とは即すなわち危険だ。見み極きわめさせていただく」

「ハ」

　老人がまた肩を揺らす。

「いいぜ、読めるもんなら読んでみな、付き合ってやらあ」

　そして、剣を抜いた。

　何の変へん哲てつもない、両刃の短剣。闇やみの中で光らないようにか、刀身をわざと汚よごす形で艶つやを消してある。そこらの店で小こ銭ぜにを出せば手に入るだろうレベルの、ただの安物。老人の正体を追ううえでの手がかりにはなりそうにない。

「では、お言葉に甘えて！」

　剣技には、それが育はぐくまれた大地の特色が色いろ濃こく出る。

　そして、ナヴルテリの故郷である西ガルマンドの大地のほとんどは砂で覆おおわれている。必然的に、彼がその地で継ついだ剣の業わざは、粘ねばりの利きいた歩法を基底においたものとなる。風に酔よう砂さ塵じんのように。地平に揺蕩たゆたう陽炎かげろうのように。寒天に迷いなく煌きらめく北星のように。気まぐれな砂の大地に倣ならった技は、慣れない者を容易に惑まどわす。

　老人の死角に入り、剣を振ふるう。

　刃やいばが刃を嚙かむ音。衝しよう撃げき。

「ホゥ、これはまた厄介な」

　感心したような、余よ裕ゆうの声を聞く。

　単純に体格を比べるならばナヴルテリのほうが圧あつ倒とう的に優位だが、力で押し切ることができない。老人の膂りよ力りよくが外見以上であるということもあるが、それ以上に、老人の技量がそれを許さない。刃の嚙み合う一点だけを軸じくに、力の流れを完全に制されている。

「……今さらだがご老人。名を尋ねてもいいかな」

　剣を合わせたまま、ナヴルテリは尋ねた。

「本当に今さらだな、オイ。正規勇者リーガル・ブレイブのお嬢じようちゃんにはもう言ったんだが、今さら名乗るほどのもんじゃねェんだよ、俺ァ」

「ふむ」

　強ごう引いんに地を蹴けり、ナヴルテリは背後に飛んだ。刃の均きん衡こうが崩くずれる。距離を離はなす。代だい償しようとして、老人の刃がナヴルテリの脇わき腹ばらを浅く舐なめる。

　痒かゆみにも似た痛みに、小さく顔をしかめる。

「ホ。腸はらわたァ弾はじけさせるつもりで薙ないだんだが、いや大した腕うでだ」

「それはどうも」

　頭を下げ、唇くちびるの端はしをひきつらせる。





５．対たい峙じ






　正常状態の人間は潜せん在ざい能力のすべてを引き出せない、というような話をよく聞く。

　こと戦いにおいては、向かい合った相手を傷つけることへの躊ちゆう躇ちよ、力の入れすぎによる筋肉への反動、などなどによって無意識に力が抑おさえられるとか。だから、度を超こした激情や熱ねつ狂きようなどに支配され、まともな判断力を失った者は、そういった歯止めのない全力を発揮できるのだとかなんとか。

　現状のヴィレム・クメシュが、まさにそういう状態だった。

　喜き悦えつとも憤ふん怒ぬともつかない奇き妙みような形に貌かおを歪ゆがめ、瞳ひとみに宿る紫し光こうで残像を曳ひきながら、常の彼とはまるで違ちがう速度と動きで、リーリァに迫せまり来る。その足運びには遠慮も躊躇もかけらもなく、なるほど、こいつに眠ねむる潜在能力を限界まで引き出すとこんな感じになるのかとは思う。

　しかし、

「……弱っ!?」

　思わず声に出してしまったが、つまり、それが彼女の偽いつわらざる印象だった。

　リーリァが圧倒的に強すぎる、というだけの話ではない。いつもの、それこそつい先日手合わせしたばかりのヴィレムと比べても、脅きよう威いを感じない。

　単純な速度、単純な思い切りのよさなどで言っても、今のヴィレムがさほど伸のびているようには思えない。これはまあ考えてみれば当たり前の話で、「肉体の潜在能力をすべて引き出すのだ！」「戦場での精神をコントロールするのだ！」系の修しゆ業ぎようなどとっくの昔にやり切っているのだ。今さら改めて引き出せるものなど、そうそうありはしない。

　そして何より、戦力としてのヴィレムの強みは、本来なら大して強くないということそれ自体にあるのだ。

　強くないから、彼はいつも、考えている。強くなる方法と、強くないままの自分でも勝利を得るための方法の、両方を。

　自分にどういう手札カードがあるのか、目の前の状じよう況きようがどういうもので、どのように振る舞まえば戦況を変えられるか。最高の効率のさらに上を追求しなければ最低限の戦果も挙げられない、そんな状況で生き続けてきた。戦士というより、自身を弱卒の駒こまとして戦場において勝利を目指す、軍師の強さ。

　他人の激情に操られている今の彼に、そんなものはない。

　もうその時点で、こいつには、何の怖こわさもない。

（というか……それはそれとして、どこか妙な？）

　ひょいひょいと身をかわしながら、ヴィレムの動きを観察する。身に染しみついた動きを駆く使しして攻こう撃げきを繰くり返している、のはいいのだが、その動きに一いつ貫かん性がない。少なくとも、スムーズに繫つなげられる技の組立てに関しては、それこそ考えるより早く体が動くように修練を積んでいるはずなのに。

　観察し、その違い和わ感かんの正体に気づく。本来、技の組立てというものは、全体の隙すきが小さくなるようにできている。ひとつの技が二の腕の辺りに隙を作るならば、続く技がそこをカバーする。その技の作る隙を、さらに次の隙が補う。そういう繫がりを続けている限り、容易には攻せめ込まれない。

　しかし、今のヴィレムの動きは、そうではない。観察しなければわからない程度のものではあるが、どの技も、同じように、ちらちらと同じ一点を隙としてさらしている。これはつまりどういうことかと言えば、

「ったく」

　手刀をひとつ、その隙である一点に落とす。

　ヴィレムは一度だけ大きく痙けい攣れんし、そのままその場に頽くずおれた。

　そして、それきり動かなくなる。

「馬ば鹿かだ、あんたは」

　意識を絶たず、ただ五感の働きと体の動きだけを制する、そういう技だ。身動きひとつとれず、闇の中で何もわからない状態で相手を無力化する。戦技というよりも拷ごう問もん技に分類したほうがいいしろもの。

　邪じや視しに意志を奪うばわれながら、それでもわずかに残っていたヴィレム自身が選んだのが、その戦い方だったのだろう。まずは動きを奪われないといけない。しかしそのうえで、意識を奪わせるわけにもいかない。──つまり、こういう状況になってなお、ヴィレムは、戦いそのものから降りるつもりはない。

「馬鹿だ、あんたは」

　同じ言葉をもう一度投げて、軽く目を伏ふせてから、顔を上げる。

　視線の先には、もちろん、石柱に囚とらわれ聖剣カリヨンを握にぎりしめたエマの姿が──




　──どろり、と。




　ぬめりを帯びた、得体の知れない嫌けん悪お感かん。

（……何、この……）

　いまヴィレムの相手をしていた間に、いったい何が起きたのか、何を見過ごしてしまったのか。あるいは、それらの問いがすべて的外れであるならば、先ほどまでの自分が、何に気づいていなかったのか。

　それは確かに、石柱に囚われている。それは確かに、聖剣カリヨンを握りしめている。だから当然、疑問の余地などないはずなのに。一番簡単で、一番単純で、一番疑うまでもないはずの前提が、リーリァの中で揺ゆらいでいる。

　あれは、誰だ？
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　少し離れた観測塔とうの上。

「やれやれ、どいつもこいつも、思うようには動いてくれんな」

　エマやリーリァらの状況を見下ろしながら、どこか楽しむように、エックハルト・クラッセンは愚ぐ痴ちをこぼす。

　エマの変化を誘ゆう導どうする役のはずのあの赤い老人は、「露つゆ払はらいをしてくる」と言って出ていったきり戻もどってこない。見たところエマの様子に問題はなく、事態は順調に進行しているようなので、それはさほどの問題ではないが──愚痴を交かわす相手がいないというのは、少し寂さびしい。

　堕鬼インプの眼めを介かいし、自らの分身とすら言えるような友人を大勢作った。だが、彼らは分身だからこそ、会話の相手にはなりえない。自分の中の感情と同じものを相手の中に再確かく認にんして、増ぞう幅ふくすることしかできない。感情をただ増幅することこそが目的であるならまだしも、今のような時にまで、自分の声に浸ひたる趣しゆ味みはない。

　だから、どれだけ寂しくとも、

「さあどうする、リーリァ・アスプレイ。リュシルの毒は、おそらく古霊種エルフの瘴しよう気きと同類のものだ。ただそこにいるだけで、周辺を自分の生きやすい地形へと自動的に変質させてゆく。当人の自覚すら必要のない、生得侵しん略りやく者だ」

　酒をあおる。

「放置しようものなら、間違いなく世界を脅おびやかす。生かしておいてはならないモノだ」
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　最初の数手で、感動すら覚えた。

　腕の差は、もはや疑うまでもない。

　この老人は、自身の正体を隠かくしたままで戦っている。これはそのまま、自分の一部になるまで鍛きたえ込んだであろう数々の術理を、すべて隠したままでこの戦いに臨のぞんでいるということ。ひいては、どこの誰が使ってもおかしくないような当たり前の技と動きだけで、このナヴルテリ・テイゴザックを赤子扱あつかいしているということを意味する。

　不思議と、無力感の類たぐいは湧わいてこない。巨きよ大だいな砂すな嵐あらしを前にしているような気分だ。考えるべきはいかにして被ひ害がいを受ける前に逃にげのびるかであり、自分の無力を嘆なげくなどという酔すい狂きように費ついやす時間はない。

　間合いをとって、剣けんを下ろした。

「なんだ、降参か？」

「いえ。少し、答え合わせに付き合っていただけませんかね」

「あン？」

「先ほど、名を尋たずねられ、『今さら名乗るほどの者ではない』と答えた。これがもし韜とう晦かいでも欺ぎ瞞まんでも、まして謙けん遜そんでもないとしたら。文字通り、かつての通りに名乗れない事情を抱かかえた者であるならば」

「…………ホゥ」

　老人の表情から、笑えみが消えた。

「候補に心当たりでもあるような口ぶりだな。教会にゃ記録は残ってねェはずだが」

「消される前に持ち出した者がいる。バリエの滝たきの事件はご存じで？」

「てめェ……聖歌隊か！」

　その瞬しゆん間かん、怒ど気きが噴ふき出す。気け圧おされ、右の踵かかとを半歩ほど引いてしまう。

「末席ではありますが。さて、その反応からして、ここに古聖剣ゼルメルフィオルを持ち込みヨーズア・アステリッドに託たくしたのはあなたですね、〝ルシオールの狼おおかみ〟」

「かまかけにゃァ乗んねぇよ、と言いたいところだが、今さら惚とぼけても意味はねェか」

　まとう怒気はそのままに、老人は深く息を吐はく。

「だが、俺を〝狼〟と呼ぶな。とっくの昔に捨てた名だ」

「ええまあそうでしょうな。いくつもあったあなたの異名は、そのどれもが過去のもの。今のあなたを言い表せはしない」

　肩かたをすくめる。

「しかしだとしても、わからない。なぜリーリァちゃんの命を狙ねらうのか。あなたの憎ぞう悪おの対象は人類すべてでしょう。そしてあなたになら、人類の守護者を先に排はい除じよなどせずとも、いくらでも手て堅がたい手段があったはず」

「ハ、若造が知ったような口を！」

　気づけば。

　老人が構えをとっていた。手首を返し、切っ先を腕うでの陰かげに隠している。そして左の手のひらはまっすぐに前へと突つき出され、目線を遮さえぎると同時に、距きよ離り感かんを巧たくみに惑まどわしてくる。

　問題は、いつの間に老人がその戦せん闘とう準備を整えたのかだ。先ほどまでは確かに、構えともいえない脱だつ力りよくした姿でいたはず。目を逸そらした覚えもないし、どんな細かい動きも見み逃のがすまいと注視していた。そのはずだったのに。

「もういい、死んどけ」

　瞬間──技わざも駆かけ引きも何もかもが、ナヴルテリの頭から消し飛んだ。何も考えず、ただ全力で後方へと跳ちよう躍やくする。そして、音も風もなく、首もとを何か鋭するどいものが薙ないでいったことだけを、ただ肌はだで感じた。

　だらりと、血が襟えりもとに流れ込む。避よけきれなかった。ただ、なんとか致ち命めい傷しようを受けることもなかった。

（ここまでは、うまくいってる。これで彼は、僕の口を封ふうじることを優先する。ここで僕が生きている間は、リーリァちゃんたちのほうへは近づけないで済む）

　へらりとした笑みが浮うかぶ。

　なんだかんだで人間が最高の仕事をするのは笑っている時である。危機を楽しむほど酔狂な趣味はしていないので、どうしても作り笑いになってしまうが、それでも心身のこわばりを無理やりやわらげるくらいの役には立つ。

（問題は──僕が何秒生きていられるか、かな）
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　エマ・コルナレスは考える。まるで夢の中にいるようだと。

　同時に、エマ・コルナレスはこうも考える。もし本当にこれが全すべて夢だったとしたなら、それはどれほど素す晴ばらしいことだろうと。




　心の中に、炎ほのおが巣食っていた。自分のものではない、借り物の炎だ。

　怒いかりに似て、憎にくしみに似て、羨せん望ぼうに似て、それらどれとも根本的に違ちがう。

　誰かに焦こがれる気持ちに似て、近づきたいという思いと遠ざけたいという思いに似て、そのどれとも致ち命めい的てきに違う。

　ぐちゃぐちゃで未整理な、しかしだからこそエネルギーに満ちた、純じゆん粋すいな情動の塊かたまり。

　それを通した歪ゆがんだ視界ではあったが、いちおう、周りの様子は見てとれた。

　リーリァ・アスプレイが近づいてきていることにも、もちろん気づいていた。

『こないで』、と。

　何度も叫さけんだ。訴うつたえた。だが、リーリァの歩みは止まらない。




　びきり、びきりと音が鳴っている。

　辺りの、何もない空間に、細かな罅ひびが入っている。そこから黒い霧きりのようなものが滲にじみ出てくるのと、その霧が細かな羽虫の群れの形をとるのとが、見える。

　──あれらは、もちろん、本物の虫などではない。

　今のエマにならば、理解ができる。

　人には理解できない、おそらくは本来は概がい念ねん上のものでしかない、何か。自分たちに虫の姿で見えているのは、人がそれを理解しようとしたときに、まだしも近い性質のもののイメージを重ねてしまうからだろう。




　エマ自身の意志とは関係なく、腕が動く。

　わずかな力で引いただけで、錠を繫つないだ石柱が簡単に砕くだけて、砂さ礫れきのようになって崩くずれ落ちた。

　立ち上がる。

　剣を、ゆっくりと引き抜く。本来のエマの膂りよ力りよくや体格では到とう底てい持ち上げられないはずのそれを軽々と扱い、正面に構える。

　自分の頭の中の、狭せまい場所に押し込められたような感覚だった。自分は確かにここにいて、意識ははっきりしているのに、体の主導権がまるで取り戻せない。

　だめ。

　そんなこと、しちゃ、だめ。

　自分自身への叫びは、それでも、どこにも届かない。

　燃え盛るこの激情は、人類への害意だ。人という種が群れているということがとにかく気にいらない。受け入れられない。とにかく傷つけたいと思う。

　そしてそのためには、目の前のそれ──正規勇者リーガル・ブレイブリーリァ・アスプレイ──を殺すのが近道だ。ただそれだけで、人という種は、一気に滅ほろびに近づく。




　悲痛な顔のそれもまた、剣を構える。

　その姿を見て、エマは安心した。




　──本当にお前は、役に立たない子だね。

　そう言われていた日々が、唐とう突とつに思い出された。

　何もできない、誰だれからも期待されていない、だから誰からも必要とされていない。

　ある日突とつ然ぜんいなくなったとしても誰も困らないだろう、そんな子供。

　あの頃ころはそうだった。そして今もなお、それは変わらない。




　リーリァ・アスプレイは、エマ・コルナレスを殺してくれるだろう。

　人を守るために。すごい守護者である自分の責務を果たすために。

　だから、ああ、そうだ。こんなにも人を傷つけたいのに、こんなにも人を滅ぼしたいのに、自分は、ただの一人も殺せないまま、死ねるのだ。

　自分はどこまでも、役立たずだから。

　何もできず、何者にもなれずに、退場ができる。
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「リ────リァ、さ──ん」

　それが、かすれた声を発する。

　リーリァは、改めてその姿を見る。

　生物的なぬめりを帯びた翠すい銀ぎん色の泥どろの塊が、人の姿をとって自立している。泥は常に上下に流動し続けているが、その形自体は変わらない。

　人のそれとしてその姿を表現するならば、長身の女性だ。ナヴルテリほどではないが、子供のリーリァよりは頭ひとつ分近くは高い。髪かみはやたらと長く、腰こしの下まである。あまり手入れされているようではないが、生来のものなのだろうか、滑なめらかに流れるそれは、それ単体を見ているだけなら、美しいものと思えた。

　そしてそれは少なくとも、リーリァの知るエマ・コルナレスの姿ではなかった。

「おね──がい、で──す──」

　手にした白い聖剣カリヨンが、切っ先をわずかに揺ゆらす。腕わん力りよくが足りずにぶれた、などではない。古い剣けん技ぎにたまに見られる、間合いの調整と相手への牽けん制せいを兼かねた動き。熟練の戦士が、本気で相手を仕留めようとするときに見せる前兆だ。

「殺し、て──」

　その声は、聞き知ったエマのものでは、なかった。

　しかしその言葉は、間違いなく、彼女本人のものだと思った。

　がり、と唇くちびるの端はしを強く嚙かむ。嚙み破ってしまった傷から、血が雫しずくとなってあごへと伝う。

　呼応するように、目前のそれの眦まなじりから、涙なみだの雫が──そう見える翠銀色の雫が、頰ほおを伝う。

　リーリァは駆けた。

　そして、その手に持つ剣を、振ふり下ろした。




　正規勇者リーガル・ブレイブの持つ力は、人じん智ちを超こえる。人という種にとって最後の砦とりでであるのだから、人という種を脅おびやかす全ての外因を叩たたき潰つぶせなければならない。だから、その刃やいばが人類の敵に対して振るわれたならば、必ずそれを討うち果たす。

　その手に必殺の古聖剣セニオリスがあるとするなら、なおのことだ。それと対たい峙じしたすべての者は、命を失って終わらなければならないだろう。

　だが、いまリーリァの手にあるのは、役割を持たない、無む銘めいの剣だ。特筆能力タレントすら持たないそれは、その働きのすべてを、使い手の意志に委ゆだねてくる。

　剣が語りかけてくるような気がした。どうするのかをお前が決めろと。




「────っ！」

　剣は、振りきられなかった。

　それの額に触ふれて薄うす皮かわ一枚──そんなものがあればだが──だけを裂さいたところで、ぴたりと静止している。

「エマちゃん、そこにいるよね？」

　顔を伏ふせ、うめくように、問う。

「ごめん。あたしのほうのゴタゴタに、巻き込んじゃった。実はさ、こういうの、そんなに珍めずらしくないんだ。ターゲットの近くにいる人を暗殺者に仕立てるとか、あっちの業界じゃ常じよう套とう手段らしいし」

　それは動かない。

「人類規模の悪意が、あたしを狙ねらうために、あたしの周りを枯からす。だから、本当は、誰にも近づいちゃいけなかったんだ。なのに、気がゆるんじゃった。いけないことだとわかってたのにさ。ううん、いけないことだと、わかってるのにさ」

　静止の時が、尽つきた。

　それの腕がしなり、白い聖剣カリヨンを振るう。リーリァは自分の剣を合わせることでその軌き跡せきをずらす。ずらしきれない。

　リーリァの頰が浅く切れる。赤い糸が一筋、雨の中に舞まった。

「おおっと」

　油断していたわけではない。ただ、それの剣が、リーリァの技量で捌さばききれないほど、速く鋭するどかったというだけだ。

「うーん、これは危ない。いまあきらかに危ない目に遭あってるよね、あたしたち」




　──じゃあ。今度わたしが危ない目に遭ったら、助けてくれますか？




　思い出されるのは、初めて会った時の、あの、軽い会話。

　後にエマの言うところの話の流れ、かわいい冗じよう談だんでしかなかった口約束。

　友達との、約束。

「悪いけど、さっきの『殺せ』は聞けないよ。なにせ、大事な先約があるからね」

　リュシル・ザクソイト。

　謎なぞに満ちた、かつての正規勇者リーガル・ブレイブ。おそらく今のエマは、その在り方をまるごと映す形で変質している。そのうえで堕鬼インプに感情だか何だかを操作されたせいで、鬼種オグルの本能に従い人類およびその守護者に刃を向けている。

　それはリーリァを傷つけるに足る力だと、既すでに証明されている。そしておそらくは、殺すこともできるだろうと。

　リーリァは笑った。

「約束通り、助けに来たよ。──お友達価格で」





６．汝なんじは人なりや






　エックハルトは眉まゆをひそめた。

　遠目にではあるが、戦せん況きようはよく見えている。そのうえで、エマ・コルナレスの、いやリュシル・ザクソイトの動きが鈍にぶいように思える。

　そもそもあれは、リュシルの肉体を再現していても、中の精神はエマ・コルナレスのものだ。肉体と精神の間に乖かい離りがある以上、邪じや眼がんも、ふだん通りには働かない。だから、躊ちゆう躇ちよなくリーリァ・アスプレイと交戦を始められるように、単純な仕し掛かけを施ほどこしておいた。

　攻こう撃げきされたなら、攻撃しかえす。殺そうとされたなら、殺そうとしかえす。誰にでもわかるだろう単純な行動原理を、軽く補強しただけ。しかしそれでも、あるいはだからこそ、効果はあるはずだった。

　だから、リーリァ・アスプレイに殺意を向けられたなら、あのリュシル・ザクソイトもまた殺意を返したはずなのだ。そして、正規勇者リーガル・ブレイブの技わざを使い、正規勇者を仕留める。

　そうなるはずだった、のだが。

「ふむ？」

　どういうことだと問いたいところだが、知ち恵え袋ぶくろであるはずのあの赤い老人は、いまだ戻もどっていない。仕方がないので、一人でその謎について思いを巡めぐらす。

　そしてエックハルトは、気づかなかった。

　戦場の端、つい先ほどまであったはずの人ひと影かげがひとつ、姿を消している。




　　　　[image: ]




　正確に、十七歩と半分。

　凪ないだままの心で、少年は何度も、その距きよ離りを確かく認にんした。

　絶技の類たぐいでごり押しするなら、自じ家か薬やく籠ろう中ちゆうの物にして、状況に応じて最善の使い方ができるようになってから。まったく、返す言葉がないほどにその通りだ。そして今の自分には、まだそこまでの練度はない。だから、ごり押しには使わない。

　息を吐はいて、吸って、止める。

　音もなく、意を放つことすらなく、体を少しだけ傾かたむける。

　西の武術において、力とは流れと澱よどみの流る転てんを意味するらしい。そこにひとの術理と技術を持ち込めば、天より地への流れをすり替かえることすらできる。

　その絶技の名を、鶯おう賛さん崩ほう疾しつ。

　膝ひざを曲げることもなく、力を溜ためることもなく、つまりは本来疾走に必要な身体の操作をすべて放ほう棄きする。脚あしの力で全身を押し出すのではなく、下方ではなく前方に向かって、ただ身を投げ出す。まばたきひとつほどの時間も要いらない。耳元で風が猛たける。十七歩、一いつ瞬しゆんにてその距離のすべてを踏ふみ越える。失敗を悟さとる。この勢いでは、三歩分ほど跳び過ぎてしまう。右の脚を地に突つき立て杭くいの代わりとする、頑がん丈じような木材を張り重ねられ作られた合板の床ゆか板いたが砕くだけて破は片へんが宙を舞う、その脚を軸じくに全身を回転させる、左の手が腰に伸のび、帯びていた剣の柄つかに触れる、鞘しよう内ないを滑すべり抜ぬき放たれた刃を目の高さ、

　どん、
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「──あ？」

　エックハルトは、目を見開いた。

　ありえないほどの熱が、背と、胸むな元もとを焼いている。それが熱ではなく、ただの痛みだということに気づくのも遅おくれる。

　見下ろす。細い刃が、自分の胸から生えている。

「な……」

　全身の筋肉が、瞬時に、まるで錆さび付いたように動かなくなる。全身の力を振り絞しぼるようにして首を回せば、そこには、黒髪の少年の姿がある。

「──君……は……」

「悪いな。正面からじゃ分が悪そうだったんで、不意打ちさせてもらった」

　荒あらい息の下から、少年は言う。

「あんたのあの術、リスクでかすぎだろ。操あやつられてる間、司し令れい塔とうのあんたの場所がずっとわかってた。どんだけ周しゆう到とうに隠かくれても、裏切られた瞬間にこうなっちまう」

「────ば、」

　馬ば鹿かな、と言いたかった。

　裏切られることなど、ありえないはずなのだ。

　鬼種オグルとしての衝しよう動どうは、人間の精神に馴な染じまない。それを押し付けられた相手は、必ずそれと対立し、屈くつし、友人という名の操り人形になる。

　そして操り人形は裏切れない。無理やりに糸を切ったところで、その場で動かなくなるだけだ。

「……言っとくけどな、別に、術を破ったわけじゃないぜ。っていうか、破れるもんなのかこれ？」

　声に出せない叫さけびをそれでも汲くみ取ってくれたのか、脂あぶら汗あせの浮うかんだ顔を苦痛に歪ゆがめながら、少年は言う。

「人間への苛いら立だちは植えつけられたままだし、あんたのことは友人に見えてる。なんでまあ、こうしていても罪悪感がひでぇよ」

　けどさ、と首を振って、

「俺も、もともと、人間好きってわけじゃねぇからな。体が動かない状態にされて、あんたの気持ちも、まぁわからんでもねぇなと思ったら、少し落ちついた」

　────は。

　エックハルトは、目を見開いた。

　理解が、ようやく、腑ふに落ちた。

　なぜ忘れていたのか。この少年に向かって、「似通った悩なやみを持っている」などと偉えらそうに言い放ったのは、自分自身ではないか。自分の克こく服ふくしきれない弱さへの苛立ちも、強者への羨せん望ぼうまじりの諦てい念ねんも、自分のそれと似ていると確かに認めていたではないか。

　堕鬼インプの邪眼は、自分自身を操り人形にはできない。ならば、自分自身に近いところのある相手に効果が薄くなったとして、不思議はない。

　そんなことは、知らなかった。考えもしなかった。




　生まれた時から人類への敵対者であることを決められていて。

　修練や学習を通じて自分を知れば知るほど、そういう生物だという現実からは逃にげようがないのだと思い知らされて。

　ならば胸を張り、堂々たる敵対者として生きようと決めて。

　その決意の上で何十年も過ごして。

　その果てに行きついたのが、結局自分は自分のことを、ろくにわかってなどいなかったのだという、この教訓だ。

　そしてその愚おろかな道どう化けは、ふさわしい結末とともに舞ぶ台たいを去る。

　肺の中の空気が許せば、大声で笑い出したいくらいだった。




「おし……えて、くれ……」

　血の泡あわを吐き出しながら、エックハルトは切れ切れの言葉で尋たずねた。

「私、が……堕鬼インプだと……君は、知って、いたか、ね……？」

「は？」

　少年は眉をひそめた。

「なんだ、それ？」

　疑問に疑問が返ってきた。

　それが、答えだった。

　エックハルトは唇くちびるの端はしを軽く上げて、そして、そのままこと切れた。

　人間ではないものとして生まれ、人間ではないものとして生きたその男は、ただ罪を犯おかした人間として斬きられ、その命を終えた。





７．友達だから（３）






　音はなかった。

　目に見える変化も、なにひとつなかった。

　傍はたから見ている者がいたとして、その瞬間ひとつに、何らかの意味を見み出いだすことはできなかっただろう。しかし、当事者であるエマ・コルナレスと、その彼女のすべてを真正面から見み据すえていたリーリァ・アスプレイの二名だけは、その変化に気づいていた。

　エマの精神を縛しばっていた鎖くさりが、あるいは打ち込まれていた楔くさびが、もしくは焼き込まれていた烙らく印いんが、消えたのだ。

「……殺して！」

　エマが、もはやエマではなくなった人物の口を通して、叫んだ。

「止められないんです、わたし！　このままじゃ、リーリァさんを、みんなを、殺しちゃうから、だから、先に！」

「誰だれが殺すかばかもん！」

　リーリァは叫び返した。

「ついさっき、あたし、かっこいいこと言ったでしょうが！　ちゃんと聞いてなかったとか言わないでよ、もっかい言えとか言われてもさすがに恥はずかしいんだから！」

「いいんです、わたしなんて助けなくて！　早く魚のエサにしちゃってください、そっちのほうが少しでも世の中の役に立てますから！」

　ぶん、と剣けんを握にぎる手を無造作に振ふる。

「見てください、こんな、よくわからないものに、変わっちゃって！」

　その叫びに呼応して、というわけではないのだろうが、黒い風が吹ふいた。

　もはや、虫の姿をとることすらもなく、破は滅めつの黒色が、ただ荒あれ狂くるう。身をひねり直ちよく撃げきは避さけるも、体のあちこちに軽い切り傷を刻まれる。




　助けに来たよとは言ったものの、問題はその後だ。

　具体的な手段が思い浮かばない。

　エマの肉体に起きている変質は本格的だ。魔ま術じゆつ的に解除するには、それなりの術者を揃そろえたうえで、相応に複雑な儀ぎ式しきを行わなければならないだろう。そして、帝てい都と付近でならいざしらず、この異郷の地でそれを行うのがどれだけ難しいかは言うまでもない。

（……そもそも、どうしてエマちゃんはこんなことになってる？）

　発ほつ端たんは、古聖剣ゼルメルフィオルの影えい響きようのはずだ。あれの特筆能力タレントの正確なところは不明だが、触ふれた相手を本来の主あるじであるリュシルへと変化させようとするあの現象から推測はできる。つまり、あの効果が、きちんとリュシル・ザクソイトの手の中で発揮されていたならどうなっていたかを予想すればいいのだ。おそらくは──

（リュシルを、リュシルへと変化させる）

　──一見して、何の意味もないようにも見える。しかしもちろん、そうではない。条件をひとつ加えるだけで、これは恐おそろしく強い力となる。




「よけて！」

　考え事をしていたせいで、反応がわずかに──本当にわずかに、遅れた。

　エマの肉体が聖剣カリヨンを振るった。避けきれないと判断、手にした剣で正面から受ける。そして、力で圧される。たとえ竜ドラゴンが相手であっても力負けはしないつもりでいたが、その自信ごと押しつぶされそうになる。

　押し込まれた聖剣カリヨンの切っ先が、リーリァの肩かたに沈しずんだ。

　旅装が裂さけ、皮ひ膚ふが破れ、血があふれだす。

「リーリァさん!?」

「あー……これは、本当に本格的にやばいかなー……」

　吞のん気きにぼやきながら、思考を巡めぐらせる。実際、このまま対たい抗こう手段もなくずるずる圧され続けているわけにはいかない。さっさと何かの活路を見つけ出さないことには、

（……あ）

　活路が見つかった。

　それは、いまリーリァの肩に食い込んでいる刃やいばの中にあった。

（いけるか？　……いや、考えてる場合じゃない）

「リーリァさん、血、血が出て、」

「エマちゃん、聞いて」

　痛みに歪みそうな顔に不敵な笑えみを上書きしつつ、語りかける。

「エマちゃんがいま持ってる剣は、聖剣カリヨン。特筆能力タレントは、たぶん、『元気なころの自分に戻もどる』とかそんな感じだと思う」

「え……」

　先の思し索さくの続きだ。もしゼルメルフィオルの正確な特筆能力タレントが『使い手を健常状態のリュシルに変化させる』だったと考えると、それに引き起こされた様々な災害と、リュシル自身がそれをどうやって戦いに使っていたのかが、ともに説明できるのだ。

　そして、いまエマの手の中にある剣は、その複製だ。似通った特筆能力タレントが発動している可能性は決して低くない。

「リュシル・ザクソイトはそれを制せい御ぎよできた。けれどエマちゃんにはできなかった。だからその剣を握らされたことで、エマちゃんの体は、リュシルのそれにどんどん置き換かえられていった」

「え、りゅし……え、誰……」

「だから、エマちゃん自身がその力を制御できれば、もとに戻れる」

「そんな……こと、急に言われても」

「大だい丈じよう夫ぶ、手伝うから」

　聖剣カリヨンは、持ち主の熾おこした魔力ヴエネノムを増ぞう幅ふくする装置である──という認にん識しきは根強く広まっている。が、これは正確な表現ではない。増幅を行うことは確かなのだが、その規模が触れている相手の強さや脅きよう威い度に応じて変化するのだ。

　強敵を相手にしている時には、より強く。高い敵意スレイヤーレベルを設定している者が相手なら、さらに刺とげ々とげしく。刃を向ける相手が誰なのかによって、聖剣カリヨンの仕事は大きな影響を受ける。

　だから、いまその刃を受けている最さ中なかのリーリァは、エマの手にある聖剣カリヨンに対して、干かん渉しようすることができるかもしれない。

　もちろん、まっとうなやり方ではない。裏うら技わざとしても成立しているか怪あやしい無む茶ちや、とんでもない暴挙だ。しかし、可能性があるなら、賭かけてみたい。

　──おそらく、いまリーリァの手にある武器がセニオリスだったなら、いや、何であれまともな聖剣カリヨンであったなら、その可能性すらなかっただろう。自身で特筆能力タレントを持たない自由の剣だからこそ、リーリァの思い付きの暴挙の邪じや魔まにならない。好きなように未来を望めと、容よう赦しやなく突つき放してくれている。

　静かに魔力ヴエネノムを熾し直し、ついでに自分の体の中をゆっくりと巡らせる。

　白い聖剣カリヨンの刀身が、強い光を帯びる。

　特筆能力タレントを発現できるように、丁てい寧ねいに魔力ヴエネノムの流れを導いてゆく。

　当然だが、その過程で、刀身が帯びる威い力りよくも増してゆく。傷口に、刃がより深く食い込んでくる。めちゃくちゃ痛い。

「リーリァさん」

「──思い出して。自分が誰だったのか」

　呼びかける。

「無理です。わたし、わたし……」

「これからのこと、でもいい。これからの自分、なりたい自分」

「これから……」

　リュシルの顔で、エマが、細く笑う。

「これからも……リーリァさんは、友達でいてくれますか？」

「当たり前でしょ」

「だったら……うん、だったら、ひとつ、いつかの目標ができました」

　目を閉じて、

「今度、リーリァさんが危ない時には、わたしが助けにいきます、お友達価格で」

「あは」笑い返す「うん、そうだね、お願い。期待しないで待ってるから──」

　黒い風が、勢いを弱める。

　エマの手にある聖剣カリヨンが、暴ぼう威いを薄うすれさせ、ただの金属塊かいへと近づく。

「──エマちゃん？」

　返事はない。

　終わりは一いつ瞬しゆんだった。聖剣カリヨンは輝かがやきを失い、黒い風は何もなかったかのように消え失せ、いつの間にやら雨すら上がっていて、そして。

　エマは、その場に倒たおれ込む。

　変異させられた、長身の女性の姿のままで、ただその意識だけを失う。

「エマちゃん!?」

　その名を叫さけんでも、頰ほおを叩たたいても、もう、目を覚まさない。




　もともと、無理な話ではあったのだ。

　聖剣カリヨンは選ばれし者にしか扱あつかえない。いくら既すでに起動したものが手の中にあったからといって、エマにその制御ができるかもというのは、とんでもない夢だ。

　加えて、肝かん心じんのその剣の特筆能力タレント『元気なころの自分に戻る』についても、推論に推論を重ねた、あてずっぽうでしかなかった。そんなものに縋すがって力を注いだところで、望む結果が出てくる可能性は、限りなくゼロに近い。

　だから、この結末は、まだ比ひ較かく的てき、優やさしいものといえた。

　そう自分自身を説得して吞のみ込まなければ、立ち上がれなかった。

　リーリァ・アスプレイの人生は、もともと、膨ぼう大だいな数の別れとともにあった。そして今、その数がひとつ増えた。それだけのことだ。それだけのことの、はずなのだ。




「────チ、やってくれやがった」

　振り返れば、あの、赤いローブの老人が立っている。

「ここまでの仕込みも全部パァか。ったく、準備に何年かかったと思ってンだよ」

「知ったこっちゃないけど」静かに冷たい声で、リーリァは応こたえる「収まらないっていうなら、付き合うよ。いま、すごく、誰かに八つ当たりしたい気分だから」

「やるわきゃねェだろ、ったく。俺の手で直接どうにかできるなら最初からそうしてるってんだ」

　敵意も殺意もなく、老人が近づいてくる。エマのすぐ傍かたわらに立ち、かがみこむ。

「どういうオチだ、こりゃ？」

「見ればわかるでしょ。エマちゃんはエマちゃんに戻れなかった。見ての通り、目を覚ましもしない。あんたたちの目もく論ろ見みは壊こわせたかもしんないけど、あたしらもなにひとつ勝ちとれなかった」

「はァン？」

　老人はじっとエマの顔を覗のぞき込み、

「生きてんじゃねェか」

「……え？」

「異形とはいえ生きてるし、そんならいつか目覚める見込みもある。それで『なにひとつ勝ちとれなかった』たぁ、てめェこれまでどんだけ楽勝完勝高笑いで生きてきたんだ」

　つまらなそうに、突き放すような物言い。

　だがそれは、理由はさっぱりわからないが、リーリァに向けた激げき励れいともとれなくもない言葉だった。

「まァいいさ、ここが終わったなら、俺ァ次に行く」

　立ち上がり、老人はリーリァに背を向ける。

　隙すきだらけのその背中に向けて、リーリァは声を投げる。

「結局あんた、何者だったの」

「さてね。お互たがい運が死ぬほど悪けりゃ、また会うこともあるだろうさ。そん時ゃきっちり、旗ァ立てといてやるよ」

　その言葉だけを残して、風に溶とけるように唐とう突とつに、その姿が消える。

　リーリァは、しばらくその、もう何も残されていない虚こ空くうを見つめていた。が、ややあってから、エマを抱だき上げて立ち上がった。
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　結局、この一連の事件でリーリァの負った外傷はそれほどではなかったため、軽い手当てを施ほどこしただけで本来の生活に戻れた。




　シリルも同様、数日の療りよう養ようを経てなんとか調子は回復を始め、それまで通りの、正規勇者リーガル・ブレイブの目付け役という任務に（戻ってこなくていいのに）戻った。




　ヴィレムおよびナヴルテリの二名は、生き残りこそしたものの、それぞれに傷を負い力を使い果たしていたため、その後しばらくを施せ療りよう院のベッドの上で過ごすことになった。彼らが務めるはずだったウミヘビ祭りの助すけっ人と役は、そもそも窓口だったクラッセン事務所がまるで機能しなくなっていたため、うやむやになって終わった。




　アデライードは、体が動くようになってすぐに工こう房ぼうにこもり、熱に浮うかされたように聖剣カリヨンの調整と鍛たん造ぞうに打ち込み始めた。無理はするなといくら医師に叱しかられてもまるで聞かず、一度はそのまま体を壊して寝ね込こむはめになったりもしたが、ともあれそのおかげで本来リーリァたちがこの国を訪おとずれた理由であるセニオリスの調整は非常に捗はかどった。




　そして──エマ・コルナレスは。

　目的を果たしリーリァたちがバゼルフィドル国を離はなれるその日まで、ついに、一度も目を覚ますことがなかった。





Ｘ．古き化け物の願いごと（３）






　むかしむかしの物語。

　自分が何者であるかを忘れた化け物は、人の姿を纏まとい、人の名を騙かたって、騎士シユバリエとの日々を過ごし──そして、その日々の終わりを迎むかえました。
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　お守りの数は、増え続けた。

　声を偽いつわるお守り。肌はだの色を偽るお守り。足音を偽るお守り。

　ありとあらゆる虚きよ飾しよくを纏って、その化け物は、人であろうとし続けた。かつて騎士シユバリエに告げた通りの名の、リュシル・ゼルメルフィオルという少女であろうとした。

　もともと、無理があったのだ。そして無理のあるものは、突とつ然ぜんに、あっけないほど簡単に崩くずれ去るものだ。

　護符タリスマンの数が五十三まで増えたある日、近所の子供が悪戯いたずら心を起こして、護符タリスマンのひとつを隠かくした。それがそれの場合の、終わりの訪れとなった。

　膨ふくらみ切った風船に、針を刺さしたようなものだ。五十三の護符タリスマンがあってようやく縛しばり付けることのできていたそれの本ほん性しようは、内側からの圧力に耐たえきれずに、簡単に表に弾はじけ出た。そして、それまで抑おさえ込んできた化け物としての本能が、衝しよう動どうが、黒い羽虫の大群を象かたどってあふれ出した。

　どうにか最後の理性で街を飛び出し、人ひと気けのないところへと逃にげ去ろうとした。




　──我われに返った時には、すべてが遅おそかった。




　空は黒く濁にごっていた。

　辺りは、鬱うつ蒼そうとした森の中だった。懐なつかしい故郷の森に似ていたけれど、違ちがう場所。本性が表に出たそれがそこにいる、ただそれだけの理由で、元は違う姿だっただろう土地がそのように書き換かえられていた。

　そして、足元には、あの騎士シユバリエが倒れていた。

　その胸には、大きく穴が穿うがたれていた。

　思い出す。この傷を刻んだのは、自分だ。

　そして悟さとる。この傷ではもう、助からない。

「ア……ア、ア……」

　記き憶おくになくとも、何が起きたのかは、容易に知れた。

　この騎士シユバリエは、人々を守って戦うもので。今の自分は、人々を脅おびやかす怪物モンストラスで。だから、騎士シユバリエは自分を討とう伐ばつするためにここに来て、そしてどうやら返り討うちにあったのだと。

『はは……なんだ、君だったのか……』

　ごぽりと血の塊かたまりを吐はき出しながら、騎士シユバリエが、優しい声を出す。

『俺も鈍にぶいよなあ……なんで気づかなかったんだか……』

　何のことか、と問うまでもない。この騎士シユバリエが長い間忘れずにいた、思い出の水精ニユンペの話に決まっている。

　違う、と化け物は激しく首を横に振ふった。自分は水精ニユンペなどではない。いやそれ以前に、騎士シユバリエの美しい思い出に居場所を得ていい存在などではない。

『はは……確かに、絶世の美女って感じじゃあ、ないかな……でも……』

　手を、伸のばした。

　それの頰に、触ふれた。

『やっと、君が見えた。……礼も、言える。あの時はありがとう、泉の乙女おとめ』

　それが、騎士シユバリエの──

　ディオネ騎士国建国の祖、アーベル・メルケラの最さい期ごの言葉となった。




　それは吠ほえた。叫さけんだ。泣いた。啼ないた。哭ないた。

　なぜ。どうして、こんなことになってしまったのか。

　そんなものは決まっている。疑問を持つことすらおこがましい。

　化け物が、人の傍らを歩きたいなどと、望んだからだ。許されないと知りながら森を出て、長くはいられないと知りながら離れられず、時を経て、時を重ねて、そしてこの結末への歩を確実に進めてきた。

　しかし、ならば、罰ばつを受けるべきは自分ではないのか。

　この騎士シユバリエは、大切な人物だったのだ。世界はまだ、彼を必要としていたのだ。なのになぜ、この騎士シユバリエが死ななければならなかったのだ。どうして、こういう形の結末を迎えねばならなかったのだ。




　嵐あらしのような嘆なげきの時も、やがて終わった。

　それは死んだように、その場にうずくまった。もう、どこへ行く気も、何をする気も起きなかった。むしろこのまま本当に死んでしまいたいと願った。

　封ふう書しよを見つけた。

　騎士シユバリエが携たずさえていたそれの宛あて名なには、『親愛なるリュシルへ』とあった。

　のろのろと開封し、目を通す。

　それは、旅の誘さそいだった。遠いザクソイト子し爵しやく領まで往ゆくことになったから、共に行かないかと。遠い地の景色を見て、風を感じて、さらなる遠くに思いを馳はせるのはどうかと。そう、未来を語るものだった。

　それは──化け物は、感情のない目でその手紙の文面を眺ながめていた。

　そして、ゆっくりと立ち上がり、動き出した。

　辺りに散らばっていたあの護符タリスマンを、ひとつひとつ拾い集める。騒さわぎの発ほつ端たんとなったひとつを含ふくめた五十三のすべてを手元に揃そろえる。

　そして、ひとつひとつ順番に、吞のみ込み始めた。




　ただ、近くにいたかった。

　望めるならば、その背を追うようにして、同じ場所を目指して歩きたかった。

　しかし、彼の背はもう、どこにもない。

　だからせめて、彼が歩むはずだった道を行こう。彼が見るはずだった景色を見よう。彼が感じるはずだった風を感じて、そしてそうだ、彼が戦うはずだった相手と戦い、彼が守るはずだったものを守ろう。

　そうしていれば、見失った彼の背中が、どこかで見つかるかもしれないから。

　これは償つぐないなどではない。醜みにくい心の化け物の抱いだく、醜い我が欲よく。




　すべての護符タリスマンを胃の腑ふに落とした化け物の姿が、淡あわく光る。

　そしてその光が止やんだ時、そこには、裸ら身しんの少女が一人、空を見上げて立っていた。

　ただ、彼の近くにいたかった。

　ただ、彼の隣となりにいられる自分でいたかった。

　だから、これからも──いつか、どこか遠くで彼にまた会えた時に、笑って彼の笑え顔がおを受け入れられる自分でいたい。ありえないとわかっていても、そう望んでいたい。

　その願いの全すべてを自分の内に取り込んで、そして、少女は歩き出した。
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　それは、むかしむかしの物語。

　しかし、お伽とぎ噺ばなしはその後のことを何も語らない。




　讃さん光こう教会に残るわずかな記録には、こうある。

　正規勇者リーガル・ブレイブアーベル・メルケラの死後十年近くが経たって、新たな人物が正規勇者リーガル・ブレイブの座に任命された。名門ザクソイト家の養女であるその娘むすめは、アーベルを思わせる人を超こえた強さをもって各地で戦い、彼に負けない戦果を挙げたのだという。




　その手には、後世にはセニオリスに並ぶと伝えられる、古聖剣ゼルメルフィオルが握にぎられていた。だが、その剣がどこで生まれ、どのような経けい緯いで彼女の手に収まったのかは、誰だれも知らない。

　リュシルとゼルメルフィオルは同一のものなのだと、その正体は彼女を彼女たらしめる誓ちかいそのものなのだと説いた者はいる。だがそれは、謎なぞの多い彼女にまつわる、数ある虚きよ言げんのひとつとして聞き流された。
















「今、何を考えています？」

　問われて、アデライード・アステリッドは目を開いた。

　何を考えているのか。答えにくい質問だなと思った──というのはつまり、特にこれといって具体的なことを思し索さくしていたわけではなかったからだ。

　それでも敢あえて答えるならば、そう、

「──昔のこと、思い出してた」

　こういうことになるだろう。微睡まどろみの中を揺蕩たゆたうように、ぼんやりと、懐かしい日々の記憶を弄もてあそんでいた。

「昔、ですか」

「そう。リーリァとあんたが、セニオリス担かついで、うちに来た時の」

「ああ……」

　問いかけの主であるシリル・ライトナーは、表情ひとつ変えず、陰いん気きな顔のままで軽く視線を上げる。おそらくは追つい憶おくに費ついやしたのであろう短い沈ちん黙もくを経て、

「あれからもう、二年くらいになりますか」

「もう二年というか、まだ二年というか。時間の流れ、いまいちピンとこないな」

「違いありません」

　やれやれとばかりに、シリルが小さく肩かたをすくめる。

（あのころは、こんな未来が来るなんて思ってなかったな）

　過去を想おもうということは、一種の娯ご楽らくのようなものだ。

　浸ひたっている間は、目前の現実から、目を逸そらすことができる。いくら続けても事態は改善しない。なのに、一度始めてしまえば止やめどころが見つからない。

　それでも……うまくすれば、小さな幸せを拾い上げることは、できる。それによって、現在の問題に立ち向かう活力が得られることも、ある。




　リーリァ・アスプレイは、行ってしまった。

　仲間たちとも別れ、シリルの光こう鳩きゆうも追い払はらって、独りで星神ヴイジトルスのもとへと。

　帰ってくるつもりがなさそうだったと、最後に話したシリルは言った。そうだろうなとアデライードは思った。それは、いかにもあの子らしい考え方だと思った。

　その決意が、寂さびしくて、悲しい。

　けれど、それを受け入れなければならない。

　バゼルフィドルが沈しずむ前のあの頃ころ、二年前とは、もう、何もかもが変わってしまったのだから。




「そういえばあの聖剣カリヨン、ええと『石笛』でしたか、あれは結局どちらに？」

「ん、ラピデムシビルスの話？」

　クッキーの皿に指を伸ばしながら、アデライードは問い返した。

「ああ──そんな銘めいがついたんでしたっけか」

「あれなら、再調整して讃さん光こう教会に供出したよ。結局ナヴルテリさんが使うことになったみたいだけど」

「手元に置いておかなくて、よかったんですか？」

「戦力を死蔵しておける時代じゃないでしょ。うちにとっといても、使い道ないし」

　クッキーをかじり、顔をしかめる。予想していた味と違ちがう。ジンジャーが効きすぎている。これではお菓か子しというより、何かの薬のようだ。

「それは……確かに、そうですが」

「ヴァルガリスのほうもね、一いつ緒しよに教会に送ったんだけど、そっちは格が高すぎて扱あつかえる準勇者クアシ・ブレイブがいないってさ。ああ、あの時リーリァが使ってた剣ね」

「戦場に出したはずが結局死蔵されている、ですか。喜べませんね」

「武器商人としては、わりといつものことなんだけどね。喜べないのはその通り」

　肩をすくめる。

　扉とびらがノックされる音を聞く。

　二人、顔を見合わせる。夜は遅おそく、客人の予定はない。考えられるのは、このリスティル市に駐ちゆう屯とんしている帝てい国こく軍からの伝令だろうか。最前線に向かったリーリァたちに何かが起きたのか。それとも、帝都からの後方支し援えんに問題が発生したのか。

　どちらにせよ嬉うれしい話ではなさそうだが、聞き逃のがすわけにもいかない。

　二人頷うなずき合ってから、覚かく悟ごを決める。

　アデライードは席を立ち、扉へと向かう。

　ノブを摑つかみ、回し、開く。びゅおうごおうと、風の音が飛び込んでくる。

　猫ねこがいた。

「え」

　いや。正確には、何匹ひきもの猫を頭やら肩やらに乗せた、ローブ姿の誰かがいた。

　背は高い。決して小こ柄がらではないアデライードが、やや見上げるくらいだ。深くかぶったフードのせいで顔は見えない。

　猫が、なああと鳴く。

「ええと、夜遅くすみません。おひさしぶりです」

　その人物がぺこりと頭を下げ、ぼとぼとと猫が地面に落下する。

　重しの外れたフードを脱ぬぐ。その下から出てきたのは、鮮あざやかな翠すい銀ぎんに輝かがやく長い髪かみ。そして、同じ色に輝くふたつの瞳ひとみ。見覚えのある色しき彩さいと、顔。

「え……あ……え、え」

「あ、ごめんなさい、覚えていませんよね、二年前に、アデライードさんにはお世話になりました。それと、シリルさんもこちらにいると聞いてきたんですが」

　ぱくぱくと、アデライードの口が開いて閉じてを繰くり返す。

　何かを言いたいのに、言わなければいけないのに、肝かん心じんの言葉が出てこない。

「リーリァさんが大変なことになっていると聞いたので、何か助けになれることがないかなと思って駆かけつけました。つい最近まで寝ねてばかりだったので、何ができるということもないんですけれど。あ、遅おくれましたが、わたし、エマ・コルナレスといいま──」

　最後まで言わせず。

　そして自分自身も何も言わず。アデライードは、目前のその女性を抱だき締しめた。

「はわっ!?」

　猫が逃にげる。女性が戸と惑まどう。構うものかと、腕うでに力を入れる。

　なんだどうしたと、シリルが立ち上がり、戸口にやってくる。何も言わずに硬こう直ちよくし、ぱくぱくと口を開閉する。




　リーリァ・アスプレイが──

　正規勇者の称号を失い、ただのリーリァになり果てた少女が、ナヴルテリ・テイゴザックの手によって死地より連れ帰られるのは、この日から七日後のこととなる。








あとがき






　いつかは終わる世界、いつかは閉ざされる自分の道。けれどそれは、今この足を止める理由にならない。壊こわれかけた小さな箱庭の上で、彼らは今日も胸を張る──

　そんな感じにしっとりお送りしていたような気がする『終しゆう末まつなにしてますか？　忙いそがしいですか？　救すくってもらっていいですか？』（以下すかすか）シリーズ全５巻と外伝１巻、および『終末なにしてますか？　もう一いち度どだけ、会あえますか？』シリーズ現在８巻以下続刊、角川スニーカー文庫さんより好評発売中です。

　そして、お待たせしました。

　浮ふ遊ゆう大陸群が空に浮うかぶよりもはるか昔、〝最強の勇者〟リーリァ・アスプレイの七しち転てん八ばつ倒とうもとい活かつ躍やくを描えがく異伝シリーズ、その第２エピソードをお送りします。




　第２エピソード、すなわち続きではあります、が。

　本編を読まれた方にはもうバレてそうなのでとっとと白状してしまいますと、１巻時点で仕込んではいたけれど書ききれなかったあれやこれやを詰つめこんだ話になっています。

　あの剣けんの話とかあの剣の話とか、本当は１巻でやっておきたかったんですが、あまりにごちゃごちゃした話になりそうだったので外したのですね。あれは正しい判断だったとは思っていますが、それはそれとして、仕込んだあれこれを無む駄だにするのももったいない。そんなわけで、続きとなる今回にブチ込んでみたのですが……

　……うん、思ってたよりちょっとだけ、ボリューミーになっちゃったかな。

　まあそんな感じの一冊になりました。１巻に引き続き、本編シリーズ未読の方でも問題なく読める話ではありますが、だいたいアニメ範はん囲いくらいだけでも将来の話を知っていると、さらに楽しめるようになっています。

　恒こう例れいの、本文未読であとがきを先に読んでいる方に向けてのネタバレを仕込んでおきますと、ヴィレム少年が、包容力のある年上の女性の前でドギマギします。




　このあとがきを書いている時点で、世の中がいろいろと大変なことになっています。本が皆みなさまの手に届くころには、少しでも良い方向に動いていることを願います。

　それではまた、懐なつかしいあの空の下でお会いしましょう。
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